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井口・粕原遺跡は伊香郡高月町に所在する遺跡で、国道 365号線

バイパスエ事に関連し昭和53年度から56年度にかけて発掘調査を実

施し、57、 58年度で資料整理を行なったものであります。この結果、

井口・柏原遺跡は律令制の成立から解休過程を経て荘園制が成立し、

その後の武士団の発生頃まで極めて長い期間営まれてきた集落跡で

あり、日本古代史の大きな画期を如実に反映している遺跡であるこ

とが明らかになりました。

この貴重な資料を通じ、滋賀県の埋蔵文化財に対する理解が一層

深められる一助となれば、本書を上梓した意義も達成され幸せとす

るところであります。

末尾になりましたが、今回の長期に及ぶ発掘調査に御協力いただ

いた関係機関および地元関係者の各位に対し厚 くお礼申しあげます。

日召不口59年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 南 光 雄
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本書は、伊香郡高月町に所在する井口・柏原両遺跡の発掘調査報告書である。

調査は、滋賀県が施行する国道 365号線バイパスエ事に伴うものである。

調査は、文化財保護課が、県土木都道路課の依頼により、財団法人 滋賀県文化財保護協会 (理事

長代理 辻  清)に委託して実施した。

調査は、昭和53年度より昭和56年度にかけて実施した。

本書は、昭和54年度より昭和56年度にかけて発掘調査し、昭和57年度・昭和58年度に整理した成果で

ある。なお、昭和53年度発掘調査分については、昭和54年度に整理し、報告書を刊行して
いる。

調査の体制は以下の通りである。

調 査 主 体 滋賀県教育委員会

調 査 機 関  (財 )滋賀県文化財保護協会

調 査 指 導 滋賀県教育委員会事務局文化部 文化財保護課技師田中勝弘 、用田政晴

調 査 員  (財 )滋賀県文化財保護協会 :技師 林  純 (現五箇荘町教育委員会 )、 同 吉田

秀貝」

調査補助員 臼井滋、石本好典、藤井益夫、樋野真司、井塚哲夫、中川卓也、北脇泰久、岸本好弘、

多賀健次、田中聡一、増田行雄、塚本裕治、丸岡一成、平通茂、田村克也、徳永直樹、

宮崎雅美、武村浩二、富田正俊、上羽基之、青木千枝、大内裕子、菊池久美、渡辺隆

治、井藤俊、阪口浩章、田中秀和、宇田川正樹、大前千春、武田知久、加藤栄司、和

田光司、岸野徹、為則和哉、土井美幸、井上敏明、富家佐和子、児玉浩見、国川美紀、

池戸尚司、田中濃美、木下直樹、濤口勝隆、吉田美香、吉村由加、多賀千代子、福本

真隆、田村清、渡辺康彦、北川保、北村玉男、川村直樹、塚越正之、 (順不同 )

本書は、田中勝弘が執筆した。ただし、オ三章 汝二節 オ四項 I)6世 紀以前の項の弥生式土

器及び、オ六項 。オ七項については吉田秀則が執筆した。挿図、図版等の作成は、上記調査員等の

共同作業による。ただし、土器の編年表は田中勝弘が作成した。写真については、遺構を田中勝弘

・林純が、遺物を寿福滋が撮影した。

本書では、竪穴式住居跡をT、 掘立柱建物跡をH、 濤状遺構をM、 土拡は大形のものをBP、 小型

のものをPと 略号を用い、それぞれに地区名を冠した。地区名は、柏原北遺跡部分のみ、たとえば、

柏原北CT5と し、井口遺跡部分については、井口を省略し、たとえば、ATlと した。地区は、

柏原北遺跡をA～ Cの 3地区、井口遺跡をA～ Lの 12地区を設定している。

本書では、遺構の変遷について主眼をおいたので、個々の遺物、特に土器類の個々の観察表は省略

した。出土遺物はすべて、滋賀県埋蔵文化財センターに保管しているので御活用いただきたい。
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柏原遺跡及び井口遺跡は、昭和50年度に、国道 365号線
バイパス建設事業の策定に当つて、事前に路

線予定地附近の遺跡確認調査によって発見したものである。両遺跡は、遺物の散布状況から路線予定
地

のほぼ全域に及び、かつ、遺跡の中心附近に当ると予想された。従って、遺跡の保護のため、路線変更

等の計画の見直しを要望したところであるが、現国道が東海地方と日本海地方とを結ぶ主要道路と
なっ

ていて、交通量も多く、しかも、集落間をぬって通過しており、交通事故等の交通問題が顕現化し
てい

るところから、早期開発について地元の極めて強い要望があった。また、
バイパス建設計画とその附近

のほ場整備計画とが並行して実施されていたため、路線の変更が極めて困難な状況であった。さら
には、

湖北町以南においては、すでにバイパスが完成しており、高月町内へあ延長が急務 となって
いた。従っ

て、県道路課、木ノ本土木事務所の要請によって、急拠、事前調査を実施したのである。

調査は、原因者である滋賀県が費用を負担し、昭和53～ 56年度の 4ヵ年事業として、滋賀県教育委員

会が財団法人 滋賀県文化財保護協会に再委託して実施した。

なお、調査に当り、高月町教育委員会、井口区、柏原区、持寺区、保延寺区、東阿閉区、西阿閉区
の

方々、京都産業大学考古学クラブの会員の方々にお世話になった。さらに、木ノ本
土木事務所の担当の

方々には調査を進行させる上に色々御便宜を計っていただいた。ここに記して謝意を表します。

第 土早 位置と環境

第一節 位置と地理的環境

第一 項  位 置 と範 囲 (図 1)

国道 365号線バイパス路線範囲内で、行政区画が伊香郡高月町井口地先に入る南北 1.lkmの間を井
口

遺跡、その南で、柏原地先に入る 0.6kmの 間を柏原遺跡とした。柏原遺跡は、調査年次の関係もあって、

便宜上、北半分の O.3kmの 間を柏原北遺跡とした。しかし、井口・柏原両遺跡は、時期的にも性格的に

も共通しており、今回の調査においても、集落の単位及びその範囲を明確にすることができなかったた

め、現在の行政区画で遺跡を区別することは不適当と考えられる。従って、本書では、井
口・粕原遺跡

として、南北 1.7kmに 及ぶ一つの集落跡として取り扱うこととした。従って、遺跡は、伊香郡高月町井

口及び柏原の両地先に及ぶ。遺跡の正確な範囲は明瞭でないが、井口地先にあっては、現集落の西及び

南側の水田・畑地に中心があって、西方約 600m、 国鉄北陸本線の東約 150m附近にまで及ぶものと考

えられる。現在の集落内については明らかに仕難いが、昭和蛋年度に実施された高月町営上水道工事に

伴う立会調査等によって、井口集落の東、雨森集落附近まで及ぶことが判明しており、現集落のほとん

どを含み込むことが推察される。
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図 1.位置図及び周辺主要遺跡分布図



柏原地先にあっては、現集落の北側から東側にかけて遺跡の広が りが確認されて
いるのみであるが、

柏原区の南、渡岸寺区で、昭和57年度に実施された県営ほ場整備工事に伴う事前調査で、渡岸寺集落
の

東側、柏原集落にあってはその南側の水田で同種の遺構が検出されており、柏原地先のみならず、渡岸

寺地先をも含めた範囲を考えておく必要がある。

また、井日の北に持寺、その東側に保延寺、その北に尾山と集落が続くが、この 3区に囲まれて保延

寺大海道遺跡がある。やはり、井口・柏原遺跡と時期的、性格的に共通性のある集落跡である。

以上から、保延寺、井口、柏原、渡岸寺と南北約 2.2kmに 及ぶ集落群跡が存在するのである。
これら

集落群跡は、湖北平野を形成する主要河川の一つ、高時川の西側 100m～ 300mに位置する。国道 8号

線からは 0。 3km～ 1.lkm東側にある。湖北平野の北部は、西を賎ヶ岳から派生する約 7 kmに 及ぶ地累状

の山丘によって琵琶湖と界され、東を高時川が南流する。井口・柏原遺跡は湖北平野北部の北東部を占

める。高時川は伊吹山系三国ヶ岳に源を発し、田部山の東麓で平野部に出るが、遺跡はその田部山
の南

側、高時川西岸に位置する。

第二項 地理的環境

I。 自然地理的環境

湖北平野を形成する主要河川の一つである高時川は、平野部に出て、己高山、山田山と続 く山丘 と
の

間に後背湿地を形成する一方、その西岸において、現在の集落である保延寺、持寺、雨森、井
日、柏原、

渡岸寺、落川、高月、森本 と続 く自然堤防を形成 している。西方には、千田、唐川、布施、東高田、磯

野、東柳野、西柳野 と続 く赤川沿いの自然堤防が見られるが、規模の上では高時川西岸
のこの自然堤防

が極めて大 きい。微細に等高線を追 うと、等高線はこの自然堤防の方向よりやや西方で張 り出す。すな

わち、南西方向へ張 り出す地形を呈 している。従って、南西方向
へ張 り出す微高地の東辺に自然堤防が

形成されていることになる。井口・柏原遺跡はこの自然堤防上に立地していることになる。遺跡は標高

112m～ 113m前後にある。

遺跡は現在、高時川の西岸に位置するが、航空写真を観察すると、その西岸に高時川の支流 と思われ

る旧河道状の地形が認められ、これに沿って現在も小河川が流れている。一本は、尾山の東を通 り、保

延寺 と持寺の間を通過 し、井口の東側、雨森 との間をぬけ、井日の南側、柏原までの間で現国道 365号

線に沿い、柏原の東側から落川の東方で高時川に合流するものである。この旧河道は、井口遺跡にあっ

てはそのほぼ東限を通過 してお り、柏原遺跡にあっては、柏原北遺跡 として便宜上区別 したものとの間

を通る。また、保延寺大海道遺跡の東限、渡岸寺遺跡の東限でもある。もう一本は、この旧河道
から派

生しているようで、井口集落の中程から集落内を通って南西方向に流れるものである。これは、集落を

離れて 450m程 まで南西方向に流れ、以西は条里畦畔に沿って流れている。現在農業用の小水路であ

るが、本来河幅の極めて広い河川であったことは今回の調査で明らかになって
いる。また、条里畦畔に

沿う部分 も、平安時代後期に改修されたものであ り、本来、水路変更せず、南西方向に流れて
いたもの

であることも判明している。さらに、尾山の北で分流するものがあり、これは保延寺、雨森の東側を南

流し、雨森の南側で高時川に合流する。この小支流と高時川との間は、『ナII原』等の字名が示すように後

背湿地であったようである。

以上の旧河道は、今回の調査において確認したものもあ り、現在小水路 とならているものも、本来相

当な河川幅を持っていたものと考えられる。これらは、南北に長い自然堤防の微高地をぬって流れて
い
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るわけで、集落の形成に関して大 きく関与 していたであろうことは想像に難 くない。

H。 人支地理的環境

湖北平野、特にその北部、高月町から木ノ本町にかけての人文地理的な大 きな特徴は、一つに、あら

ゆる交通路が集束することであろう。主なものでは、国道 8号線、国鉄北陸本線、国道 365号線等であ

り、最近、北陸自動車道が開通している。これらは、いずれも木ノ本町木ノ本に集束し、国道
365号線

を除いて、敦賀経由で北陸 日本海方面へ通 じている。国道365号線は、椿坂、中河内、今庄を経由して、

武生で国道 8号線と合流してお り、北陸へ通じる最短距離 となっている。このように、栗太郡栗東町で

国道 1号線 と分岐 し、湖東地方を北上する 8号線、岐阜県関ヶ原町で21号線 と分岐する 365号線、同様

に、米原町で分岐する北陸本線や北陸自動車道と、現在 もなおかつ、近畿中心部
・東海地方 と北陸 日本

海方面 とを結ぶ幹線交通網は湖北地方を通過 し、湖北平野北部、高月町から木ノ本町附近
へ集結し、交

通上極めて重要な位置を占めていることが知れる。歴史上においても、 8号線から21号線
への経路は中

山道 とオーバーラップし、 8号線の米原以北 と 365号線の木ノ本以北は北国街道、 365号線の木ノ本以

南は北国脇往遠道と沿って通過してお り、交通上の要所を占めていることに変 りがなく、従って、高月

・木ノ本町附近が、古来より日本海方面への問戸的な位置にあったとすることができる。特に、国道
3

56号線、すなわち、旧北国脇往遠道は、古墳の分布等からも古来より極めて重要なルー トであつ
たらし

いことが伺える。また、このルー トは、井口・柏原遺跡を縦断しているのであって、遺跡 と極めて関係

の深い交通路である。現在、高時川東岸で湖北町を通過し、高月町馬上か ら阿弥陀橋を渡って高時川
の

西岸に移 り、川辺を北上 して雨森に至 り、井回の集落の南端附近で西に折れ、再び北上 して持寺
の西沿

いから丼口集落の北辺で鉤状に折れて、木ノ本町に入っている。従って、柏原及び渡岸寺遺跡
の東側を

通 り、井口遺跡の東辺を通って、北辺で折れ、再び北上 している。これは現在のルー トである
が、これ

とは別に、井口の中程から持寺の東辺を通 り尾山へ至る道が小字の分布からうかがえる。すなわち、持

寺一尾山間に田村三道、山道、大海道の字名が並ぶのである。このルー トでは保延寺大海道遺跡
の東辺

を通ることになり、渡岸寺遺跡以北の諸遺跡がこれで道沿いに分布することになる。井 口以北の道沿
い

にも北大道、田大道、大道、西大道等の小字名が並ぶが、現存条里畦畔の方向にあるもので、新 しく
ひ

らかれたものであろう。このように見てくると、井口・柏原遺跡等の諸集落の形成が旧北国脇往遠道
と

極めて密接に関連するものであることが考えられるであろう。

次に、人文地理的な景観 としては、平野部の全体に広がる条里 景観がある。湖北地方
の条里は郡単位

で異る。すなわち、伊香郡単位で統一条里景観を示す。ただし、高月町内に限って見ると、高時川
以東

及び旧北国脇往還道に沿った範囲には、以西の条里景観に比べ水田の畦割に大きな乱れが生じている。

高時川以東にあっては後背湿地として後世まで水田開発の遅れがあったものと理解できる。一方北国脇

往還道に沿う部分については、井口・柏原遺跡等諸遺跡の存在に大きく起因して
いるものと考えられる。

以西の平野部に現存する諸集落の有り方が現存条里割に極めて強い規制を受けていると考えられる
のに

対し、渡岸寺から保延寺、尾山にかけての諸集落は条理割りとは無関係な町割りとなって
いる。さらに、

各集落の周囲の水田に、やはり条里畦畔有持たない部分が多い。これまでの諸調査では、こうし
た条里

畦畔を持たない水田部分を中心に遺構を検出しており、遺跡の範囲のアウ トラインを示すも
のであっ

た。諸遺跡が平安時代後期を境いに衰退していくことや同時期に水路が条里畦畔にあわせて改変され
て

いること、また、この頃に、遺跡内に条里畦畔に沿った水路が新たに開発されていること等を考え合
せ

ると、諸遺跡における集落の展開とその西方平野部の条里開発とが撥を―にしたものであることが推察



されるのである。今回の調査でも農業用と考えられる多くの人工的水路を検出している。これら水路に

対する検討が条里水田の開発に関して大いに寄与するものであろう。

第二節 歴史的環境

第一項  歴 史的環境

周辺諸遺跡の分布に関しては、これまでに、特に高月町内の遺跡に対する発掘調査報告書の中で繰り

返し述べられているので、本書では改めて取り上げることをしない。脚注にあげた諸報告書を参照され

たい。

第二 項  研  究  史

井口・柏原遺跡及びその前後に所在する保延寺大海道追跡、渡岸寺遺跡については、これまでに、県

営ほ場整備事業に伴い、何回かの調査を実施しており、その結果についても報告書を刊行してきた。今

回の調査は、これら過去の一連の調査を踏まえて実施したものである。従って、ここで、数年次にわた

る調査の概略を記し、参考に供することとする。

I.井 口遺跡昭和51・ 52年度調査(図 2)

井口遺跡については、 2年度にわたり、県営ほ場整備事業に伴い、発掘調査を実施してきた。調査方

法は、ほ場整備工事により切土が計画されている部分について トレンチを設定し、工事が遺跡に影響の

ある場合、設計変更により遺跡の保存を計ったため、遺構の完掘は、深掘がやむを得ない排水路計画部

分に限った。従って、遺跡の詳細は明確になし得なかったが、遺跡の範囲や性格、時期幅等の概路を知

ることができた。
①

(昭和51年度調査 )

井口地先の水田の南半分約 300,000m2が調査対象で、その約 2分の 1に 当る範囲に試掘拡を設定して

いる。最も国鉄北陸本線沿いに近い部分 (北陸線より 250m東 )に設定した試掘拡を除き、これより以

東のほとんどの試掘転で遺構を確認した。従って、北陸線より 200m東附近が遺跡の西限であることが

判明した。東、北、南については、さらに広がることが予想された。

検出した遺構は、竪穴式住居跡、掘立柱建物跡、濤跡、大形土転、ピット、瓦溜等である。完掘した

のは、排水路計画部分のみで、A・ C・ D・ E水路として調査を実施した。

A水路  掘立柱建物 1基の他、多数のピット、土拡等を検出している。掘立柱建物跡は全容は不明

であるが、N3度 Eの方向にある東西棟である。柱穴からは平城宮跡 S K 870(平城宮跡 V期 )の須恵

器杯身が出上している。その他のピット群や土拡については、性格は不明だが、平安時代前期～後期の

土器類を出土するものが多い。

C水路  3～ 4基の竪穴式住居跡、濤跡 1条、ピット群を検出している。竪穴式住居跡は、北端の

1基は旧河道に切られていて、住居跡かどうか不明。他の 3基は 3～ 5m間隔に、ほぼ軸線を南北にそ

ろえている。明確なカマ ドの痕跡は検出できなかったが、焼上を住居の東辺中央及びやや南寄りで確認

している。いわゆる壁濤はなく、柱穴も持たない。出土遺物は極めて少なく、南端の 4号 としたものか

ら平城宮跡Ⅲ期頃の須恵器杯、 3号から4号より古いと思われる土師器壺が出土しているにすぎない。



濤跡はN12度Wの方向に直線的にのびるもの。ピット群のうち、濤跡を切 り込んでいる 3基はNll度 Wの

の方向に並び、掘立柱建物になる可能性が強い。

D水路  多数のピット群、土拡群、 2条の溝跡等を検出している。濤跡は 4.7mの間隔をもって並

行しており、 3度程南にふれて東西方向にのびる。小片であるが、平安時代中期末頃の上師器皿が出土

している。ピット群、土拡群については性格は不明だが、出土した上器類は平安時代全般のもので、奈

良時代以前にさかのぼるものは極めて少なく、D水路附近の遺構群の特徴といえる。

E水路  掘立柱建物及びピット群を検出した。E水路の南及び北側で設定したトレンチでも2基の

掘立柱建物を検出しており、竪穴式住居跡は確認していない。掘立柱建物は円形の柱穴で、N5度Wの

軸線を持ち、トレンチで検出した2基はともに方形の掘り方で、 2間×5間で、軸線は前記のものよりわ

ずかに西にふれる。時期は不明であるが、この水路からは奈良時代の上器類が比較的多く出土している。

A地区 dグ リット竪穴式住居跡  試掘調査の過程で、 1基の竪穴式住居跡の完掘を計った。住居跡

内から飛鳥H期に比定できる須恵器杯、蓋、土師器長胴甕等が出上している。N14度Wに軸線を持ち、

竪穴の西辺で南よりに焼土塊があつた。東辺に幅の狭い段を持ち、この部分に 2基の柱穴があり、西辺

寄りに 2基の柱穴がある特異な構造を持つものであった。

以上の完掘を計った排水略計画部分の他に、対象区域内で12の地区を設定し、 トレンチにより遺構の

有無等を確認した。その結果は表1の通りである。

地区名 所 在 地 (字名 ) 主 要 遺 構 出土遺物 の年 代

A 鍵 田 竪穴式住居 .濤 .ピ ット 平  安

B 竪穴式住居 .ピ ット 奈 良 。平 安

C /Jヽ 寺 掘立柱建物 .ピ ット 奈 良・平 安

D 西 石 橋 包含層 余 良・平 安

E 東 野 村 掘立柱建物 .濤 .ピ ット 古 墳・平 安

F 包含層 奈 良・平 安

G 包含層 古墳・奈良・平安

H 南 出 口 土器溜 .包含層 古墳 。奈良・平安

I 殿 町 瓦溜 古墳・奈良・平安

」 宿 の 西 包含層 奈 良・平 安

K 畔 ノ 下 竪穴式住居 .掘立柱建物 奈 良・平 安

L 遺構なし 古墳・奈良・平安

表 1.昭和51年度井 口遺跡発掘調査各地区検出遺構一覧表

②

(昭和52年度調査 )

井口地先の水田の北半分 280,000m2を調査対象とし、A～ Xの 24地区を設定し、このうち13地区にト

レンチを設定、試掘を実施 した。国鉄北陸本線より東 250mま では遺構は確認できず、遺跡の東限と考

えられた。以東では、ほ場整備工事による排水路計画部分にトレンチが集中したが、 R・ N地区を除い

て、他の地区では何等かの遺構を確認し、完掘を計った。

H地区  幅4.65m、 深さ 0.8mの大濤、幅1.45m、 深さ0.55m及 び幅 lm、 深さ0.55mの小濤 2条、

-6-



W地区

X地区

図 2。 昭和52年度ほ場整備関係井口遺跡検出遺構図

P地区
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径 5.2m、 深さ o.9mの大型土拡を検出。大濤は人工的であるが性格は不明で、須恵器や灰釉陶器の細

片が出上してぉ り、平安時代の開削 と考えられた。

M地区  竪穴式住居跡、濤、ピット等を検出。竪穴式住居跡は、軸線が磁北よりやや西にふれ、北

西コーナーにカマ ドを持つ。柱穴や壁濤はない。須恵器杯、蓋等が出上しており、平城宮Ⅶ期頃のもの

と考えられる。

P地区  竪穴式住居跡く掘立柱建物、井戸跡、濤跡、大型土拡、ピット等を検出した。竪穴式住居

跡のうちPTlは 、北辺にカマ ドを持ち、壁濤をめ ぐらせる。 4本の主柱穴とともに、各辺に 2基、各

コーナーに 1基の支柱穴のある特異な構造を持つ。須恵器婉、蓋、平瓶、土師器甕等が出土してぃて、

飛鳥Ⅳ期のもの。 PT2は 、焼土塊が中央 と東辺の 2ヵ所で検出された。中央のものは炉跡状に凹む。

柱穴等はない。土師器の甕が出土しているが、 6世紀前半頃のもので、作 り付けのカマ ドを本来持って

いなかった可能性がある。掘立柱建物跡は 4基確認している。PH4は PTlを 切 り込み、平城宮Ⅶ期

頃、PHl～ 3は 明らかでないが、PT2に 重複した土溜 りより、猿投窯東山70号窯式  (1lC前半 )

の灰釉陶器が出土していることからこの頃のものと考える。井戸跡は 4基で、このうちBP2と したも

のは、その西辺から北へのびる濤がある。濤は北ほど深か く、 BP2よ り水を引いている。

W地区  竪穴式住居跡 5基、掘立柱建物跡 3基、その他土址、ピット等を検出している。竪穴式住

居跡のうちTl～ 3は重複している。 Tl→T2→ T3の関係にある。Tlは 6世紀後半のもの。 T3

は南西コーナーより北寄りに、竪穴の東辺に対 し斜めにカマ ドが付き、東壁に沿って南東コーナーに口を

出す煙道がつ くられる。カマ ドの焚口には長胴カメを 2個つなぎ、焚口両側の石材に横架させている。

平城宮 I期に相当する須恵器杯、蓋、土師器甕等を出土している。 T4は長方形プランを持つ。東辺の

南東コーナー寄 りに焼土があり、南東コーナー部分に貯蔵穴状のピットがあった。土師器甕、鍋、杯、高

杯等が出土している。 6世紀末頃の住居跡である。T5はやや隅丸の方形プランで、東辺中央部に焼土

が認められた。Tlと 同様 6世紀後半の住居跡である。掘立柱建物はH2が 2間 × 5間で方形の掘 り方、

H4が 2間 × 2間以上で束柱を持ち、Hlと ともに円形の掘 り方を持つ。 H4は T5を切 り込んでいる。

X地区  この地区は工事 との関係で、東西約25m、 南北約55mの広い範囲を完掘 した。竪穴式住居

跡 7基、掘立柱建物跡 8基、土拡、ピット群 を検出した。竪穴式住居跡は、 6世紀後半から8世紀中頃

までのもので、Tl→ 3→ 5→ 2・ 7→ 4・ 6の関係にある。T2では南辺 と東辺に溝がめ ぐり、北辺

の北東コーナーよりに斜めにカマ ドがつき、辺に沿って北東コーナーより煙を出す煙道があり、煙道の

南側に灰のつまったピットが設けられている。 T3は南東コーナーに、南辺に直交したカマ ドがある。

T7は 東辺中央に焼土があった。竪穴式住居跡のいずれにも柱穴は認められない。掘立柱建物跡は 8基

を確認しているが、全容の知れるものは 2間 × 2間で東柱をもつ Hl、 2間× 2間で東柱のないH2、

2間 ×8間の大型のH3で、H8は建物 としては不確実である。竪穴式住居跡に重複するものはすべて、

新 しい。土城のうちBP3は 方形の掘 り方、 BPlは 長方形の掘 り方で焼土、炭化物 含ヾまれていた。

以上が昭和52牢度の調査概要である。 6～ 9世紀にかけての竪穴式住居跡、奈良時代から平安時代 と

考えられる掘立柱建物跡等の他井戸跡等を検出している。土器類からも表土層出土のものも含めて、6世

紀後半から12世紀までのものが出土している。

■.柏原遺跡昭和53年度調査
③

国道 365号線バイパスエ事に関連して調査 したもので、既報告のものである。乳国道365号線以南約

220mを 調査 した。遺構は南の約80mの 間で、以北の国道までは河道 となっている。以南は砂層の堆積
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が厚 く、高時川の浜堤 となる。竪穴式住居跡 9棟、掘立柱柱建物跡 2棟、井戸跡、多数の土拡、ピット、

濤跡等を検出している。Tlは竪穴の北辺中央にカマ ドを持ち、平城宮Ⅳ期の須恵器、灰釉陶器、土師

器の土器溜 りが形成されていた。T3と T9は重複し、T9は T2と 並行で、鉄製の鎌が出土 している。

4本の柱柱穴がある。カマ ドの位置は判然 としない。 T3は 竪穴の南東 コーナー よりやや北寄 り

にカマ ドが付 く。平城宮Ⅵ期頃のもの。T5は 東半分のみであるが、北辺 と南辺に壁濤があり、南東コ

ーナーよりやや北寄 りの東辺に直交 したカマ ドが付 く。飛鳥Ⅲ期の須恵器、土師器が出土している。T

6は 4本の主柱穴と竪穴の外側で、各コーナー と各辺に 2基ずつの支柱穴がめ ぐらされている。竪穴の

南東コーナー部分が掘 り残され、この北側にカマ ドが付 く。平城宮 H期頃の土器類を出土している。T

7は壁濤をめ ぐらせている。平城宮 I期頃のもの。T8は飛鳥 V期頃、T4は 壁濤をめ ぐらせ るが時期

は不明。以上から、 (T2・ T9)→ (T5)→ (T6・ T7・ T8。 T4)→ (T3・ Tl)と 6C

後半、 7C半頃、 8C初頭、 8C末の 4時期の住居跡群である。井戸跡は黒笹90号窯式の灰釉陶器を出

土するもの (BPI)と 百代寺窯式のものを出土するもの (BP9)と がある。滞跡はT3・ TT9を

め ぐるように、 L字形に曲るもの (Ml)が ある。遺物は時期差があるが、最 も新 しいもので、東山72

号窯式と考えられる灰釉陶器の他玉緑のある白磁等がある。土拡やピット等では、 P351、 P353、 P350

等が土器を破サイした状況にある。 P54か らは「今西」の塁書名のあるもの、 P51は杯身を 2個、枕状

に置いた状態で出土している。掘立柱建物は 4間 × 5間の特異なもの、 2間以上 ×4間以上のものの 2

基ある。時期は明らかでないが、平安時代のものであろう。

以上が遺構の概略である。他のピットや包含層の出土遺物も6世紀後半から12世紀頃までの間に納る

ものである。以北の旧河道状の部分からの出土遺物も、平安時代 を中心 とす るが少ないながら7世紀

代にさかのぼるものがあり、集落の範囲もさほど北へ広がらないものと考えられる。

m。 保延寺大海道遺跡昭和49・ 50年度調査
①

昭和49年度に中心部、50年度に縁辺部の試掘調査を実施 している。ともに県営ほ場整備事業に伴 うも

ので、完掘をさけているため、検出した遺構の時期はすべて不明である。ただ、両年次調査を通 じて、

東西400m、 南北300m程の範囲に納る集落跡であることが判明している。検出した建物跡は、竪穴式住

居跡 120棟以上、掘立柱建物跡12棟以上で、その他に瓦溜 り等がある。遺構の時期は明らかでないが、

6世紀中頃から 9世紀まで変遷がたどれる。以後にあっては、灰釉陶器で折戸53号窯式から百代寺窯式

まで確実にたどれ、以前にあっては、空白期間があり、弥生時代後期にさかのぼる。

Ⅳ 渡岸寺遺跡昭和58年度調査⑤

県営ほ場整備工事に伴い、実施された。渡岸寺東側の狭い範囲であるが、カマ ドを持つ古墳時代後期

の竪穴式住居跡 5棟、 8世紀前半～中頃の掘立柱建物 1棟が検出されている。

以上が、井口・柏原遺跡周辺の遺跡のこれまでの調査の tla4g・でぁる。いずれも竪穴式住居跡、掘立柱

建物を主体 とする集落跡である。時期の判明している竪穴式住居跡では、井口遺跡 PT2が 6世紀前半

にさかのぼるか と思われるが、およそ 6世紀後半か ら9世紀初頭までのものがある。この点、保延寺大

海道遺跡においては、出土遺物の変遷から同様の時期幅を考えることができる。掘立柱建物は、竪穴式

住居跡 と重複する限 り、新 しい。 9世紀以降の出土遺物では、灰釉陶器の変遷から12世紀頃までのもの

がたどれ、掘立柱建物の時期幅を示している可能性が強い。以前にあっては、保延寺大海道遺跡で比較

的多量の弥生式土器が出土しているが、それまでの間を埋める遺物の出土がない。従って、井口・柏原

。保延寺大海道遺跡 と南北に並ぶ集落跡は、その形成段階から終末までの間、揆 を―にした展開を示し
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ているといえる。渡岸寺遺跡も例外ではなかろう。このように、井口・柏原遺跡を考える場合、その南

北に分布する諸遺跡とは無関係には論じ得ないだろう。むしろ、一体として把握する必要がある。また、

これら諸集落跡が、後期群集墳の爆発的な増加を見る時に形成初期を迎え、律令体制とその崩壊を経験

し、新たに荘園体制に入り、武士団の発生期に終焉を迎えるという日本史上の画期を通過して展開して

いったものであり、今回の調査は、こうした歴史の流れの中での集落の対応・変化過程を知る上に極め

て貴重な資料を提供するであろう。

注 ①『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』Ⅳ―Ⅱ (滋賀県教育委員会、昭和52年 )
②『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』V(滋賀県教育委員会、昭和53年 )

③『国道 365号線バイパスエ事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 I(滋賀県教育委員会、昭和54年 )

④『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』H(滋賀県教育委員会、昭和50年 )
『同 上』Ⅲ―Ⅱ (同上、昭和51年 )
⑤『ほ場整備関係造跡発掘調査報告書』Ⅸ-2(滋賀県教育委員会、昭和59年 )

第二章 調査の経過 (図 3)

井日・柏原遺跡は、昭和40T・度刊行の『滋賀県遺跡目録』には登載されて
いない。当時は、井口地先

のものとして、集落の西方にある天満宮遺跡が神社跡として周知され、また、集落内
の日吉神社前の池か

ら純文時代の石棒が出土したと伝え、井ノロ遺跡として記載されていたにすぎな
い。しかるに、昭和50

年度に、国道 365号線のバイパスエ事を高月町内で実施する計画があり、滋賀県木ノ本
土木事務所の依

頼により遺跡確認調査を実施したところ、計画路線のほぼ全域に遺物の散布することが判明し
たのであ

る。その後、昭和51・ 52両年度にわたる井日地先の県営ほ場整備工事に伴う事前調査
が実施され、遺跡

の範囲、遺構の分布状況、遺跡の性格、時代幅等のアウトラインが知れるようになった。昭和
53年度に

入って、滋賀県より事前の発掘調査の要請を受けたのであるが、これまでの調査結果から、路線内
で約

1.7kmに わたり、遺構の分布する可能性が極めて強いため、全体の調査終了までに 3～ 4年間を要する

旨通知し調査を開始したのである。

初年度は、現国道 365号線までの約 230m間 を調査対象とした。調査は、7ヵ 所にトレンチを設定し、

遺構や遺物の包含層等の有無を確認した。その結果、調査対象区域の南端約80～ 100mの 間で遺構を確

認し、柏原遺跡と銘命して、この間の発掘を行った。オ 2ト レンチ以北では、旧河道状
の礫層や砂層、

流木等を含む泥質土層の堆積が厚く、遺構や遺物の包含層等を検出できなかった。

国道 365号線以北については、井口地先の範囲を井口遺跡、柏原地先の範囲に
ついては、前年度の粕

原遺跡と区別するため、柏原北遺跡とした。両遺跡とも、周辺のほ場整備工事が完了しており、約
100

m毎に排水路、用水路、農道等が横断しているので、これらで区切られる約 100mの範囲毎にアルファ

ベットを冠し、地区設定した。井口遺跡については、南よりA地区、B地区……として、最終的にはL

地区までの12地区に分けた。柏原北遺跡については、路線内の用地交渉の未決着
の場所が存在していた

ことで、調査順序順にアルファベットを付したため、C地区が南端に来たが、A～ Cの 3地区を設定し

た。

昭和54年度には、井口遺跡のA～ D地区と柏原北遺跡のA・ B地区の計 6地区、約 600mの範囲を調
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査対象とした。柏原

北遺跡の C地区は、

用地問題が未解決で

あるため、翌年度に

着手することとした。

この年度には、柏原

北遺跡のA地区北半

分 と、 B地区の全域

に遺構のない部分か

あった。また、井 口

遺跡 D地区は北半分

が旧河道、南半分に

近世の墓地が分布 し、

住居跡がな く、従っ

て、A～ Cの約 300

mに住居群が集中し

ていることが判明し

た。柏原北遺跡では、

A地区の南半分に濤

跡等が検出され、遺

跡が C地区に広がる

ことが予想された。

昭和55年度、すな

わちオ 3年次は、井

口遺跡 E地区から 1

地区までの約 500mと

柏原北遺跡の C地区

約150mを調査対象 と

した。井口遺跡では、

E地区は、大半が D

地区で検出した旧河

道 が 続 き、南端で
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図 3.地区設定図



わずかに掘立柱建物を検出したにすぎない。この建物跡は次のF地区に続くが、 F地区でも住居群は南

半分に集中する。 G地区では、その中央部が落ち込み、南北両側に住居群の分布が認められた。H地区

は南寄りと北端に若子の住居群の分布が認められ、 I地区では南側に集中的に住居群が分布し、北端に

掘立柱建物跡を若千数検出している。柏原北遺跡 C地区では、前年度のA地区の調査で予想された通り、

ほぼ全域に住居群の分布が認められた。C地区は用地の問題があり、一部造成済みの部分があって、こ

の部分に関しては、問題解決後に調査を実施した。

遺跡は頭初、 I地区までの範囲を想定していたのであるが、 I地区の北端で掘立柱建物跡が検出され、

さらに北へ遺跡ののびることが予想されたので、調査地区をさらに北へ設定し、昭和56年度事業として

発掘調査を実施することとした。

昭和56年度には、結果的に K・ Lの 2地区を発掘した。 K地区では土拡墓と掘立柱建物跡を検出した

にすぎず、L地区は、大半が削平を受け、一部に濤跡等を検出したのにとどまる。また、以北への遺跡

の広がりも予想できず、遺跡の北限と考え、調査を終了することとした。

以上が、現地発掘調査の経過である。柏原遺跡の北側130m～ 150mの間及び、井口遺跡の」地区及びL地区の

西半分を除いて、路線内をほぼ全掘する結果となった。総延長約 1.説mに わたって発掘調査を実施した

ことになる。調査後の整理作業は、昭和56年度の下半期を含め、昭和57年度、昭和58年度のあしかけ 3

年間を要した。この間に、昭和54年度には柏原遺跡について報告書を刊行し、昭和55年度には昭和54年

度に実施したもののうち、井口遺跡 A～ D地区の調査概要を報告した。また、昭和57年度には、昭和55

年度に実施した井口遺跡 E～ I地区の調査概要を『日本考古学年報33(1980年度版 )』 (日 本考古学協会 )

に掲載した。以下は、昭和54年度～56年度に実施した井口遺跡A～ L地区、柏原北遺跡A～ C地区の調

査報告である。柏原遺跡についてはすでに報告済みであって本書には掲載しない。しかし、遺跡として

は一体として扱う必要があり、必要に応じて再録している。また、昭和51・ 52両年度に実施したほ場整

備工事に伴う井口遺跡の調査結果についても再録している個所がある。ただし、既報告の遺物の年代や

遺構の構造等の内容については、本書で訂正して使用している場合があるので最初に断っておく。

第二章 調査の結果

第一節 遺

第一項 遺構 の種類 と分布 (図 4～■ )

検出した遺構は、竪穴式住居跡と掘立柱建物跡を中心とし、大小の濤状遺構、大小のピット、土拡、

旧河道跡等であり、その他に火葬墓、土城墓等がある。大小のピット、土城の中には特殊な用途のある

もの、また、濤状遺構の中にも農業用水路と考えられるもの等が存在するが、詳細は別項で記述してい

くこととする。本項では、地区毎に、遺構の種類とその主なものの分布状況を述べていくこととする。

I。 第 I住居跡群 (図 5)

柏原北遺跡では、北端のB地区は無遺構地帯である。A地区についても、その南端で、濤状遺構や若
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千のピット群を検出したにすぎず、北側の大半が遺構の見出せない部分である。住居群はC地区で検出

されている。井口A地区ではその全域で遺構を検出しており、従つて、B地区及びA地区の北側大半、

路線上での延長約 170mの 区間が空白地帯を形成している。 C地区では、現国道 365号線までのほぼ全

域で住居跡群等を検出しているが、国道以南では、約 130mの 旧河道状の遺構のない部分をはさんで、

柏原遺跡が存在する。従って、A地区の南端の一部からC地区にかけての約 120mを遺構の分布の上で

単位群として扱い得るので、この一群の遺構をオ 1遺構群 (第 1住居跡群 )と することにする。

オ 1遺構群の北端は、ほぼ磁北に直交する幅 4m～ 5mの濤状遺構 (AM2・ 3)1条 と磁北に対し

45度程東に振れる幅 lm程の幅の狭い濤状這構 1条 (A Ml)と がある。両濤跡とも闘則半分が削平され

ていて不明で、両者の切 り合い関係も明確でなかった。濤状遺構以北は灰鵜色や黄褐色、あるいは茶褐

色等の粘質上が堆積しており、泥湿地状で何等遺構は分布しない。なお、濤状遺構AM2・ 3は 当初 2

条の濤かと思われたが、結果的には 1条 とし得るものであった。

住居跡群はAM2・ 3の南側約 100m、 現国道 365号線までの間で検出された。すなわち柏原北遺跡

C地区であるが、北半分の西側 3分の 1、 中程の25m程の間は、後世の削平により、遺構は消滅してい

た。結局検出した住居跡は竪穴式住居跡 9棟 (CTl～ 7・ 9・ 10)、 掘立柱建物跡 4棟 (CHl～ 4)

である。その他濤状遺構 1条 (CMl)、 燃焼痕跡の見られる土拡 2基 (CBP6。 4)、 大小の上拡

多数が検出されている。重複関係は、CHlは CMlを切って構築され、CH2は CTlを 切っている。

CT3が CT4を切 り、C T10は CT9に 切られている。CT5は CBP4よ り先行している。すなわ

ち、 CMl→ CHl、 CTl→ CH2、  CT4→ CT3、 C T10→ CT9、 CT5→ CBP4の 関係に

ある。

CMlは ほぼ東西方向にあり、AM2・ 3と は約23mの位置で、ほぼ並行している。竪穴式住居跡群

はこのCMlよ り南側にあり、規模や構造、軸線の方位により4群に区別できる。 1群は、N23度 Eに

軸線を持ち、壁濤、四本の主柱穴、竪穴の北辺中央にカマ ドを持つ共通項の見出せるCTlと CT5で 、
約12mの間隔を置いて東西に位置する。オ 2群はCT4と C T10で、約 5度程東に振れる軸線を持ち、

ともに次のオ 3群に切られている。約 9m程の間隔を持って南北にある。オ 3群は、N10度Wの軸線が

あり、 1辺 3m未満とC地区では最小規模のCT3と CT9で 、約12mの間隔で南北にあり、ともに、

カマドが南東コーナーに作り付けられている。オ 4群は約 5度程軸線が西に振れ、カマ ドが東壁の南東ヨ

ーナーより 1.2m程北寄 りで、壁に対して斜めに取り付 くという共通性の見られるCT2と CT7で あ

る。軸線から見ればCT6も オ 4群である。CT2と CT6は 4mの間隔で東西に、CT2と CT7は

は約30mの 間隔があって、南北の位置関係にある。

掘立柱建物は、CMlの北側からCT7の 南側まで、重複することなく分布する。CHl～ 3は南北

棟、CH4は 東西棟で、CHlと CH2は 1lm程の間隔で南北に、CH3と CH4は 約 5mの間隔で東

西に位置する。CHlと CH4は 軸線方位が近似するが、いずれも若千の違いが見られる。CHと がN

3° W、 CH2が N ll° W、 C H3が N7° 30' E、 CH4が N6° 30'Wで、CH3の み東へ振れてい

る。CH3を 除けば、他は現存条里方向に近似している。
■.第 2住居跡(図 6'7)

柏原北遺跡A地区の濤状遺構の北約170mの無遺構地帯を経て、井口遺跡A地区から再び遺構が集中す

る。住居群の分布はA地区の南端から始り、C地区まで、約 300mの間に密に分布する。以北は、70m

程の近世の火葬墓しか分布しない部分をはさみ、以北が約 140m程の旧河道状の幅の広い礫の堆積のあ
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る濤が幾条にも走る部分となっていて、住居群その他の遺構を認めることができな
い。従って、A地区

からC地区にかけての約 300m程の間をオ 2遺構群 (住居跡群)分布地帯とすることができる。

オ 2遺構群では、竪穴式住居跡31棟、掘立柱建物跡16棟、大小の滞状遺構32条、大小の土城多数等を

検出している。

まず遺構の重複関係から見ていくと、竪穴式住居跡では、BT5→ BT4、 BT2→ BT9→ B T10、

CT6→ CT7→ CT8、 C T12→ C Tllの古→新の関係がある。掘立柱建物跡では、BH2→ BH3

がある。両者の関係では、AT2・ AT4→ AH2、 AT5→ AH3、 AT6→ >AH4、 A T10・ AT

ll→AH5、 AT■・A T13→AH6、 A T13→ AH7・ AH8、 BT7‐>BH7、 BT8→ BH5、

C T10・ C Tll→ CHlと 重複するもののすべてが竪穴式住居跡の方が先行 している。濤状遺構 との関

係では、AM5が A T13、 AH7、 AH8を 切 り込んでいる程度で、住居群 と切 り合 うことは少ない。

次に位置関係であるが、濤状遺構のうち南端に位置するAMlは 柏原北遺跡 C地区の CMlか ら約 2

00mの位置にあり、濤の垂線が約11度西に振れる。 C地区南端の C M17は垂線が約 1度程西に振れる程

度で、AMlか ら 205m、 柏原北 CMlか らは 408mの位置にある。両者はやや方位 を異にするが、と

もに、その延長線は現存条里畦畔にほぼ一致するものである。また、ともに、
2段掘 りになっているこ

とも柏原北 CMlと 同様で共通している。

住居群は、AMl以 北に分布 し、 C M17は 住居群の間を通過 している。竪穴式住居跡は、 AT2・ 3

・ 4が AMlの 北1l m程の所に集 り、住居群の南端の位置を占る。この 3棟は lm未満の間隔しか持た

ない。 A地区の他の住居跡は、南よりT5・ 6・ 7・ 10。 ■・ 13・ 14と 点在する。 A地区北端の A T14

から15m程北へ行 くとBTl・ 2・ 9・ 10が あり、このうちBT2・ 9・ 10は重複する。Tlと は約 2

m程の間隔である。北へ14mお いて B T13、 さらに B T13か ら20m北 でBT4・ 5。 6がある。 BT4

とBT5が 切 り合い、BT5と BT6の 間隔はわずか20Cm程である。 BT7と BT8は 点在する。また、

BT7と BT8の 間にBM2が 通過している。 BT8か ら北へ18m、 C T13か ら南へ 3mの位置に CM

17が通過 し、 C T13の 南わずか50Cm程のところに C M19が通過 している。C地区では、CT6・ 7・ 8

・ 9、 C Tll・ 12、 CTl・ 2の 3か所で住居跡が重複、あるいは近接 している。点在 しているものは

C T13・ 10・ 5である。また、C地区では多数の濤状遺構や土転等が密に分布 している。

以上竪穴式住居跡群は、A地区からC地区まで、南北約 278mの間に31棟が分布 している。この間で、

2棟及至 3棟の重複関係が 4ヵ 所で認められ、また密接なるものを含めれば、同じ個所で 2棟及至 4棟

となる。

掘立柱建物跡は、ほぼ竪穴式住居群 と重複するが、北が46m程短か く、竪穴式住居群 より狭
い範囲に

分布 している。重複あるいは近接しているのは、AHl・ 2(AH5。 6、 AH5。 6・ 7・ 8、 BH

4・ 3・ 2で、 2棟及至 4棟で 4ヵ 所に認められる。竪穴式住居跡 とは、AT2・ 3・ 4と AHl・ 2、

AT5と AH3、 AT6と AH4、 A T10。 11と AH5、 A Tll・ 13と AH6、 A H13と AH7・ 8、

BT7と BH7、 AT8と BH5、 C T10。 11・ 12と CHlと なっている。濤状遺構 との関係は、AM

5がAH7・ 8を通過する以外重複していない。

Ⅲ.第 3住居跡群 (図 8)

C地区北端の CTlか ら、 E地区の北端に位置するEHlま での約 220mの間はD地区の南半分の火

葬墓群、北半の旧河道、E地区の泥湿地、濤跡等があり、住居関係の遺構は存在しない。 EHl以 北で

は、F地区に入るが、再び住居群が分布する。住居群はEHlか らFH4ま で南北に約 100mま で分布
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する。EHl以 北は約35mま では大小の土拡や濤状遺構があるのみで住居跡は存在しない。A～ C地区

のオ 2住居群の南及び北側の様相とは異るが、住居跡のまとまり具合いからオ 3住居群とする。

オ 3住居跡群では竪穴式住居跡21棟、掘立柱建物跡 4棟、棚列状柱穴列 2条、その他濤状遺構、土転

等がある。竪穴式住居跡では、FT2と F T22及 びFT4と FT5が それぞれ重複し、かつ近接してい

る。FT6・ 7、 F T12・ 13・ 14が重複し、FT7と F T12が近接している。FT8。 10・ 23'9・ ■

・ 15。 16の 7棟も相互に切 り合い、F T19。 20に も切 り合いが認められる。わずか50～ 60mの長さの間

に、極めて密集した状況で分布しているが、F Tll→ 9→ 10→23、 あるいはF T12→13→ 14と 相互の切

り合い関係で 3及至 4時期の区別ができる。

掘立柱建物跡は、南北約 100mの間に 4棟が分布する。EHlと FHlと が約30m、 FH3と FH4

が約 4mの距離にあり、FHlと FH3と は24mの 間隔がある。また、FHlの 北側に、 2条の棚列状

の柱穴列が検出されている。

濤状遺構はF T20及びFH4の 北側に、約20mの間隔をおいてFM4、 FM5が ほぼ並行して走り、

さらにFM5の北側に、並行して旧河道状の砂利層が走る。FM4よ り北側、砂利層までの約35mの 間

には住居跡は検出されない。ピットや大小の上拡群についても、FM5ま でで、砂利層まで及ばない。

FM4は 、 F T20を切り、FH4に切られているが、FM4と FM5と の間で多数のピットや土拡を検

出しているが、住居跡がない。濤状遺構は住居群分布地帯に目立ったものはないが、FM3と するもの

が、柵状柱穴列の東側のものと約 1.5m程の間をおいて並行しており、相関連するものと思われる。

ピットや土拡等の中では、EHlの 南側 5m程の所に、燃焼痕の認められる小土欺が 2～ 3基検出さ

れ、その南側の濤状遺構等からフイゴ等が出上していて、これとの関係が注意された。

W。 第 4住居跡群 (図 8・ 9)

F T20及 びFH4の 北側約35mの 間に、 2条の濤状遺構及び旧河道状の砂利層をはさんで、F T25が

位置する。この F T25と 次のG地区のT14と の間約30mは未調査部分であるが、十分に住居跡の存在が

推察し得る状況であって、A T25を 人のオ4住居跡群に含めることとする。オ 4住居跡群は約75mの間

に13棟の竪穴式住居跡が分布するが、北端のG T15以北は、幅20mに及ぶ旧河道があり、G T15と 旧河

道との間約10m程の間は住居跡がなく、 G T15以 南の密集状況と異なっており、調査範囲内では群 とし

てまとまる。オ 4住居跡群では掘立柱建物跡がなく、濤状遺構も検出されていない。他にはピット群が

あるのみである。 G地区の12棟は極めて良く密集しており、G Tll,12。 13・ 1コ及びGT4・ 5。 6。

・ 7・ 8・ 9。 15が相互に切 り合っている。G T10も GT9と 接っし、GT■ ともわずか lmの間隔し

かない。切 り合いの先後関係で、G T14→ 13→■→ 12、 GT9→ 7→ 8、 GT6→ 5→4等の関係があ

り、4時期以上のものが重複している。

V。 第 5住居跡群 (図 9)

H地区に入って、その南側20m余は礫を堆積した溝になつており、旧河道状となっている。従って、

G地区の旧河道との間にはさまれた30～ 40mの 間に分布する住居跡群をオ 5住居跡群 とすることができ

る。この間には、 3棟の竪穴式住居跡と3棟の掘立柱建物跡とが分布する。竪穴式住居跡は、 7m及び 9

m程の間隔をおいて分布し、重複しない。掘立柱建物跡は、GH2と 3が重複し、GH2に ほとんど接

っしてGHlが並ぶ。GHlは GT2に 、GH2・ 3は GT3に 重複している。

Ⅵ。第 6住居跡群 (図 9)

H地区に入って、オ 5住居跡群北側の旧河道に沿って、HTl・ 2・ 3の 3棟の竪穴式住居跡がある
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が、その】帥Uには幅20m～30mに及ぶ沼沢状の泥湿地が横たわする。この間に若子のピットは認められる

ものの、住居跡を見出すことができないので、HTl～ 3の 3棟を以ってオ 6住居跡群とする。HTl
～ 3は L字状に並び、切 り合うことはない。HTl及 びHT2を切って濤HM5が 走る他、他数のピッ

ト群が沼沢地までの間に分布している。

Ⅷ。第 7住居跡群 (図 9・ 10)

オ 6住居跡群北側の沼沢地が途切れて、再びH地区で住居跡が検出された。住居跡はやや東側に分布

するが、住居跡は次の I地区に続く。 I地区では、 ITlの 北側50m程の間が無遺構地帯となっている。

従って、HT4か ら ITlま での間、約80mの 間をオ 7住居跡群とする。竪穴式住居跡13棟、掘立柱建

物 4棟、その他ピット群等を検出している。

竪穴式住居跡はいずれも重複しないが、 IT9と IT7、 IT4・ 6・ 5。 12がそれぞれ近接してい

る。

掘立柱建物跡は、HT6の 北側で 1棟、 I Tllに重複して 1棟、 IT7・ 9に重複して 1棟、 IT3
に重複して 1棟の計 4棟であるが、いずれも重複しない。

Wlll。 第 3住居跡群 (図 10)

50m程の無遺構地帯をはさんで、 I地区の南端で 2棟の掘立柱建物跡を検出している。次の」地区で

は遺構は皆無であり、K地区まで約 120m程あり、この 2棟を以ってオ 8住居群とする。

Ⅸ。第 9住居跡群 (図 10・ H)

K地区とL地区で各々 1棟を検出している。両者の間隔は 110m程あるが一括しておく。

両地区でともに東西に走る濤状遺構を検出している。約80mの間隔を持って、ほぼ並行する。 C地区

M17か らK地区の濤まで約 876mを 計る。K地区では、他に、溝状遺構をはさんで南側及び北側に各 1

基の上城墓を検出している。L地区では、調査範囲の西側の大半が削平されていた。

以上、住居跡を中心に遺構の分布状況を見てきたが、無遺構地帯や旧河道等で分断され、かつ遺構の

密集状況から、 9～ 10の住居跡群を区別した。これは一応便宜上の区別とし、以下で、説明の都合上繁

雑をさける場合、この遺構群を用いることとする。

第二項 遺  構
この項では、個々の遺構について説明を加えることとする。個々の遺構の相互関係については後章で

取り扱うこととする。

I.竪穴式住居跡 (図 12～55)

イ)オ 1住居跡群竪穴式住居跡

柏原北 OTl(図 12)南 側 3分の 1程が破壊されていて不明だが、竪穴の北辺にカマ ドを持ち、壁

濤をめぐらせ、竪穴内に4本の主柱穴を持つ。全体規模は不明だが、遺存している北辺は5.94mを 計る。

壁濤は幅20Cn～ 55Cm、 深さが竪穴床面から10Cm前後である。全周せず、竪穴の北東コーナーで途切れる。

また、北辺の中央部が幅50Cmに わたって掘 り残されている。この部分に焼土塊が認められ、北辺に対し

て垂直に取り付けられたカマ ドの存在が確認された。主柱穴は、北側の柱間 (Jb芯距離)3.15m、 東側柱

間も3.15mと 等距離にあって、直交している。柱は各辺からほぼ等距離 (約 1.5m)に ある。従って復

元すれば、一辺約 6mの方形プランを持つことになる。中軸線はおよそN22° 30′ Eの方向にある。

柏原北CT2(図 13) Nl° 30'Wと 極めて磁北に近い方向にある。北辺 5m、 南辺 4.4m、 東辺
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図12.柏原北CTl実測図

5.4m、 西辺 5。 6mと ゃゃ台形を呈 している。カマ ドは竪穴の南東コーナーより北へ 1.3mの間隔を取

り、東辺に対 して、約40° の方向に作 り付けられている。壁濤や柱穴は認められない。

相原北 CT3(図 13) CT4を 切 り込む住居跡である。東西両辺2.74m、 北辺2.65m、 南辺2.45m。

柱穴、壁濤は認められない。カマ ドは、南東コーナーで、南辺に直交する方向で作 り付けられている。

中軸線は N9° 30′ Wの方向にある。

柏原北 CT4(図 14) CT3に 切 り込まれ、 N12° 30′ Eの 方向を向く住居跡。北東コーナー部分

が調査範囲外に掛る。全体規模は不明だが、計測できる範囲で、東西 4m、 南北 3.7m～ 4mである。

北西コーナー附近に、幅20Cm程、深さ 3 Cm前後の壁薄らしいものが見えるが、部分的で、極めて浅い。カ

マ ドの位置は明確でないが、東辺で、南東コーナーより50Cm程北側に焼土塊が認められ、この部分より、

幅5∝ m、 長さ50Cmの半円形の浅い掘 り込みが竪穴外へ、東辺に直交して出ている。カマ ドの位置 と考え

てよかろう。

柏原北CT5(図15)全周する壁濤と竪穴内に4本の柱穴のある住居跡。N22° 30' Eの 方向を向

4m

-33-
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く。北辺 4.5m、 南辺 4.8m、 東辺 4.5m、 西辺 4.3m。 柱穴の柱間は、北側 2.5m、 南側2.32m、 東

側 2.2m、 西側2.18mで、北南両側は竪穴の各辺に約 1.lm及至 1.2mの間隔をおいて並行するが、東

西両側は並行しない。柱は大さ19Cm～ 21Cmである。壁濤は15Cm～ 3駐mの幅で深さ 2 Cm～ 1 2Cmであるが、

南辺の中央よりやや西に寄って、長さ 1.6mにわたって、幅が38Cmと 広 く、深さも10Cm～ 12cmと 他の部

分より深 くなっている。壁濤は、北辺の中央よりやや西寄 りで、幅90Cmに わたって途切れている。この

間で、長径約90Cm、 短径約 64cm、 深さ 5 Cm程の浅い凹みがあり、焼上があった。このダ円形の窪みは15

cm程北壁より外側へ出ており、カマ ドと煙り出しの痕跡と考えられる。

柏原北CT6  ほとんどが調査対象外の地域に入る。南西コーナーの部分のみ調査し得た。およそ

Nl° 3げ Wの方向にある。

柏原北CT7(図 16) およそ Nl° 3げ Wの方向にあり、磁北に近い住居跡である。東西両辺が

6.3m、 南辺 6m、 北辺 5。 2mで台形状のプランを持つ。竪穴内の主柱穴や壁濤は認められなかったが、
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竪穴の肩部から竪穴の下端にかけてに穿たれた支柱穴が検出され
た。支柱穴は、竪穴の各コーナーに 1

基ずつ、東辺 5基、北及び西辺は各 4基、南辺は攪乱孔もあつて、 1基
のみ検出している。各コーナーの

柱穴は、長径7∝m～8∝m、 短径罰帥～40Cmのダ円形の掘り方を示し、
竪穴の対角線の方向に長軸を向けてい

る。また、南東コーナー以外では竪穴の肩部に接っして外側に、南東
コーナーのもののみ竪穴の壁面に接っ

して内側に、柱穴が掘られている。コーナー部分のものでは柱痕を確認
できなかったが、柱穴の掘 り方

は、竪穴の内側がほぼ垂直に掘られ、外側に向って除々に浅 くなる掘
り方を示し、竪穴の床面からの深

さは20Cm前後である。各辺に並ぶものは、南北辺のものが竪穴の肩部に接
っして夕M則に、東西辺のものは

竪穴の肩郡から竪穴内にかけて穿たれている。各辺の柱列はほ
ぼ一直線に並ぶが、各コーナーのものは、

各辺の柱列より20Cm前後内側に入る。各辺の柱穴は直径25Cm～
40Cmのほぼ円形で、柱痕を確認できるも

あでは、柱の大さは10Cm程で、先端が尖 り気味である。従って、杭状
のものを、20cm足 らずの深さに埋

め込んでいる。また、柱痕は、ほとんど竪穴の壁面に接するか、ある
いは一部 くい込んだ状況にあり、

ほぼ、垂直に立つ。柱間は 0。 8m～ 1.7mであるが、南辺では、東半分は攪乱を受
けていて不明だが、西

半分で検出したのは 1基のみで、 しかも、南西コーナーから 2.2mの間隔をもっている。あるいは出入

口である可能性がある。カマ ドは東辺で、南東コーナーよりlm程北側で、東辺に対して42度の角度に

作り付けられている。

粕原北CT8(図 15) 壁濤のみ検出している。

柏原北CT9(図 17)  C T10を 切 り込み、瓦拾場の被掘により、竪穴の南辺菩【分が消失して
いる。

N9° 30′ Wの方向に中軸線がある。東西で2.85m、 南北は不明だが、ほぼ方形プランを呈して
いたも

のと考えられる。柱痕や壁濤等は認められない。カマ ドは、南東
コーナーで、東辺に垂直方向に作り付

けられている。カマ ドの本体は竪穴の内側につくられて
いるが、カマドの奥から竪穴の外側へ、幅約30

Cm、 長さが東壁の肩部から60Cmの煙出しの濤 (本来 トンネル状に掘り込
む)を作っている。煙出しの勾

配は約30度である。CT9の場合、床面は地山ではなく、厚さ10Cmに わたり版築状の土をのせて床面を

形成している。この版築状の盛土は、竪穴の掘 り方の床面が砂層で軟弱
な範囲にのみ施されている。こ

れは、カマ ドがこの盛上の上で構築されているところから、頭初よ
り施された工夫であることが知れる。

柏原北C T10  CT9に 切り込まれ、また瓦拾場の掘 り込みと調査対象外にかかるため全容は
不明

である。残存部ではN6° 3げ Eの方向に軸線がある。復原で、一辺 4mの方形を呈するも
のと思われ

る。カマ ドは、南東コーナーに、東壁に直交する方向に作り付け
られている。

以上がオ 1住居跡群の内の竪穴式住居跡である。構造上、壁濤を四周させ、
主柱穴を4本配するもの

と、その両者の認められないものとを区丹1できる。壁濤、主柱
穴を持つものはCTlと CT5の 2棟あ

るが、両者は、ともに、竪穴の北壁の中央やや西寄 りに、北壁
に垂直にカマ ドを作り付けている。また、

壁濤はカマ ドの部分で途切れている。さらに、中軸線の方位が N22°
30'Eと 大きく東へ振れることも

共通している。床面積はCTlが 35。 3m2、 cT5が 20.5m2と 差があるが、構造的に共通して
いるのでこ

れをA型住居跡とする。主柱穴、壁溝を持たないものでは、CT2と CT7の カマ ドに共通項が見出せ

る。両者のカマ ドは、ともに、南東コーナーより北寄 り
lm程の位置で、東壁に対して40度の角度を以

って、斜めに作り付けられているのである。両者は、中軸線がNl°
30'Wと 磁北に近かく、床面積も

25,9～ 37.8m2と ゃゃ大型である点共通する。これらをB型住居跡とする。残る住居跡でもカ
マ ドの形態

で比較すると、いずれも東壁に垂直に作り付けられているが、
CT4と C T10と では首東コーナーより

50Cm北側に寄り、CT3及 びCT9で は南束コーナーで、南壁に接っして構築されている。前者をC型、
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図17.柏原北CT9実測図

後者をD型 とすると、 C型の 2棟は、中軸線が N12° 30′ E(CT9)と N6° 30′ E(C T10)で 共 に

東にふれ、床面積 も15。 4m2及 び16m2と 共通項が多い。 D型の 2棟は中軸線が ともに N9° 30′ Wであり、

床面積 も 7～ 8.lm2と 極めて小さい点にも共通性がある。これらの編年的位置付けについてはオ四章で

述べるが、住居跡相互の切 り合い関係で見る限 り、CT4→ CT3、 C T10→ CT9の 関係にあり、 C

型→ D型の古→新の関係が認められる。

口)オ 2住居跡群竪穴式住居跡

ATl  欠番

AT2(図 18) 東壁側の 1部のみで、西側の大半が調査地域外に出る。東辺の長さは 3.8mで、

東辺はN4° 30′ Wの方向にある。壁溝、柱穴はなく、カマ ドは、東壁の南東コーナーよりlm程北側

に焼土塊があり、この附近に作り付けられていたものと考えられる。

AT3(図 18) 北辺 4.2m、 南辺4.2m、 東辺 5,lm、 西辺 4.9mの規模で、中軸線はN22° 30′

Wと 強 く西にふれる。壁濤、柱穴は認められず、カマドは北壁の中央よりやや東寄 りで、垂直に作り付

けられる。カマ ド奥の立ち上りはほぼ垂直で、煙出しの掘 り込みは認められない。

AT4(図 19)  西側約 2分の1程が調査地域外にある。中軸線は N9° 30'Wに あり、南北の長さは

4.8m～ 5.2mである。壁濤や柱穴は認められない。カマ ドは南東コーナー部分にあって、竪穴の対角線

方向を向いている。カマ ドの西側に長径80Cm、 短径60Cm程のダ円形の土拡があって、その埋上の上面に

須恵器杯、台付長頸壺等が良好な状態で出土している。

AT5(図 19) 東側大半が調査地域外に当る。南北長 4.4mを計る。南辺及び北辺がほtF並行し

4m
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ており、N9° 30'Wに中軸線を持つ。

AT6(図 20)  東西両辺が並行しており、 N ll° 30′ Wの方向にある。東辺 4.3m、 西辺 5m、

南北両辺は 4mである。壁滞や柱穴は認められない。カマ ドは遺存していなかったが、南東コーナーよ

りln程北で東辺附近に焼上があり、東壁面にこの焼土の正面から南側へ70Cm程長 くのびた火を受けた

部分があった。このことから、カマ ドは南東コーナーよりlm北側で東壁に対し、斜めに作り付けられ

ていたことが考えられる。

AT7  南東コーナー部分のみで、大半が調査対象外になる。このコーナー部分に径50Cm程の土拡

があり、焼上があった。コーナー部分に、対角線方向に取り付 くカマ ドである可能性がある。

AT8  欠番

AT9  欠番

A T10(図20) 東辺 3.5m、 西辺 4m、 南北両辺 6mの規模を持つ。やや台形プランである。東

西両辺が並行し、 N20° 30′ Wの方向にある。壁溝は認められないが、北辺の東側に長さ 2.3mに わた

って濤状に窪む部分がある。柱穴はない。カマ ドは南東コーナー附近、コーナーより30Cm程西側で竪穴

の対角線方向、南辺に対して約30° 程の方向に作り付けられている。

ATll(図 21) 南辺 3.5m、 北辺 3.2m、 東西両辺 4.6mの長方形プランである。Nl° 30' E

の方向にある。カマ ドは南東コーナーよりlm程北側で、東壁に対して40度の方向に付 く。カマド内に

は露出部分が三角錐状の石材が埋め込まれ、支脚を作 り付けていた。カマドの奥部と南壁との間約90Cm

程の間は幅50Cm程の土盛りがなされ、土盛り内にトンネルを設け、煙通孔としていた。すなわち、東壁

に対して斜めに作り付けられたカマドは、煙を直ちに竪穴外に排出するのではなく、東壁に並行して設

けられた トンネル (煙通孔)に よって竪穴の南東コーナーまで導びかれ、竪穴外に排出されていたもの

と考えられる。カマ ドの底と煙通孔とのレベル差はなく、煙通孔の底部もほぼ水平である。煙通孔に近

接してその西側には、直径40Cm、 深さ40Cmの ほぼ垂直に掘 り込まれたピットが穿たれている。ピット内

には灰を多量に含んだ上が堆積し、遺物の出土はなかった。

A T12  欠番

A T13(図 21) 東西両辺がほぼ並行で、N8° 30′ Eの方向にある。北辺4.18m、 南辺4.16m、

東辺4.52m、 西辺4.24mを 計る。壁濤はなく、北辺及び東西両辺の一部が浅く窪む。カマ ドは南東ヨー

ナーより900m程北側で、東辺に対して約30度の方向に付く。カマ ドの奥から東壁に並行して煙通孔がの

びる。煙通孔は長さ64Cmま で斜方にのび、南東コーナにまでは達っしていない。しかし、本来 トンネル

状を呈していたと考えられ、南東コーナー部分で竪穴外へぬけていたものと考えられる。煙通孔は約12°

50′ の匂配を持っている。現存している竪穴の深さは約30Cm程であるため、煙通孔は竪穴のコーナー部

分に向って40度以上の急勾配に変って竪穴外へ通じていたものと復原できる。

A T14(図 22) 東側半分以上が調査地域外に出る。南北長 5.lmである。N3° Eの方向にある。

BTl(図 22)  西辺部分が調査地域外に出る。南北長 2.8mと 小さい。カマ ドは竪穴の北西コーナ

ー近 くで、北壁に構築されているようで、長さ1.12mの煙出しの濤 (本来 トンネル)が残っている。カ

マ ド部は、径50Cm、 深さ 5 Cm程のカマド底部だけが残る。煙出しの施設は、カマ ドの奥から80Cm程はわ

ずか 2度程の傾斜で導き、その外側に長径42Cm、 深さ■cm程の孔を穿ち、急角度で斜上方へ排煙する構

造を持っている。 N9° 30′ Eに 向く。

BT2(図 23)  BT9及 び B T10に切られ、西辺部分は調査地域外になる。南東コーナーより北 1.
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5m附近に焼上があり、この部分をカマ ドとすると、竪穴の東壁に斜めに構築され、南東コーナーに向

けて煙通孔を作る構造を持つものと思われる。南北長 5。 3m。 南北両辺がほぼ並行で、N6° Wの方向

にある。

BT3(図 23)  北辺 4m、 南辺3.84m、 西辺3.68m、 東辺 3.8mで、 N9° 30′ Wの方向にある。

カマ ドは北東コーナーより南 3.5m程で、東壁に垂直に設けられ、竪穴外へ煙出しが掘られる。煙出し

は竪穴の肩部より25Cm程のび、約67度の急角度で立ち上る。

BT4(図 24)  BT5を 切る住居跡。北東コーナー部分が調査地域外に出る。南北 4.lm、 東西

4mでほぼ正方形プランである。 N16° 30′ Eの方向にある。カマ ドは南東ヨーナーよりlm北で、東

壁に対し55度の角度で取り付 く。カマ ドの焚口西側は各 2個ずつの河原石を内外 2枚重ねに、立て配して

いる。カマ ドには、長胴甕がすえられた状態で出土している。カマドの奥から南東コーナーにかけて幅

30Cmの盛上がなされているが、その横断面で半円形の煤の堆積層が認められ、煙出しの施設であること

が判明している。その堆積層は水平で、カマ ドの床面から約10Cm程高位にある。すなわち、竪穴内では

水平に煙を導き、竪穴外で、煙突等の施設により、急角度で排煙していたものと考えられる。この煙通

孔に接っして西側に径40Cm程の浅い窪みがあり、さらにその西側で、南壁に接っして、直径56Cm程 、深

さ5∝m程のピットが穿たれている。このピットには灰が充満していた。

BT5(図 24)  BT4に よって切られ、東半分が調査地域外に出る。南北長 3.2mで、N22° 30'

Eの方向にある。壁濤や柱穴は認められない。

BT6(図 25)  N31° Eの方向にあり、北辺4.16m、 南辺 4m、 東辺3.88m、 西辺 4mの規模を

持つ。カマ ドは北辺のやや東寄りで、北壁に対してほぼ垂直に付 く。煙出しはカマ ドの南東奥部から北

壁に対して約20度の角度で、長さ50Cm程のびる。乳存ではわずかに竪穴外に出る程度で、その底部も約

30度の勾配でゆるやかであり、従って、竪穴外で急角度に排煙させるものと思われる。カマ ドと東壁と

の間、すなわち竪穴の北東コーナーに、径80Cm程の竪孔が穿たれ、やはり、灰の多い土が堆積していた。

柱穴はなかったが、壁薄がカマ ドの西側から西辺にかけて L字形に掘られている。幅24Cm、 深さ12Cm程

度で、その南端、竪穴の南西コーナー附近に、径50Cm程の尖底のピットが穿たれている。

BT7(図 25) 北東コーナー部分が調査対象地域外にある。南】醜.64m～ 4.96m、 東西4.12m～ 4.32

mの規模で、東西両辺が並行に近かく、N30° 30′ Eと 大きく東にふれている。カマ ドは南東コーナー

より北へ 1.5m程の位置にあったらしく、竪穴外へのびる煙り出しが残っている。この煙出しは竪穴の

肩部からlm程で、東壁に対し約30度程北へふれている。その基部附近に径30Cm、 深さ10cm程のピット

があり、煙り出しはその肩部よりほぼ水平にのび、その外端部で垂直に立ち上っている。従って、竪穴

外 lm程水平に煙を導き、その端部で、垂直に近い角度で煙突等の施設が設けられたものと思われる。

BT8(図 26) 東西2.96m、 南北 2.8m～ 3.2mの規模であるが、床面はほぼ正方形である。N

9° 30'Wの方向にある。南東コーナーより50Cm程北の位置にカマ ドがある。カマ ドの奥部は竪穴の声

壁面に接っし、約25度の勾配を持つ煙り出しが竪穴外へ80Cm程のびる
´
。煙り出しは東壁に対して約15度

程南へふれている。

BT9(図 23)  BT2を 切り、B T10に切られている。西辺が調査地域外に出る。北壁及び東壁はや

や不正確であるが、南北長 3m程度である。この住居跡には、南辺に 2基のカマ ドが付 く。両者は、カ

マ ドの中心で約50Cm程の間隔があり、南壁に対して垂直に作り付けられる。現状では、カマ ド部分は、

長さ約 lm、 幅60Cm程にわたって、最深所で竪穴床面から21Cmの濤状の土拡が出来あがっている。両者

-48-



Ｅ
∞

＼
　
　
　
　
　
　
ち的
げ
陶

＼

、

‐

‐

‐

′

／

113.3m

BT 4

BT5

4m

Ｅ
∞
．∞
“
一

図24. BT4. 5実測図

-49-

113.3m



Ｅ

∞
．
∞

距 璽 動   

＼ ~

3.3m

BT 6

Ｅ

∝
．
望

一

3.3m BT7

4m

図25.BT6. 7実 測図

-50-



Ｅ
∞

わ嘲）や）本が／／‐ヽゝ
＼
,

/

/
ノ

Ｅ

Φ
．
∞

１
■
　
　
　
　
　
ｍ

Ｔ

　
　
　
４

Ｃ

図26.BT8.C'Γ l実測図
-51-

113.6m



Ｌ
Ｆ

Ｉ

Ｉ

ち

十

詢

「

―

，

―

戸

，

図27.CT2. 3実 測図
-52-

＼＼
イti岸____″

◎

＼
ゝ

／ノ‐



Ｅ

Φ
．
望

一

113.6m

CT 6

113.6m

【_プ__十~~~~~ミ __戸一生_____― 、_」「 cT7

図23.CT6. 7実 測図

-53-

4m



113.6m

CT 8

Ｅ

Φ
．
望

一

113.6m

CT9

4m

図29.CT8。 9実測図

-54-



ともカマ ドの奥部は南壁に接っし、奥部から竪穴外へ煙を導き出す煙通孔が掘られている。この煙通孔

は、竪穴の床面の位置から、直径400mの トンネルである。その勾配は両者とも約50度 と急角度であり、

竪穴肩部より20Cm南で口を開けている。両者ともカマ ド天丼部の奥部がアーチ状に遺存して
いた。南辺

はN6° 30'Wの方向にある。

B T10(図 23)  BT9を 切 り込み、北東コーナー部だけを調査し得た。 N17° 30′ Eの方向にある

が、規模等は不明。

C Tl(図 26) 西側半分が攪乱され消失している。南北長 5,7mを計る。南北両辺が並行で、N2°

Eを計る。カマ ドは南東コーナーより50Cm程北で、東壁に垂直に作り付けられている。壁濤については、

東辺に、カマ ドから北へ 3m程にわたり濤状に窪むものが見られる。

CT2(図 27)  CTlに よって切られている。東辺 3.2m、 西辺 3m、 北辺 3.2m、 南辺 3mで

ほぼ正方形プランを呈している。壁濤、柱穴とも認められず、カマ ドの位置も判然としない。中軸線は

N2° Eの方向にある。

CT3(図 27) 東西 4.8m、 南北 4.8mでほぼ正方形プランを持つ。カマ ドは東壁のやや南寄り

に付く。カマ ドは旧状を保たないが、焼土等の遺存状態から東壁に対して垂直に作 り付けられて
いたと

考えてよい。カマ ドと南壁との間は約70Cm程の幅で土壇状に掘 り残されている。 4本の柱穴があり、南

北の柱間が東西両側とも約 2,lm、 東西の柱間が南北両側とも 2.4mを 計る。竪穴の東西両壁及び北壁

に対しては約 1.2mと 等間隔であるが、南壁に対しては約 1.5mとやや間が広 くなっている。壁濤は西

半分にのみ掘られ、幅約24cm、深さは竪穴の床面から 8 Cm程 と浅いものである。壁濤は西半の中央部で南

北90Cm、 東西90Cm程の出張る部分がある。軸線は磁北にある。

cT4  欠呑

CT5  欠香

CT6(図 28)  CT7に 切られ、東半分は調査地域外、北側はM20に よって切られている。規模

は不明。N5。 Eの方向にある。

CT7(図 28)  CT6を 切 り、CT8に切られる。また新しい薄が横断している。東西 4.8m、

南北 3.8m～ 4.4n。 北辺のほぼ中央部に焼土が認められ、カマ ドのあった位置と考えられる。壁溝は

四周するが、焼上を中心に、長さ約 1.8mに わたって掘 り残されている。幅32Cm～ 72Cm、 深さ 4 cm～ 8

cmである。ほぼ磁北の方向にある。

CT8(図 29)  CT7を 切る住居跡である。南北両辺とも 3.2m、 北辺 3.lm、 南辺 2.8nの規

模である。カマ ドは北壁で、北東コーナーより50Cm程西側に、垂直に付 く。カマ ドの奥部は竪穴の北壁

よりわずかに外側にあり、煙り出しが40Cm程残っている。カマ ド奥部は30度の勾配をもって約40Cm程立

ち上り、わずか 3度の勾配しかもたない煙出しに続く。N6° 30′ Wの方向にある。

CT9(図 29) 東西約 3m～ 3.lm、 南北 3.5m～ 3.6mで、CT8と 同じ方向を向く。壁濤は南

辺の東側約 3分の 1と 東辺の南側約 2分の 1を除いて四周している。幅15cm前後、深さ5 Cm程。カマド

は壁濤の切れる南東コーナー附近にあったようで、南東コーナーより30Cm程北側に焼上が認められた。

N3° Wの方向にある。

C T10(図30) 西側の大半が調査地域外にでる。南北長 4,6m～ 5mo N4° 3げ Eの方向にあ

る。

C Tll(図 30)  C T12を 切 る。 N8° 30'Eの方向にある。南北長 3.lm、 東西 3.2m～ 2.3m。
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カマ ドは、竪穴の南壁の外側に、長さ56Cmの 煙り出しの部分が遺存している。煙り出しは、竪穴床面よ

り8 Cm程高い位置から、約 5度程のゆるい勾配がつけられている。

C T12(図 30)  CT■ に切られている。南北 4.3m、 東西は 3.4m以内で、長方形プランを持つ。

N43° 30′ Wと 大きく西にふる。

C T13(図31) 東西長 2m、 南北長 2.3mと極めて小規模である。カマ ドの位置は不明。

以上のA地区からC地区までの計31棟がオ 2住居跡群のうちの竪穴式住居跡群である。これらを構造

的に分類しておこうと思うが、柱穴を持つものが極めて少なく、従って、カマ ドの形態を中心に分類し

ておきたい。まずカマドが竪穴のコーナーからlm程離れ、壁面に対して斜めに作り付けられるもの (

AT6・ ■ 。13、 BT2・ 4・ 6、 CT5)が ある。これらは、煙り出しの施設の一部が竪穴内に設け

られるもので、これらはさらに、煙り出しが最近の竪穴のコーナー部分まで引き出されるもの (ATH、

B T4)と コーナーまでの途中で竪穴外へ出るもの (AT6・ 13、 BT2・ 6、 CT5)と がある。ただ

し、CT5に ついては、カマ ドの横に土拡は認められたものの、煙り出しの施設は認められておらず、

除外しなければならないかもしれない。カマ ドが壁面に対して斜めに作り付けられるものはオ 1住居跡

群の中でも認められ、B型 としたが、ここでは煙り出しの施設が認められなかった。ここではとりあえ

ず、B-1型 とし、煙り出しが竪穴のコーナーまでくるものをB-2型 、コーナーまでの途中で竪穴外

へ出るものをB-3型 としておく。B-2型 のものはいずれも煙出しの横に灰の充満したピットが認め

られ、B-3型 のものでは、BT6に のみ認められた。また、B-2型 の煙り出しはほぼ水平であり、

B-3型 ではわずかな勾配を持っている。なお、カマ ドの作 り付けられる壁面は、B-3型 のBT6が

北壁面であるのに対し、他はいずれも東壁面である。次に、竪穴のコーナー附近で、竪穴の壁面に対

して垂直方向に作り付けられるものがある (BTl・ 7・ 8、 CTl'8。 9。 11)。 これらのうち、

煙り出しの施設が明瞭なもの (BTl'7・ 8、 CT8。 ■)と 検出されなかったもの (CTl・ 9)

とがある。後者については、オ 1住居跡群のうち C型 とした 2棟が同様のものである。後者は、D型 と

したもののうち 1棟に認められる。前者については、煙 り出しは竪穴外 に設けられるが、その立ち上

りが極めて急角度であるものがある。BT8の 1棟のみであるが、D-1型 とする。他のBTl、 BT

7、 CT8、 CT■は極めてゆるやかな勾配を持っており、これをD-2型 とする。残りのうちA T10

を除いて、他は、カマ ドが竪穴の壁面の中央附近に作 り付けられている。このうち、煙り出しの施設の

認められなかったもの (AT3、 CT7)が ある。オ 1住居跡群でA型 としたものであるが、カマ ドの

部分を除いて壁濤が四周するものはCT7だ けである。柱穴は認められなかったが、オ 1住居跡群の柏

原北CTl・ 5と ともにA-1型 とし、AT3の 壁濤の認められないものをA-2型 とする。他のBT

3及びBT9を A-3型 とするが、これらは、ともに、煙り出しはカマ ドの奥部から急角度で立ち上り、

D-1型 としたBT8に 構造的には一致する。残ったA T10は 、竪穴のコーナーに作り付けられるが、

その方向は竪穴の対角線の方向にある。E型 としておく。

以上をまとめると次の通 りである。

A-1型  (柏原北CTl・ 5)CT7

A-2型  AT3

A-3型  BT3'9

B-1型  (本白原北CT2・ 6・ 7)

B-2型  A Tll、 BT4
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B-3型  AT6・ 13、 BT2・ 4

C  型  (柏原北 CT4・ 10)CTl・ 9

D-1型  BT8

D-2型  BTl・ 7、 CT8。 11、 (柏原北 CT3・ 9)

E  tt A T10

これらを竪穴の方位及び床面積で見れば次のようになる。

A-1型  磁北、19.7m2

A-2型  N7° 30′ W、 20.5m2

A-3型  N6° 30'～ 9° 30'W、 14.4m2

B-2型  Nl° 30'～ 16° 30′ E、 15.4m2～ 16.4m2

B-3ヨ巳 N ll°  30′  W～ N16° 30′  E、 16.4m2～ 18.6∬

C  tt N3° W～ N2° E、 10.8m2

D   型よ N9° 30' W、  8。 9m2

D-2型  N6° 30′ W～ N30° 30' E、  7.8m2～ 20.2m2

E   型J N 20° 30′  E、 22.5m2

方位は極めてバラエティーに富んでいる。床面積については、D-2型 に20.2m2と 大きいものが 1棟

入るが、A-1及 びA-2型 さらにE型が19,7～ 22.5m2、 B-1及 び B-2型 が14.4～ 15,9m2、 B-3

型が17.7m2、 c型、D-1及 びD-2型 が 8.9～ 10。 8m2と ぉぉょそ近似 した規模 となっている。住居跡

相互の切 り合い関係で新古のわかるものは、 CT7→ CT8の 関係からA-1型 → D-2型 の古→新の

関係のみである。また、オ 1住居跡群での切 り合い関係からは、C型→ D-2型 となる。
ハ)ォ 3住居跡群竪穴式住居跡

FTl(図 31) 南北長 4.6m、 東西は北辺で2.95m、 南辺 2.7mの長方形プランを持つ。深さは

lmを 計るが、遺物は土器の小片のみであり、カマ ド等を思わせる焼土等の痕跡は一切認められなかっ

た。住居跡か否かも判断するのに困難を感じるものである。 N12° 30' Eに 中軸線がある。

FT2(図 32) 西側半分が調査地域外にある。南北の長さは 5m～ 5.2mを 計る。深さ58Cm～ 99

nま で遺存していた。カマ ドの位置は不明であるが、南側に集中して10Cm～ 20cmの長さの自然河原看が

多く散在している。N4° Eの方向にある。

FT3  欠番
FT4(図 32)  FT5を 切って構築している。西辺部分は調査地域外にあり、北東部に被掘拡が

ある。南北長2.94mで、N4° Wの方向を向く。カマ ドの痕跡は認められなかった。

FT5  FT4に より切られ、西半分が調査地域外に出る。カマ ドは竪穴の南東コーナー部分で、

_東壁に対して垂直方向に作 り付けられている。カマ ド本体部分に土城があって不明だが、煙出し部分が

残っている。煙出しは、カマ ドの奥部から竪穴外へ48Cmま で出ている。煙り出しは外側程急勾配で、落

差は27Cm、 平均勾配は約30度である。規模は、南北 3.8mで、東辺はN3° Wの方向にある。
FT6(図 33)  東側の大半が調査地域外へ出る。西辺は4.44mで、N12° 30′ Eの方向にある。

深さ55Cmま で残る。竪穴の下端に、ほぼ一列に直径18cm～ 38cmの ピットが、東辺で 5基検出された。深さ

は床面より9 Cm～ 18Cmで、不等間隔であるが、竪穴下端でそろうもので、竪穴式住居跡の構造に直接関連

するものと考える。
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FT7(図 33)  FT6に 切 られ、東側の大半が調査地域外に出る。南北長 5。 8m～ 6.lmで、西

辺は N15° Wの方向にある。竪穴の下端に、浅 く短い濤が走る。北辺部分は幅22Cm、 深さ7cm～ 8cm、 東

西辺には、北辺のものから接続 して長さ1.66mま で、幅3儀m～ 36Cm、 深さ7Cm～ 8Cm、 その南で胸側の間隔

をあけ、長さ1.16m、 幅24Cm、 深さ 5m、 さらに50Cmの 間隔をもって東辺の南端から南辺にかけて、幅

15Cm、 深さ2m～ 5mの 4条である。

FT8(図 34)  F T10、 F T23を切る住居跡。東西 2.5m、 南北は東辺で 2.4m、 西辺で 2.lm

である。並行する東西両辺は N12° Wの方向にある。カマ ドは北西コーナー部分に、西辺にほぼ直交 し

てあったらしく、煙出しの施設が北西のコーナーより竪穴外へのびていた。煙 り出しは、幅24Cm～ 30Cm、

長さ70Cmで、カマ ドの奥部が、ほぼ垂直に31Cm程立ち上った部分に設けられている。その底部はほぼ水

平で、その外端部で約45度の勾配がある。なお、煙出しは西壁に対して18度北におゝれている。

FT9  F T23が 重なり、北辺部のわずかを残すのみである。 N2° Wの方向にあるが、規模等不

明。

F T10(図34)  FT8及 び F T23に切 られる。南北長2.75m～ 3,08mを 計る。北辺は N7° 30'

Eの方向にある。南東コーナー部分にカマ ドが作 り付けられている。カマ ドは、その東壁に当る部分 を

長さ52Cm、 幅20Cmに わたって竪穴を掘 り残し、西壁に当る部分をこえて並行 して粘上を盛 り上げて構築

している。地山の掘り残し部分は高さ20Cmま で残っているが、横断面はアーチ状に弯曲している。遺存し

ているカマ ドの下端幅は約48Cmを 計る。長さは不明だが少なくとも地山の掘 り残し部分の52Cm以 上であ

る。カマ ドからその前面にかけて、長径80Cm、 短径54cm、 深さ3.5cm～ 8.5cmの浅いダ円形の窪みがある。

その奥16Cm程の間はほぼ水平で、竪穴の南壁面に当るが、この部分 もアーチ状に彎曲していて、カマ ド

の奥部であることがわかる。煙 り出しの施設は認められず、おそらく、カマ ド奥部か ら直ちに立ち上る

煙突が存在していたのであろう。

FT■ (図35)  FT9及 び F T15に よって切 られ、西半分が調査地域外に出る。規模は不明。東

辺は N2° 30'Wの方向にある。カマ ドは北東コーナー部分に、北壁に対して直交する方向にある。カ

マ ドの西壁及び東壁の一部が良 く遺存し、底部の窪みからも規模が判明した。カマ ドの奥部は竪穴の北

壁面に当り、カマ ドの長さは82Cmを 計る。その中程より前庭部寄 りの西側に、長さ40Cm程の割石が、下方

の石材にもたせかけるように残 り、東側にカマ ドの壁体の一部及びその南側に石材の抜き取 り穴があっ

た。東側の石材 と西壁の壁体の一部 との間隔は36Cmで、その奥部では最大幅76Cmを 計る。カマ ドの底部

には、奥壁より26Cmの 位置に、半サイした河石を立て、埋め込んだ石製の支脚が残っていた。高さは12

cmで、半円形の幅、長さとも10Cm程である。遺存しているカマ ドの壁体は、特にその西壁のものは、高さ

22Cmま でのこり、その横断面はアーチ状を呈 している。煙 り出しはカマ ドの奥部の東端に、竪穴の壁面

をわずか 5 Cm程 くり込み、垂直に立ち上 らせたものがある。

F T12(図35)  F T13に 北東コーナー部分を切 られている。東西4,74m、 南北5.02m～ 5,08mで、

N3° 30′ Eの方向にある。南西部に大きな攪乱城があり、全容は明らかでないが、壁濤がめ ぐる。幅

は22～ 30Cmで、濤底に棚ア1状の小ピットが認められる。特に、竪穴のコーナー部分のものは比較的明確

で、竪穴肩部から壁濤にかけて拡が穿れ、北西コーナーのものには径 1 5Cmほ どの柱痕 も認められる。濤

底のピット列は不等間隔で、ピットとして検出し得ない部分 もあるが、ピットに接っする竪穴壁面に窪

みが見られ、杭状のものを据えつけていた可能性がある。西壁では、竪穴肩部から壁濤にかけて、ほぼ

58Cm間 隔のピットが 4基並ぶ。柱痕の認められるものもある。これらは壁濤底にまで及ばない。これら

-62-



FT 8

0

FT10,21

4m

図34.FT8。 10。 21実測図

-63-



114.2m

FTll

一
ミ

ヽ

ヨ

114.2m

w/~馬 T12

図 35。 F Tll.12実測図

-64-

4m



壁体 を構成すると思われる柱穴列の他に、竪穴内に 2基の柱穴が認め られた。東壁側に
2基で、さらに

西壁側にも存在していたと思われるが、攪乱拡で消滅して
いる。一辺50Cm程の掘 り方で、径18Cmの柱痕

が認められる。柱間は2.34mで、並びは東壁 とほぼ並行 し、1.45m内側に設けられる。北壁からは
1.5

m、 南壁か ら1,15mの 距離にある。カマ ドは、竪穴の南東コーナーより北 lm程のところで、東壁に対

して約40度の角度に作 り付けられる。煙 り出しはカマ ドの奥部から、東壁に対 し
て約30度 の角度で設け

られている。煙り出しは竪穴のコーナーには達っせず、30Cm程手前で竪穴外
へ出るが、ほぼ竪穴壁面で

終る。カマ ドの底面より5 Cm程下 り、ほぼ水平で、竪穴壁面でオー
バーハングして立ち上る。なお、壁

濤はカマ ドの部分には及ばない。

F T13(図 36)  F T14に 切られ、 F T12を切る。規模は不明だが、南北長6.57m以上を計る。東

側大半が調査地域外へ出る。西辺はN8130′ Eの方向にある。

F T14(図 36)  F T13を 切る。東側大半が調査地域外に出る。南北長7.16mで、西辺は N9° Eの

方向にある。北側 5m程の間は、最深70Cmの 深い拡が出来ている。性格は不明である。

F T15(図 37)  F Tll及びF T16を 切る住居跡。西側の大半が調査地域外に出る。南北長6.75m

で東辺は N13° 30′ Eの方向にある。焼上のたまる拡が南東コーナ
ニ附近と東壁に接っして、北辺より

2.2m南側とにある。また、その間に焼土や炭化物の堆積した径60～ 76Cm、 深さ22Cmの 土転があった。

F T16(図 38)  F T15に 切られる。南北長6.06m、 東西長4.75m～ 4.93mo N20° 30′ Eの方向に

ある。北西部に、東西長 3.5m、 南北長1.8m～ 2.9m、 高さ10Cm程の地山の掘り残し
があるが、その外

側の低所部分には、掘 り残しの高さと同じ厚さに、版築状の盛上が見られた。地山
の掘り残しと版築状

の盛土を切って、壁濤が四周している。幅30Cm、 深さ6cm～ 1lCmで、カマ ドの部分には及ばな
い。主柱穴

は認められなかったが、竪穴肩部に並ぶ支柱穴列があった。これは、各
コーナーに一基、各辺に 3基ず

つを配するもので、柱は肩部から壁濤に及び、柱痕はちょうど肩部にある。柱は径10cm～ 15cm程度で、北

辺は 1.2m× 1.2m× 1.2m× 1.2m、 東辺は 1.4m× 1.4m× 1.2m× 1.4m、 西辺は 1.5m× 1.3

mX l.2m× ?と なっている。コーナー部分の柱が10Cm程内側に入る。カマ ドは竪穴の南東コーナー部

対角線方向に作り付けられている。煙り出しの施設は認められな
い。

F T17(図 39) 西側の大半が調査地域外に出る。南北長3.45m～ 3.57mで、 Nl° 30′ Eの方向

にある。カマ ドは遺存していないが、東壁に接っし、南壁から北へ74Cm程の所に、径60Cm程の焼土が認

められた。また、北壁に、幅13cm～ 20cm、 深さ 2 Cm～ 4 Cm程の濤状の窪みがある。

F T18  欠番
F T19(図 40)  F T20に より切られている。東西長5.56m～ 5.7m、 南北3.46mと 長大である。

N18° 30′ Eの方向にある。東壁に直交する瓢形のピットがあり、焼上があった。南辺から1.46mの位

置で、長さ88cm、 幅30cm～ 54cmで、深さは 4 cm～ e Cm、 東壁面でほば垂直に立ち上る。

F T20(図40)  F T19を 切る。西辺部分が調査地域外、北壁が旧河道によリー部を残し消減して

いる。また、東壁に薄が入り込んでいる。カマ ドの位置は不明。商北長は 3.3mを 計る。 N3° 30′ E

の方向にある。

F T21(図34) 濤と調査地域外にかかるため、北西部のみ検出した。Nl° 30'Eの方向にあり、

幅30cm～ 38cmの 壁濤がめ ぐる。

F T22  北東部のみ調査し得た。 N5° 30′ Eの方向にある。

F T23  FT9及 び F T10を切る。重複がはげしく、正確なプランを検出し得なかったが、およそ
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一辺 3.6mの方形のプランで、N24° 30'Wの方向にある。カマ ドは南辺の中央よりやや東寄りに、壁

面に対して垂直に付 く。カマ ドはその床面を 5 Cm程窪ませ、奥部で約70度の角度で立ち上る。多数の平

瓦、丸瓦が散在していたが、いずれもカマ ド床面に堆積した炭・灰・焼土等の上面にあり、また、焚口

附近に、別に堆積した焼土層にくい込んで出上しているものがあり、焚口天丼部及び焚口入口両側を構

築するために用いられていたものと考えられる。

以上がォ 3住居跡群の中の竪穴式住居跡でFTlの 住居跡か否かのものを含めて計21棟を検出している。

カマ ドの位置や形態の知れるものは 8棟である。分類すれば、壁面の中央で、壁面に垂直に作り付けら

れ、煙り出しを持たないA-2型 にF T19、 カマ ドが斜めに付 き、竪穴内に煙道を持って、竪穴コ

ーナーまでに竪穴外へ出るB-3型 にF T12、 煙り出しを持たないカマ ドが竪穴のコーナーに付 くC型
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に F T10。 11・ 13、 竪穴のコーナー附近にカマ ドが付 き、急勾配の煙 り出しの付 くD-1型 にFT5、

D-1型 と同様であるが、煙 り出しの勾配が水平に近いD-2型 に FT8、 竪穴のコーナーで、対角線

方向に付 くE型に F T16が ある。これらの中で、FT■に石製支脚が残 り、焚口に石材が使用されてい

る。F T23では焚口に瓦が利用され、 F T10ではカマ ドの壁体に竪穴の掘 り残しを利用する等の工夫等

が見られる。建物の構造に関しては、 F T12に 4本の主柱穴がある。 F T12を 含め FT7、 F T16、 F

T21、 FT7等 に四周する壁濤が認められる。この うちF T16では、竪穴の各コーナー と各辺に 3基の
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支柱穴があり、 F T12に は杭列状のピットが認められている。杭列状のピットについては、 FT6で 、

壁濤は認められないものの、竪穴壁面下端にピット列があつた。規模の知れるものは、 FTl(13.2m2)、

FT8(5.6m2)、 F T12(23.9m2)、 F T19(19,3m2)、 F T23(13m2)の わずか 5棟であるが、 F

T13・ 14。 15は 一辺が 6.57m～ 7,16mの大規模なものとなっている。規模の知れるものでは、 5∬前後、

13∬前後、20m2前後、に大別できる。 5m2前後 と思われるものは一辺が 2m代の FT8・ 10、 13m2前 後

は一辺 4m代のFTl・ 6、 3m代の FT5・ 17・ 20。 23、 20m2前後は一辺 5m代の FT2・ 7・ 12・

19等が考えられる。さらに、20m2前後をさらにうわまわると考えられるものに、一辺 7m前後の F T13

,14・ 15及び29.3m2の F T16を あげることができる。およそ20m2前後の大規模なものに、 FT7・ 12・

16のように四周する壁濤や主支柱穴を持つものが多く、13m2前後以下の小規模なものにはそれらは認め

られない。カマ ドの構造の知れるものでは、C型、D-1及 びD-2型 には13m2以下の小規模なものの

み、A-2型 、 E型に20m7前後以上の大規模なものが占める。なお、カマ ドの位置について、F Tllが

竪穴の北辺、FT8が 西辺に付く以外、他はしり得るものすべて東辺から南東コーナーに付 く。また、

建物の方位は、FT7・ 8。 23がやや大きく磁北より西へふるが、他は、磁北を前後するか、東へ振る。

二)オ 4住居跡群竪穴式住居跡

F T24(図41) 東辺部分が調査地域外に出る。西辺はN ll° Wの方向にあり、南北長7.12m～ 7.

64mを計る。幅22Cm～ 40Cmの壁濤がめ ぐる。深さは北辺で 7 Cm、 西辺で 9 Cm～1∝ m、 南辺で l cmと 西側が

やや深かくなる。柱は、竪穴内に 4基配されている。柱痕の見られるものは径 18～ 20cmで、柱間は北で

3.2m、 東で3.62m、 南で3.38m、 東で3.66mを 計る。北側及び西側が N8° 30′ W、 南側がN8° W、

東側が N12° Wで、ほぼ竪穴の壁面に並行している。柱はさらに、竪穴の肩部及び壁溝内の 2列の柱列

がある。南側は不明だが、東辺では、肩部と壁溝内のものとが約16Cm程の間隔で内外に並ぶ。外側では、

竪穴コーナーの 2基を含めて、 9基が、北より、70Cm× 78Cm× 36Cm× 75Cm× 126Cm× 96cm× 116Cm× 1

16Cmの柱間を以って並ぶ。内側のものは 5基で、70Cm x 190Cm× 126cm× 134Cmの 柱間を持つ。内外の

関係は、外側の 2・ 5・ 7の各本目に、掘 り方を共有する。北側では、外側で 5基、内側で4基 まで確

認している。内外柱列の間隔は20cm程である。柱間は外側で、西より、 160Cm× 68Cm× 196Cm× 54Cm、

内側で 106Cm× 80Cm× 130Cmを計る。北・西両辺の柱列はほぼ並行し、柱痕の知られるものでは径10Cm

程を計り、主柱穴の 2分の 1程の大さである。カマ ドは北壁の多分ほぼ中央に設けられている。壁濤を

切 り込んでおり、長さ1.56mの焼上の堆積した窪みが認められるが、カマ ド本体は長さ1.12mで、竪穴

床面より27Cmの窪みを作っている。最大幅は 1.4mである。カマ ドの奥部は竪穴の壁体に当り、ほぼ垂

直に立ち上る。カマ ドは竪穴壁面に対して垂直方向にあるが、煙り出し等の施設は認められない。

G T14(図48)  G T13に 切られる。北西コーナー部分が知れるのみで、規模等については明確で

ない。西辺はN30° Wの方向にある。

G T13(図48)  G T14を 切 り、GT■ 。12に切られる。北西部及び東辺部が不明、カマ ドの位置

も確認できない。 N23° Wの方向を向く。

G T12(図47)  北辺3.62m、 南辺4.12m、 西辺3.88m、 東辺 4.lmで、カマ ドの付 く南辺はN13°

30'Wの方向にある。カマドは南東コーナーで、南壁に対して約63度 とやや斜めにつく。カマ ド壁体が

良く残る。西側で長さ62Cm、 幅20Cm、 東側で長さ98Cm、 幅20cmま で、高さは西側で18Cm、 東側で23Cmま

で遺存している。壁体の下端幅は、奥部で28Cm、 焚口側で48Cmを 計る。竪穴の南壁から約6∝m程の所に、

径48Cm、 深さ 6 Cmの ピットが認められるが、他の例からして石製支脚の裾えおかれた位置と考えられる。
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図40。 F T19。 20実測図
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カマ ド底部の窪みは南壁から■Cmま でに及び、カマ ド奥部は南壁より出ず、約45度の勾配で立ち上る。

GT■ (図 47)  G T12に 切 られ、 G T13を切 る。東辺部が調査地域外に出る。南北長5.88mで、

北辺は N7° Wの 方向にある。カマ ドの位置等は不明。

G T10(図46) 東辺部が調査地域外に出る。南北長 5.7mで、およそN27° 30′ Wの方向にある。

南辺に被掘拡があり、この拡に半分を破壊されているが、土器の溜る窪みがある。あるいはカ
マ ドの位

置か と思われる。

GT9(図 45)  GT7に 切 られる。西辺部は調査地域外にある。南北長は5.44mで、南北両辺が

並行 していて、 N12° 3σ Wの方向にある。カマ ドは、竪穴の南東コーナーより北側 lm程の所で、東

壁に対 して約40度の角度で取 り付 く。カマ ドの壁体の一部が長さ28Cmま で残る。壁体の下端幅は奥部で

28Cm、 焚口側で40Cmである。煙 り出しは、カマ ドの奥部から、カマ ドの中軸線に対 して 133度の角度で、

竪穴の南東コーナーに向けて、長さ 104Cmま でのびる。東壁にはそわず、やや斜めに横切 る。カマ ド底

部 と煙 り出し底部 とのレベルにはほとんど差がなく水平であり、煙 り出しの端部ではほぼ垂直に立ち上
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る。またその端部はわずかに竪穴外へ出る。壁濤等は認められな
いが、壁体に沿った窪みがみられる。

深さ50Cm～ 68Cmの 深みをもつ凸部が数ヵ所にあり、凹凸があるとともに幅も一定していない。

GT8(図 44) 南北3.42m～ 3.48m、 東西 3m～ 3.4mで N29° 36Wの方向にある。カマ ドは東

壁に対して60度程の角度をもって斜めに作 り付けられている。カマ ドの北側壁体の一部、焚
日の石材等

が遺存している。カマ ド壁体の基部は竪穴の掘 り残しがみられ、この部分のみ壁面が窪む。カマ ドの奥

部は逆にわずかに出張る。カマ ドの幅は64Cm、 長さは 102Cm以内で、奥部は急勾配で立ち上る。なお、

カマ ドは南東コーナーより40Cm程北側に位置する。

GT7(図 44)  GT9。 5。 6を切 りGT8に切られる。南北長5,04m、 東西長 3mと 長方形プ

ランを持つ。東西両辺はN29° Wの方向にある。壁濤や柱痕は認められない。カマ ドの位置は明確でな

いが、東壁に接っして、北辺より 2.2mの位置に、長さ64Cm、 幅45Cm程の高まりが認められ、その北側

で土器が出土していて、カマ ドの位置かと思われる。

114.6m

図46. G T10実 測図
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GT6(図 43)  GT5・ 7に切られる。東西長3.4m、 南北長3.lmで N19° 30′ Wの方向にある。

カマドは竪穴の南東コーナーに、竪穴の対角線の方向に向いて作り付けられている。

GT5  GT4・ 7に切られ、GT6を切っている。カマ ドの位置は不明、壁濤や柱穴等は認めら

れない。南北長 3.lmで、N31° Eの方向にある。

GT4(図 48)  GT5を 切る。西半分は調査地域外になる。南北長4.68mで、東辺は N28° Wの

方向にある。南東コーナー部が不整形に窪む。カマ ドの位置と考えられ、対角線方向に作 り付けられて

いたようである。

以上の12棟がオ 4住居跡群の竪穴式住居跡である。カマ ドの形態の知れるものは 5棟で、 F T 24が A

-1型、GT8と G T12が C型、GT9が B-3型 、GT6が E型である。G T10・ 7・ 4については

不明な点が多く、きめがたい。 G T12に は石製支脚の抜き跡と思われるピットを検出している。建物の

構造に関しては、 F T24に 壁溝が認められ、竪穴肩部と壁滞内の 2列の杭状品のピット列と4本の主柱

穴を検出している。また、GT9に は、凹凸があり、不整形な窪みが壁体に沿って四周するのが見られ

た。規模に関しては全容の知れるものが少なく、G T12の 15。 4m2、 GT8の 1lm2、 GT7の 15.1∬ 、G

T6の 10。 5∬の 4棟が知れるのみである。一辺の規模からすれば、 7m代の F T24、 5m代のG Tll・

10。 9、 4m代のGT4、 3m代のG T12・ 8・ 7・ 6・ 5の 4種類に分けることができる。住居跡相

互の切 り合ぃ関係からは、G T14→ 13→■→12、 GT9→ 7→ 8、 GT6→ 5→ 7→ 8、 GT6→ 5→

4の関係がある。カマ ドのB-3型 や E型 がC型より古い段階のものに見られることが知れる。住居跡

の方位に関しては、GT5が N31° Eと 大きく東へふれる以外、他はすべてN■
°～ 30° Wと 大きく西

方へふれる。

ホ)オ 5住居跡群竪穴式住居跡

GT3(図 43)  西側半分が旧河道により消減している。南北長4。 78mを計り、 N9° 30'Wの方

向にある。南東コーナー部分に、20cm程の張り出しがある。この張り出しはほぼ東壁に対し直交する方

向にあり、その先端は約35度の勾配を持つ、土師器甕等が出上しており、カマ ドの位置を示すものと考

えられる。

GT2(図 42) 南北長3.66m～ 3,86m、 東西長 2.8m～ 2,9mo N9° 30'Wの方向にある。北

東コーナー部分に、幅14Cm～ 20cm、 深さlcm～ 5 Cmの浅い濤状の窪みがある。南東コーナー部分には東西

長 120Cmに わたる窪みがあり、その北側で土師器甕が出上しており、南東コーナー部分にカマ ドのあっ

た可能性が強い。

GTl(図 42) 南西コーナー部分が旧河道に切られている。南北長4.03m～ 4。 26m、 東西長 3.8

mである。N14° 30′ Wの方向にある。南東コーナーに、径36Cm、 深さ14Cmの ピットが見られる。カマ

ドの位置かと考えられる。

以上 3棟がオ 5住居跡群の竪穴式住居跡である。GT3・ 2が C型、GTlが E型のカマ ドを持つ可

能性が強い。規模は、GT2が 10。 7∬、GTlが 15。 7m2で、GT3は GTlよ りやや大きい。GT3・

2は同じカマ ド形態と思われるとともに、 N9° 30′ Wと ほぼ同じ向きにある。GTlは さらに大きく

西へふつている。

へ)オ 6住居跡群竪穴式住居跡

HTl(図 49) 東辺部分が調査地域外へ出る。西辺は N2° Eの方向にあり、南北長4.27m～ 4.

9mを 計る。カマ ドは北西コーナーにある。形態は不明瞭である。

-78-



ヽ
〓

～

ヨ

114.6m

GTll

W9・ ,I:

一
ミ

～

ヨ

4m

図47.G Tll.12実 測図

-79-

′
′
ｒ
′
八
∨
―

（
！
術
際
的
》

ヽ
｀
｀
ヽ
、

ヽ
ヽ

GT12



Щ9° ,l,

一
〓

ふ

ヨ

H4.6m

図48。 GT4.13.14。 15実測図

-80-

GT13 14.15

2m



Щ8・
'H

¬
(―

―
__ゴ 啄

図49. HTl. 2実測図

-81-

一
ミ

岳

ヨ

一
ミ

ヽ

ヨ

2m



HT2(図 49) 住居跡の北寄 りに幅 lm程の溝が走 り、北辺部分は不明。東西長2.25mで、ヵマ

ドの位置は不明。

HT3  西側の大半が調査地域外にあるため、カマ ドの位置等不明。南北長5.46mで、東辺は N5°

Wの方向にある。

オ 6住居跡群では竪穴式住居跡は 3棟である。カマ ドの位置が知れるのはHTlの みで、他は不明で

ある。また、全体規模の知れるものはない。

卜)汝 7住居跡群竪穴式住居跡

HT4(図 50) 大半が調査地域外にあり、西辺部分のみ調査 し得た。南北長3.34mで、西辺はN

2° Eの方向にある。

HT5(図 50) 南西部に被掘拡がある。南北、東西 とも2.89mで、正方形プランを持つ。また、

N7° Eの方向に向 く。南東コーナーより70Cm程北側で、東壁に接っして焼土が認められ、南東コーナ

ーより36Cmの 位置に、東壁より外側へ22Cm程半円形に張 り出す部分がある。この張 り出し部分は約30度

の勾配を持ち、竪穴の内側が最 も深か くなつている。焼土の位置と張 り出し部分の位置からすれば、竪

穴の市東ヨーナーよりやや北側で、東壁に対 してやや斜め方向にカマ ドが作 り付けられていたものと考

えられる。

HT6(図 51) 西半分に被掘魃があり、東半分のみ調査できた。南北長4.66mで、東辺は N24°

Eの方向にある。竪穴内に径50Cm、 深さ9 Cm～ 1lCmの ピットが 2基あり、南北に並んでいる。北側のもの

は東壁から1.26m、 北壁から82Cm、 南側のものは東壁から 121Cm、 南壁か ら 120Cmの 位置にあり、やや

北に寄 りながらも東壁にほぼ並行 して並ぶ。柱痕は確認できなかったが主柱穴である可能性が強 く、 4

本が配されていたものと思われる。カマ ドの位置は明確でないが、東壁に接っして、南壁より1.96mの

位置に、長径68Cm、 短径 54cm、 深さ 6 Cmの ピットがある。ピットの東側はやや竪穴外に出張 り、63度の

勾配を持って立ち上る。焼土等が認められず、カマ ドとは断定できない。

IT■ (図 55) 南半部は調査不可能であった。北辺は NO° 3σ Eの方向にあり、東西長は2.52

mを計る。幅18Cm～ 32Cmの壁濤が走る。深さは3Cm～ 8Cmである。柱穴は認められず、カマ ドの位置は不

明。

I T10  欠番

IT9(図 54) 東半分が調査地域外に出る。南北長3.38mで、西辺は N16° Wの方向にある。北

壁に接っして、北西コーナーより 1.8mの位置に焼上が認められる。竪穴の北壁中央附近にカマ ドが設

けられていた可能性がある。

IT8  欠番

IT7(図 54) 東西長 3.2m～ 3.34m、 南北長3.02m～ 3.18mを 計 り、東辺は N44° 30′ Eの方

向にある。竪穴の中央附近に焼上が認められるとともに、東壁に接っして、南壁より70Cm程北側にも焼

上が認められた。この部分には、長径80Cmの 濤状の窪みがあり、35Cmの長さ部分が竪穴外へ出ている。

竪穴内の部分は、東壁に対 してやや斜めになっている。窪みの底部はほぼ水平で、外端部分はほぼ垂直

に立ち上る。濤の窪みの竪穴内部分がカマ ド、竪穴外の部分は煙 り出しである。煙 り出しは南壁から 1

m程の位置にある。

IT4(図 53) 南北長 2.6m、 東西長 3。 18mを 計 り、N39° 30′ Eの方向にある。北東コーナー

部分に径 120Cm程の不正円形の土拡がある。深さ18Cm程の浅いもので、土師器片が出土している。また、
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南壁の中央附近に、86Cm× 40cm程のダ円形の窪みがあり、須恵器が出上している。カマ ドは南東コーナ

ーに、東壁にほぼ直交する方向で作り付けられている。カマ ドの北側に 2分の 1半裁で、長さ46Cm、 幅

30Cmの石材が、東壁に接っしておかれていた。附近に河原石が数個散在しており、カマ ド壁体の骨材と

考えられる。煙 り出しは、少し南によって、竪穴外へ長さ46Cm、 幅21Cmの濤状の状態で遺存していた。

煙り出しはカマ ドの底部より5 Cm程高かく、ほぼ水平である。

IT6  北東コーナー部分のみ調査し得た。規模等不明。北辺は N42° 30′ Eの方向にある。

IT3(図 52) 南北長 3.6m～ 3.72m、 東西長2.42m～ 2.66mを 計る。N25° 30'Eの方向にあ

る。東辺の中程に被掘転がある。カマ ドは南東コーナーにある。南東コーナーには、長さ64cm程の瓢形
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の窪みがある。南北に長 く、北側は幅58cm、 南側は38Cmで、ヵマ ドとカマ ド前庭部の窪みとすれば、

南壁に直交するカマドと考えられる。南側の窪みと南壁の間は20Cm程あって、壁休も窪みのカーブに応

じて外側へ張り出している。窪みの間は約 3度程の勾配で、その外側で25度の勾配にかわる。

IT5(図 53) 西側の大半が調査地域外に出る。5,76m～ 6.32mの南北長を計る。東辺はN9°

30′ Wの方向にある。南北90Cm、 束西 lmに わたる焼上が東壁のほぼ中央に認められる。この附近には、

3Cm～ 6 Cmの浅い窪みが認められるが、カマ ドの底部か否かは不明である。焼土部分をカマ ドの位置とす

るなら、東壁に直交するものであろう。東壁に並行して、その内側20cm～ 50Cmの ところに、南北に並ぶ小ピ

ット群が検出された。一直線に並ばないが、ほぼ N14° 30′ Wの方向に並ぶ。径 6 cm～ 4駐m程の不正形

のもので、深さ 2 Cm～ 28Cmで、不ぞろいである。焼上の北側に 6基あり、北より20Cm× 20Cm× 20cm× 25

cm× 25Cmと 並ぶ。焼上部分をはさんで 175Cmの 間をおいてさらに 1基あり、計7基がほぼ一直線上にあり、

かつ、規模も6 cm～ 20Cmで、概して15Cm前後と一定している。焼土の南側では、東側に25Cm程平行移動

して、 4基のピットが、35Cm間 隔で並ぶ。南端のものは南壁より 1.5mの北の位置にある。南壁部分に

は小ピット群は見られないが、北壁部分には、径15Cm程のピット2基 と径帥cm～ 5∝mの大きいもの 2基と

が見られるが、明確でない。東壁で見られたピット群は、柱痕は認められないが、その規模からして、

杭状品の存在が推定され、登穴の壁体構造と何等かの関係のあるものと思われる。

I T12(図 55) 西側大半が調査地域外にあり、北辺部分に被掘jPAがあって、南北長3.76m以上、

4.56m以内ということのみ知れる。カマドは東壁に直交し、南壁より北60Cm程の位置にある。カマ ドは煙

り出し部分を含めて1.24mを計る。その内側40Cm程の間が竪穴床面より6 cm程窪み、床面の焼け方が強

い。カマ ド本体の中央部と考えられる。その外側は16Cm程高かく、水平に近い傾斜を持っている。煙り

出しの部分に当るものであろう。ヵマ ド西側にカマドの壁体が残る。竪穴東壁部分で、上端幅38Cm、 下

端部26Cm、 遺存部分の先端で上端67Cm、 下端幅38Cmで、ハの字形に開く。カマ ドと東壁の間は、幅34cm

のテラス状の高まりが残され、その西側に、径46Cm、 深さ50Cmの ピットが設けられている。

IT2(図 52) 南北3.18m～ 3.37m、 東西 3m～ 3.20mo N 13° Wの方向にある。東壁に接っし

て、南壁より北80Cn程のところに焼土がある。焼土の西側、東壁より50Cm西側に、南北1.08m、 東西88

Cmの ダ円形のピットが、ほぼ南壁に接っして位置する。深さ30Cm程で、カマ ドとは考え難い。このピッ

ト附近に小規模なピットが数基存在するが、カマ ドとは関係しないようである。カマ ドの位置は、焼土

面から土師器甕が出上してお り、焼土附近とすることができるが、形態は不明である。

ITl(図 51) 東西4.54m～ 4.68m、 南北3.34m～ 3.56mで N5° Eの方向にある。南東コーナ

ーから南壁で約 1.5m、 東壁で約 1.8mを 残し、壁濤が四周する。幅22Cm～ 40Cm、 深さ 3 Cm～ 7 Cmを 計

る。濤内に須恵器があり、濤は埋まった状態でなかったことが知れる。カマ ドは、東壁に直交し、南壁

から80Cm程の位置にある。煙り出しと考えられる長さ36Cmの張 り出しがある。この内側に長さ76Cmに わ

たる焼土がある。煙 り出し部分は13度程の勾配で、カマ ド部分はほぼ水平である。

以上13棟がオ 7住居跡群の竪穴式住居跡である。近接するものがあるが、住居跡相互の切 り合いはな

い。柱穴の認められるものはHT6の みで、竪穴内に 4本が配されていたものと思われる。支柱穴の明

確なものはないが、 IT5で、狭い間隔で並ぶ小ピット列があって、住居の壁体部分の構造に関係する

杭等の痕跡と考えられた。壁濤を持つものは ITlと IT■で、 ITlで は南東コーナー部分がカマ ド

の構築のため掘 り残されていて、これまでにない掘 り方を示している。カマ ドの形態では、A-1型 に

IT5、 C型に IT3、 ITl、 D-2型 にHT5、 I T12、 IT2、 IT7、 IT4が あり、 IT9
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表 2.竪穴式住居跡計測値一覧表

群 No

膏ユIIヒ

長

(m)

東西

長

(m)

長 さ の

比  率
東西長
/南北長

床

面
積

(21)

方 向

主柱

穴の

有無

支柱

穴の

有無

壁溝

の

有無

カマ ド

の

形 態

備  考

プラ

ンの

分類

床面積

の

分 類

第

1

住

居

跡

群

柏 CT l
2

3

4

5

6

7

③
9

10

5.5

2.74

3.85

4.4

6.3

(4)

5 94

4.7

2.55

4

4.65

5.6

2.85

(4)

1

1

1

1

0.85

0.93

1 04

1.06

0.891

(1

25.9

7

15,4

20.5

37.8

16

N22° 30′ E
N l° 36′ WV

N9° 30′ W
Nlが 30′ E
N22° 30′ E
Nl° 30′ W
Nl° 30′ W

N9° 30′ E
N6° 30′ E

○

○

○

○

O

A-1
B-1
C-3
C-1

B-1
B-1

C-3
C-1

I

I

I

I

I

V～Ⅷ

Ⅵ

I

III

Ⅳ

Ⅷ

H～側
II

第

2

住

居

跡

群

１

２

３

４

５

６

７

⑧

⑨

ｌ０

１１

ＴＡ

⑫

・３

・４

BT 1

2

3

4

5

7

8

9

10

11

1CT

3.8

5

5

4.4

4 65

3 75

4.6

4 38

5.1

2.8

58
3.7

41

3.9

4.8

3

3

4

6

3 35

4.12

3.9

4

41

4.2

2 96

1 0 82

0.861

1:1.6
1 :0 73

1 :0。 94

1 :1.05

1 :0,98

1 : 1.05

:0.88

:0 99

1

1

20.5

18.6

22.5

15.4

18.1

14.4

16.4

16

20.2

8.9

N4° 30′ W
N 7° 30′ W
N9° 30′ WV

N9° 30′ W
N ll° 30′ WV

N20° 30′ E
Nl° 30'E

N8° 30′ E
N8°  E

N9° 30′ E
N6°  W
N 9° 30'W

N16° 30'E

N22° 30′ E

N31°   E

N30° 30′ E
N9° 30'W

N6° 30′ W

N17° 30'E

N2°  E

○

A一 1

B-3

D
B-2

B-3

C-3
B-3
A-2
B-2

B-3

C-3
C-2
A-2

C-1

カマ ド横にピ

ツト

石製支脚、カ

マ ド焚口に石

材、カマ ド横

にピット

B T9 10に切

られる

長胴カメ原位

置、BT5を
切る、カマド焚

口に河原石、

カマ ド横にピ

ツト

BT41こ切ら
れる

L字形に壁濤
カマ ド横にピ

ツト

カマ ド2基、
BT2を切 り
B T10に切ら

オtる

BT9を 切る

CT2を 切る

Ⅵ

Ⅲ

I

I

I

I

Ｈ

Ｉ

Ⅲ～ V

Ⅳ

Ⅲ～ V

Ⅲ～ V

Ⅳ

Ｖ

Ⅲ

Ⅳ

V～ Ⅵ

H～ (Vl
Ⅵ～ WIl

Ⅲ

Ⅲ

H～ (Vl

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ｈ～(Vl

Ⅵ～Ⅶ
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群 No

肩尊司ヒ

長

(m)

束西

長

(m)

長 さ の

比  率
東西長
/南北長

床

面
積

側

方 向

柱
　
の
　
無

主
　
穴
　
有

桂
　
の
　
無

支
　
穴
　
有

壁濤

の

有無

カマ ド

の

形 態

脩 考

ラ
　
の
　
類

プ
　
ン
　
分

床面積

の

分 類

第

2

住

居

跡

群

2

③

④

５

6

7

8

9

10

11

12

13

4.1

2.95

3 55

48
3.1

4.3

23

4.8

4.8

3.2

3.05

3.25

2.0

1:1

1:1

1 : 1 17

1 :1.08

1 :0.86

1 : 1.05

1 :0.87

19.7

94
10.8

10.1

4.6

N2°  E

北
　
　
Ｅ
　
　
北

磁
　
　
Ｎ
　
　
磁

N 6° 30′ W
N 3°   W
N4° 30′ E
N8° 30'E

N43°  W

N 2° 30′ W

○ O

O

○

A-1

A-1

C-3
C-1

C-3

CTllこ切ら
オtる

コの字形の壁

濤

CT 71こ切ら

″化る

CT6を 切 り
CT8に 巧Bら
才■る

CT7を切る

C T12を切る

C Tlllこ切ら

れる

I

I

Ｉ

Ｈ

　

　

Ｉ

V

Ⅳ

H
H
Ⅲ～ V
II

Ⅲ～ V

I

第

住

居

跡

群

１

２

③

４

５

　

６

ＴＦ 4.6

5,1

2.94

3.8

5,95

2 25

2 91

5 05

6.57

7.16

6.75

6.06

2 87

4 74

4.84

l 0.61

1:1.11

1 : 0.94

1

13.2

23.9

29。 3

N12° 30′ E
N4°  E

N4°  W
N13°  W

N12° 30′ E

N15°

N12°

N2°

Ｗ

　

　

Ｗ

Ｗ

Nl° 30′ E

N2° 30′ W

N3° 30′ E

N8° 30′ E

N9°  E
N13° 30′ E

N20° 30′ E

○

O

○

O?

○

○

C-2

C-3

C-1

C一 1

B-3

D

FT5を切る
FT 41こ切ら

れる

支柱穴は杭列

状、FT7を
切る

FT6に 切ら
れる

F T10を切る

F Tllを切 り

F T10・ FT
23に切ら/Lる

FT8・ FT
231こもBヤを、 F
T9を切る
FT9・ FT
15に切られる

カマ ド焚口に

石材、石製支

脚

支柱は杭列状

F T131こ切ら

才化る

F T12を切 り

F T14に切ら

イをる

F T13を切る

FT■・FT
16を切る

支柱穴は竪穴

Ⅳ

I

Ⅲ

V～ Ⅵ

II～ (Vl

Ⅲ～ V

Ⅵ～Ⅷ

I

H～ (Vl

V

Ⅷ以上

Ⅷ以上

Ⅷ以上

Ⅶ
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群 No

村耳Hヒ

長

(m)

東西

長

(m)

長 さ の

比  率
東西長
/南北長

床
面
積

ω

方 向

主柱

穴の

有無

柱
　
の
　
無

支
　
穴
　
有

壁濤

の

有無

カマ ド

の

形 態

備  考

プラ

ンの

分類

床面積

の

分 類

第
　
３
　
住

居

跡

群

ユ7

④
19

20

21

22

23

3 51

3.46

3.6

3.6

5,58 11161

1:1

19.3

N l° 30′ E

N18° 30′ E

N3° 30′ E
Nl° 30′ E
N5° 30′ E
N24° 30′ W

○ ?

A一 1

C― l

肩部、F T15

に切られる

F T20に切ら

才化る

F T19を切る

カマ ドに瓦利

用、FT9.F
T10を切る

Ⅳ

I

Ⅳ

Ⅱ～(Vl

HI

第

4

住

居

跡

辞

FT

GT

３８

　

　

　

　

　

　

９９

８６

７

４４

　

４５

０４

・

・

６８

3.87

3.2

3

3.4

1 :0,97

N ll°   W

N30°   W
N23°  W
N13° 30′ W
N7°  W
N27° 30′ W
N12° 30′ W

N29° 30′ W
N29°  W
N19° 30'W
N31°   E
N28°   W

O ○ ○

O

A-1

C-1

C-1
B-3

C-1

D

D ?

支柱穴は杭列

状で竪穴肩部

と壁濤内の 2

ア咀

石製支脚のぬ

き取 り痕

コの字形に不

整形に窪む

カマ ド焚日に

石材

カマ ドに石材

Ｉ

　

　

　

　

Ｉ

Ⅳ

Ｉ

HI

Ⅵ～Ⅶ

Ⅵ～Ⅶ

V～ Ⅵ

H
II

II

H～ (Vl
Ⅲ～ V

第
５
住
届
跡
群

GT 3

2

1

4.78

3 76

4.14

2 85

38
1 :0.76

1 :0,92

10.7

15,7

N9° 30′ W
N9° 30′ W
N14° 30′ W

C-1
C-1
D

Ⅲ

Ｉ

Ⅲ～ V
H
IΠ

第
６
住
居
跡
群

HT 1

2

3

4.58

2.25

5 46

2 25

N2°

N5°

Ｅ
　
　
Ｗ

D  ? Ⅲ～ V
I

第

7

住

居

跡

辞

HT ４

５

６

・２

・ｌ

　

⑭

９

⑧

７

６

５

４

３

　

２

１

IT

IT

3.34

2.84

4.66

3 38

3 27

5 54

2.6

3.66

3.27

3.45

2 84

3.52

3.1

3.18

2.54

3.1

4.61

1:1

1 :0,95

1 : 1.22

1 :0 69

1 :0 95
1 1 1 34

10.1

8.3

9,3

10,1

15.9

N2°  E
N7°  E
N24°   E
N19° 30'W
NO° 30'E

N16°  W

N44° 30′ E

N39° 30′ E

N13°  W
N5°  W

○

○

○ ?

○

C-3

C-3

A-1

C-3
D

C-1
C-3

支柱穴は杭列状

カマ ドに石材

Ｉ

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

　

　

Ⅲ

Ⅳ

　

Ｉ

Ⅳ

H～ (Vl
H
Ⅲ～ V

IΠ

H～ (Vl

H

Ⅵ～Ⅶ

Ｈ
　
　
Ｈ

Ⅲ
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はA-1型 である可能性がある。

チ)ま とめ (表 2)

以上、汀 1住居跡群からオ 7住居跡群まで、計93棟の竪穴式住居跡群を検出した。各々の時期的な問

題は次項で扱うので、ここでは、竪穴式住居跡を形態的に分類する。分類項目は、住居の床面積、竪穴

の平面形、カマ ドの形態、支柱穴、壁溝等である。

O床面積の分類 (図 56)

床面積の知れるものは40棟、南北、東西両長とも不明のものは14棟、東西長のみ知れるもの 4棟、南

北長のみ知れるもの35棟である。床面積の知れる40棟について、まず、床面積が ±3m2以内で分布する

ものをグループ化すると次のようになる。

(1) 4.6～ 7m2(上 2.4m2) 粕 原北 CT3・ C T13・ FT8

(H) 8.1～ 1lm2(± 2.9m2)
BT8。 CT2・ 8。 9。 ■・ GT2・ 6。 8

・ HT5・ IT2・ 3・ 7

(III) 13～ 16.4m2(± 2.6∬ )
柏原北 CT4・ 10。 AT■ ・ BT3。 4・ 6

・ FTl・ 23・ GTl・ 7・ 12・ ITl

(Ⅳ ) 18.1～ 20.5m2(± 2.4m2)
柏原北 cT5。 AT3・ 6。 13・ BT7

・ CT7,F T19

(V) 22.5～ 23.9m2(上 1.4∬ ) A T10。 CT5・ F T12

(Ⅵ ) 25。 9■Y 粕原北 CT2

(Ⅶ ) 29,3m2 F T16

(Ⅷ ) 37.8m2 粕原1ヒ CT7

表 3.竪穴式住居跡床面積分類表

(I)3棟 、 (■ )。 (III)が各12棟、 (Ⅳ )7棟、 (V)3棟 、 (Ⅵ )。 (Ⅶ )。 (Ⅷ )が各 1棟

で、床面積 8.l m2～ 16.4∬ の間に半数以上が分布し、18.lm2～ 20.5m2の ものがこれに次ぎ、22.5m2以上ま

た 7m2以下のものが極めて少ないことが知れる。

次に、図56に 床面積の知れる40棟について、南北及び東西長の相関表を作成し、これに床面積の各グ

ループを区別 した。このグラフを用い、南北あるいは東西のどちらか一方の長さのみ知れるものを加え

てみた。このグラフからは、床面積の各グループにおける南北長及び東西長の上 。下限が知れるので、

どちらか一方の長さがわかれば床面積 もある程度推察できる。南北長のみ知れるものでは、 F T13・ 14

。15。 24が 6.5m～ 7.3mで、この南北長は (Ⅷ )以下にはなく、従って、 (Ⅷ )あ るいはこれ以上の

床面積が考 えられる。 BT2・ CTl・ FT7・ G T10・ 11・ IT5は 5.5m～ 5。 9mで 、この長

さは (Ⅵ )以下では認められず、また、 (Ⅶ )の ものには及ばない。従って、 (Ⅵ )あ るいは (Ⅶ )の

規模が妥当である。 A T14・ FT2・ GT9は 5。 lm～ 5ヽ.4mで、 (v)以下には認められず、 (Ⅵ )

には及ばない。従って、 (V)あ るいは (Ⅵ )の床面積と見てよかろう。 (V)。 (Ⅳ )'(H)で は、

南北長の範囲がほぼ一致している。上限は 5mであり、下限は 3.4mであるが、 (H)に 3,7mを計る

ものがあり、従って、 5m以下、 3,8m以上のものは (m)。 (Ⅳ )。 (V)の いずれかの床面積を持
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（南
北
長
）

・ FT24

・ FT14

・ FT15

・ FT13

.I117

.gIB o c141

・ Cy「l・ GΠ■0
VI

・ ∞ ・ 阻

・ AT14・ 聰
Ш Ⅳ

AT4
GT7emo

・ GT3

・ 6宙 滋 ・ IIB
e rTll

・ A“
●
咆

・ 地 ・I1lb

AT3

†FTl
AT6

GTユ

GT12・
懸:i CT7
1許ど

・ m7 IT3+? CT9＼さ   ＼減 T4

=_ё
・ IT4・ D
e恥

・ GT5

・ 31D

・Fr4・ FIElkJ
●
配

IT2・

卓伊務1詐T6
I GT8

IHT5
4

CT13

・
粕
Ｃ
Ｔ

・
Ｉ

Ｔ

ｌｌ

AT10

図56.竪穴式住居跡床面規模分布図

つものと考えることが可能である。これには、AT2・ 4・ 5。 C T10・ 12・ FT5・ GT3・ 4・ H

Tl・ 6がある。 (H)の上限は 3.7m、 下限 2.6mと なっているが、 (I)の上限が 2.7mであり、

従って 2.8m以上、 3.7m以下のBTl・ 5。 9・ FT4・ 10・ 17・ 20,G T5・ HT4・ IT9は (H)

が有力であるが、 (Ⅲ )。 (Ⅳ )。 (V)の規模を有する可能性もある。南北長 2.7m以下のものはな
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く、従つて (I)の グループに入るものはない。

次に東西長のみ知れるものでは、HT2が 2.2mで、 (■ )の下限 2.5mに 及ばず、従って (I)の

規模を持つ可能性が強い。柏原北 CT9は 2.7mで (1)の上限 2.5mょ り長 く、 (Ⅲ )の下限に一致

する。従って、 (■ )の可台を陛が強く、あるいは (m)に 入るかもしれない。 IT■は 3.5mで、 (■ )

の上限以上であり、 (Ⅳ )の下限に達っしない。従って (m)と 考えることができる。柏原北CTlは

5.9mを計る。 (Ⅳ )の上限以上であり、従って、 (V)～ (Ⅷ )の大規模なものとなる。

O竪穴の平面形の分類 (図 57)

竪穴の平面形については、南北・東西両長の知れる40棟が対象 となる。図57に、南北長を 100と

した場合の東西長の割合いを算出し、竪穴の平面形態を作 り出した。長さは平均値であるので、正確な

平面形を示すものではない。南北長 100に 対して束西長 100の ラインを境に上の位置にくるものは東西

に細長く、下にくるものは南北に長い。量的には東西に長いものは約 2分の 1程で、南北に長がく作ら

れているものが多数を占る。東西長が90か ら 110ま での間、すなわち、東西長が±10の範囲に入る平面

形が正方形に近いものが22棟で過半数を占めている。±20ま でにはさらに10棟加わる。±20以上の視覚

的にも長大に見えるものは 9棟で少ない。長大なものをあげるとF T19-161、 A T10-160、 IT3

-134、 IT4-124、 GT2-76、 A Tll-73、 IT3-69、 FTl-61、 GT7-60等で、東西に

長いもの13棟中 4棟、南北に長い23棟中 5棟で、長大なものは東西方向に長細 く作られることの多いこ

とが知れる。平面形を分類することは困難であるが、±10単位で以下にまとめておく。

O主柱穴、支柱穴、壁濤の分類

主柱穴、支柱穴、壁濤のいずれかが認められるものは93棟中16棟である。壁濤
については、いわゆる

濤として開削された状態で用いられたかどうかの疑問のあるものもある。これは、
F T12で詳細に観

察した結果、薄底に杭列を思わせるピット列が認められ、濤底に凹凸があつて、濤としての機能よりも

杭状品を打ち込んで、竪穴の壁体に何等かの構造をもたせ、濤は埋められて
いたのではないかと考えら

れるものが存在するからである。竪穴式住居跡の構造に関して重要な点であるが、ここでは、そうし
た

壁濤も含めて分類しておくこととする。

まず、主柱穴を持つものは、柏原北 CTl・ 5、 CT5、 F T12・ 24、 HT6の 6棟である。いずれ

も4本配されている。主柱穴で四まれる面積と竪穴の床面積との関係は、柏原北CT5で20.5m2に対して 5。

3m2で3.87分の 1、 CT5で 23m2に対して5.04m2で4.56分の 1である。どちらか一方の面積が不明なも

のを長さでlヒ較すると、柏原北CTlで 5。 94nに対し3.15mで、1.89分の 1、 F T12で5.05mに 対し2.

34mで2.16分の 1、 F T24で7.38nに対し3.62mで2.01分の 1、 HT6で 4.66mに対し2.14mで2.18分

の 1である。すなわち、床面積に対して約 4分の 1、 長さに対して 2分の 1がいずれの住居跡に対して

も基準となっていることが知れる。これら主柱穴の存在するもので、竪穴の平面形の知れる柏原北CT

5、 CT5、 F T12ではいずれも平面形 I型、すなわち、南北に対する東西の長さが上10でほぼ正方形

に近いものとなっている。規模に関してはmか らⅧまでの間で様々であるが、平面形 と柱の配置に関し

ては規格サ陛がうかがえる。

主柱穴のある 6棟に関して、このうちHT6を 除けばいずれも壁濤を持つ。さらに支柱穴 (杭状のも
のも含む)を も伴うものは、F T12と F T24の 2棟のみとなる。

次に、支柱穴は 5棟に認められるが、このうち主柱穴の認められないものは、柏原北 CT7、 FT6、

IT5の 3棟で、これらにはいずれも壁濤は伴わない。
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(1)

±  o

∫

±  lo

GT6(110)、 CT8(108)、 柏万ミヨヒCT5(106)、 BT3

・ 6。 C Tll(105)、 本白原北 CT4(104)、 柏原北 C T10・ C

T2・ 5。 F T23・ HT5(100)、 BT8(99)、 BT4(98)

G T12(97)、  IT2・ 7(95)、 A T13・ F T12(94)、 柏原北

CT3・ GT8(93)、 GTl(92)

(■ )

→-   11

;

±  20

CT7(117)

88)、 C T13

AT3(82)、

、 FT8(111)、 柏原北 CT7(89)、 BT7

(87)、 AT6・ CT9(86)、 柏原北 CT2(85)

F T16(80)

(Hl)

±  21
∫
+  30

IT4(122)、 GT2(76)、 AT■ (73)

(Ⅳ )

±  31
∫
±  40

ITl( 134) IT3(69) FTl(61)、 GT7(60)

(V)
± 41
∫
59

な し

(Ⅵ )

+  60

以上
A T10(160)、 F T19(161)

表 4.竪穴式住居跡平面形分類表

以上、柱穴、支柱穴、壁濤等住居構造に関連すると考えられるものについて、大分類すると、全体の

82%強 に当る住居跡について、これらのいずれも認められないものと、いずれか 1つ以上のものが認

壁濤に関しては、CT5が カマ ド位置の反対側でコ字形にめぐるものがある以外、他はすべて、カマ
ド部分を除いて四周する。カマ ドの位置によって、竪穴の一辺の中央が掘 り残されるものとコーナー部

分が掘 り残されるものとがある。

ABCl F T 24

ABC2 F T12

AOCl 柏原北 CTl、 柏原北 CT5

AOC3 CT5

A00 HT6

O B 0 柏原北 CT7、 FT6、 IT5

00Cl CT7

00C2 CT9、 F T16、 ITl

00C? FT7、 F T21、  ITH

表 5。 竪穴式住居跡主 。支柱穴・壁薄等分類表
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160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

FT19
A′
「
10
1Tl
IT4
GT7
FT8
GT6
CT8
本白C5
BT3・ BT6。 CTll
本白CT4
CT2・ CT5・ FT23・ HT5・柏CT10
BT8
BT4
GT12
lT2・ IT7
A′
「
13・ FT12

本白CT3・ GT8
GTl
本白CT7
BT7
CT13
AT6。 CT9
本白CT2
AT3
A′r16
GT2
A′ rll

IT3
ATl
GT7

100

図57.竪穴式住居跡平面形態比較図(南北長1001こ 対する東西長の比)

められるものの17%強の住居跡とに分類できる。後者に関して、主柱穴をもつものをA類、支柱穴を持

つものB類、壁濤を持つものをC類 とし、C類については、竪穴の一辺の中央附近を掘 り残すものをC

-1、 コーナーを掘 り残すものをC-2、 3辺にのみ認められるものをC-3と する。また、欠けるも

のを0で現わすと次のように分類できる。

Oカマ ドの形態分類 (図 58)

カマ ドは、竪穴内で作 り付けられる位置及び壁面に対する方向によって、次の 4類に大別できる。

A類  竪穴の壁面の中央に、壁面に対して直交する方向に作 り付けられるもの。

B類  竪穴のコーナーよりlm程離し、壁面に対して斜方向に作り付けられるもの。
C類  竪穴のコーナー附近にあって、壁面に対して直交する方向に作り付けられるもの。

D類  竪穴のコーナーにあって、竪穴の対角線方向に作り付けられるもの。

これらはさらに、カマ ドの奥部から作り出される煙り出しの施設の有無やその方向、勾配等によって

細分することができる。

A-1類   煙り出し施設の認められないもの。

A-2類   煙 り出しの施設が認められるもの。煙り出しはカマ ドの方向で竪穴外に設けられ、その

勾配は垂直に近い。

B-1類   煙 り出しの施設の認められないもの。
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□
口
囲

慧

隷

∋
＞
。
Ｆ

図58.ヵマ ド形態分類模式図

B-2類   煙 り出しの施設が認められるもの。この場合、煙 り出しは竪穴内で、カマ ドの作 り付け

られる壁体に並行して土壇を作 り出す。

B-3類   煙 り出しの施設が認められ、竪穴内に作 り付けられるが、カマ ドのある壁面に対して斜

方向にあるもの。

C-1類   煙 り出しの施設の認められないもの。

C-2類   煙 り出しの施設がカマ ドの方向に、竪穴外に作 り出されるもの。この場合、煙 り出しは

カマ ドの奥部から直ちに急勾配で立ち上る。

C-3類   煙 り出しがカマ ドの方向で竪穴外へ作 り出されるが、煙 り出しの勾配は、カマ ドの奥部

からほぼ水平に作 り出される。

D類には煙 り出しの施設の認め られるものはない。

以上、カマ ドの形態に関しては、 4分類され、さらに 9細分できる。各々の該当住居跡については表

2に併示 した。カマ ドの知れるものは計55棟で、このうち 3棟は形態が不明である。各々の棟数は次の

通 りである。

A-1類  7、 A-2類  2、 B-1類  3、 B-2類  2、 B-3類  6、 C-1類  13、 C-2

類  2、 C-3類  12、 D類  5、 不明の 3棟は、 1棟が A-1類 、 2棟が D類に入るかと思われるも

のである。

カマ ドの形態はこのように分類でき、かつ数量分布 もC-1・ C-3類 →A-1・ B-3・ D→ A―

2・ B-1・ B-2・ C2と 見ることができる。これらの中でA-1類 、B-1類  B-3類 、C-1

類 C-3類 に柱穴や壁濤等を持つ もの と持たないものとがある。

A-1類 7棟のうち、壁濤を持たないものは 1棟 (AT3)で 、他の 6棟にはすべて壁濤が伴 う。ま

た、この 6棟は壁濤だけのもの (CT7)、 壁溝に主柱穴のあるもの (柏原北 CTl・ 5)、 さらに支柱
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穴の認められるもの (F T24)、 壁濤がカマ ドのない 3面にのみめぐるもの (CT5)、 壁濤がなく支

柱穴のみ認められるもの (IT5)と 極めてバラエティに富んでいる。

B-1類 では、 3棟のうち 1棟に、支柱穴の見られるもの (柏原北 CT7)が ある。

B-3類 にもFT12の 1棟のみ、壁濤と支柱穴のあるものがある。

C-1類 ではCT9の 1棟に壁濤がめぐり、C-3類 でもlTlに壁濤のめぐるものが見られる。D

類にもやはり1棟のみ (F T16)に壁濤のめぐるものがある。

このように、 9細分されたカマ ド形態の中に、A-1類 を除いて、最少数の棟数で壁濤等の見られる

ものが加わる。従って、 9細分したものをさらに19に まで微細分することができるが、82%強の住居跡

で壁濤や柱穴等が認められないので、ここでは 9細分することにとどめ、19細分が可能であることを注

記しておくことにとどめる。

以上、住居の床面積、竪穴の平面形、カマ ドの形態、主柱穴、支柱穴、壁濤等の竪穴式住居跡の各項

目について分類した。その結果については表 2にすべて記載しておいた。

H。 掘立柱建物跡 (図 59～ 84)

ィ)オ 1住居跡群掘立柱建物跡

柏原北CHl(図 59)  N2° 30′ Wの方向にある南北棟。東西柱列は 3間、南柱列 3間、北柱列

は 2間。 6.3m× 4mで25.2m2の規模を持つ。柱穴は一辺50Cn～ 7∝mの方形掘り方で、柱痕は20Cm～ 30cm。

この建物では、南柱列の中央の 2基は西側柱通りより30Cm程外側へ出ている点に特徴が見られる。

柏原北CH2(図 59)  2間 × 3間の南北棟で、N■
°Wの方向にある。 7.9m× 4.9mで、 38.

71m2の規模を持つ。柱穴は、径50cm～ 80Cmの円形の掘り方で、柱痕は25～30cmを 計る。

柏原北CH3(図 60)  7.7m× 4.2mの南北棟で、 32.34m2の規模を持つ。N7° 30′ Eの方向

にある。 2間 ×5間 で、柱間は不均等である。東西両側の南北柱列は、その中央の 3基が両端 2基の柱

通 りより約20Cm程外側に位置する。柱穴は径 45Cm～ 80Cmの円形掘り方で、柱痕は20Cm～ 30Cmである。

柏原北CH4(図 60) 西側へのびる建物。2間 ×2間以上で、東柱を持つ可能性がある。 N6°

Wの方向にあり、 4.2m× 2.lm以上の規模である。柱穴は円形の掘り方で、径50Cm～ 60cm、 柱痕は20

cm程である。

オ 1住居跡群では以上 4棟の掘立柱建物跡を検出している。いずれも柱通 りの方向は一定せず、磁北

より西に振れるものは N2° 30'W～ N■
°Wの間に、東にふれるものは N7° 30′ Eに ある。すべて

南北棟で、CH4は 倉庫と思われる。
口)オ 2住居跡群掘立柱建物跡

AHl(図 61)  2間 ×2間の建物で、東柱を持つ。南北、東西とも 4.7mで、 22.09m2の規模が

ある。柱穴は方形の掘り方で、一辺櫛Cm～50Cmを計る。柱痕は径20Cm程である。N2° Eの方向にあり、

柱間も2.35mで統一されている。

AH2(図 62)  3間 × 2間 と思われるもので、束柱を持つと南北 7.6m、 東西は推定で5mであ

り、38m2の規模を持つと思われる。柱穴は径40cm～ 70cmの円形で、柱痕は18cm～ 25cm程 と思われる。N

4° Wの方向にある。AHlに 近接する。

AH3(図 63)  3間 ×2間であるが束柱はない。 6.9n× 4.6mで 、 31,74m2の規模を持つ。N

4° Wの方向にあり、AH2と 同一方向に向く。一辺50cm～ 70Cmの方形の柱穴で、柱痕は20cm～ 30cmを

計る。AT5を 切っている。柱間は 2.3mで統一されている。
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群 No

関 数
(翻

`X東西)

規 模
(南 1ヒX
東西` m

面 積

nF

方  向 柱穴掘方
痕

模

ｍ

柱

規

柱              間  m 平面形

比 率
考備

柱

間

寸

法北(東から) 南(東から) 東 (北から) 西 (1しから)

第

１

住

居

跡

群

北

Ｈ

原

Ｃ

柏 3X3

3X2

5X2

束以上

2X2
束以上

t,3X4

7.9X4.9

77X42

42X

2.1以上

25,2

38,71

32 34

17.64)

Nが 3げ W

N ll°   W

N7° 30'E

(N6° W)

方50～ 70

円50～ 8t

円45～ 811

円50～ 60

20～ 30

25～ 30

20～ 30

211

12 X2

2,45X245

22X2

21X?

1.33Xl.33X

l.33

2,45X2.45

1,85X2.05

2.IX2.IX2.1

2.8X2,8X2.3

1.5Xl,lXl.6X

l.lXl.8

24X18

2 Xl.75X

2.25

2.8X2.8X2.3

1,OXl.5Xl.6X

i3X2,1

62～ 66

62～ 66

55

90～ 1硼

'L41列

は2間

南柱列中脚

CTlを切る

東百住列中央3基20妍

外

大

大

/1ヽ

大

第

2

住

居

跡

群

AHl

2

3

4

5

6

7

8

BHl

2

3

4

5

6

7

CHl

2X2東

3X(2)東

3X2

3X2東

5X2

5X3

5 X 2

2X2
2X2束

3X2東

3X2束

2X2以上

3X2東

1以上X
5以上

4.7Xl.T

7.6X(5)

6.9Xl,|

4,9Xl,1

9.4X4

10.5Xl.T

X5,i

3,3X3,1

9,lX3.1

i.lX3.,

5,2X3

3.lXl.5以」

4,45X4

1.OX 9
悦ト

2209

38

31,74

21.56

37.6

49,35

66

11123

9,61

2406

15,6

(10.2)

17,8

155.125)

Nが

Nぜ

Nど

N2」

N2♂

N T3げ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

削

N♂ 3J E

N♂  W
Nば  W
Nば 3げ W
Nぜ 3J E

Nlが 3げ W
Nド 3J E

Nl°  W

方40～ 50

円40～ 70

方50～ 70

円40～ 60

円55～ 70

方60～ 70

方50～ 80

方50～ 70

円40～ 60

円40～ 60

方50

円40～ 50

方55～ 80

方60～ 90

20

18～ 25

20～ 30

20

20

20～ 25

20.-30

20

12～ 20

20

15～ 20

20

25～ 30

30

2.35X2.35

2.5X?

2.3X2.3

2 Xを ,1

2 X2

1.lXl.8Xl.5

2.6X2.9

1,55Xl.55

■4 Xl.7

1.8X2.1

1,5 Xl.5

, Xl.5

2.l Xl.9

2.35X2.35

2.5X?

2.3X2.3

2 X2.1

2 X 2

1,8Xl,lXl.5

× ,

1.55Xl.55

1.4 Xl.7

1.8 Xl.5

1.5X15

? X15

1.9X2.0

2.35X2,35

2.4X28X24

2.3X2,3X〕 .〕

1,70Xl,iXl.T

l,9Xl,,Xl.OX

l.9Xl,8

2.lX2.lXl.8X

2.IX2.1

2.5X′.iX2.5X

l,65X■ 65

1.55Xl.55

1.`Xl.3X2.0

1,65Xl.1

x2.15

1.65Xl,lXl.1

2.35X2.35

2.3X2,3X2.3

1,7Xl,IXl,T

l,,Xl,9Xl,OX

l,OXl,8

2.IX2.lX2.lX

2.IX2,1

2,2X2.lX2.5X

2.iX2.1

165X■ 65

1 55Xl.55

1.8Xl,IXl.8

165�碇ld
l.7X l,7

1,65Xl,lXl,I

90～ 1冊

62～ 66

62～ 66

90～ 1硼

43～ 46

55

43～ 46

90～ 110

90～ lm

72

62～ 66

80～ 88

90～ 10'

36～ 39

AT3を切る

AT5を切る

AT6を切る

A T10,ATlを切る

ATll,AT13を 切る

HB3に切られる

HB3に切られる

HB2を切る

BT8を切る

BT7を切る

C H10・ CTllを切る

大

大

大

大

大

大

小

小

大

小

小

小

大

大

第

３

住

居

跡

群

Ｈ

Ｈ

4吐x2児

4以上X2

3X2

贈珊５Ｘ２

1.2児メ11

755以上
X34

肌ｘ‐，‐以上脚
X4.9

(28.7)

(32.1)

34.625

32.鶴

Nが 30`E

N r3J E

Nlげ 3げ E

N♂  E

Nど 3げ E

方70

方60～ 70

方60～ 70

方60～ 80

方70～ 80

30

20～ 25

15～ 25

20～ 30

25～ 35

1,7 Xl.7

■3X
l.95Xl,9

25X2.4

■9X2.2

1,75 Xl,95

2.5X24

X2.lX2.1

1,7X2.2Xl.65

X2X
l.TX 2X

l.75Xl,8Xl,6

Xl.75X2

2.lX2,IX2.2

Xl.95Xl.

95

1 75Xl,8X16
X175X2

2.lX2,lX2.2

36～ 39

36～ 39

?

43～ 46

90～ 1硼

FT2.FT5を 切る

FT2を切る

FT16を切る

F T19・ FT21を切る

小

小

　

大

小

　

大

第
５
住
居
跡
藩

G13
2

3X2

3X2東

i.5Xlあ

5X4

22.3125

20

Nll° W
N♂  E

¨
　

一

加

加

15～ 25

20

2.35Xl.9

2  X2

Xl.5X

2.3Xl,7

1.75Xl,75X

l.8Xl,6XII

1,75Xl,75X

l.TXl,4Xl,0

811～ 88

80～ 88

大

大

第

７

住

居

跡

群

HHl

lH5

4

3

2X

3X2以上

5X2

5X2

6.6嘘(

1.1

10.9X3.0

8X3.15

(48,4)

4251

25.2

Nr E
Nば  W
Nlぜ 3げ W

N『 E

方60～

方60

円18～ 50

2,2X2.2

1.95Xl,95

2 Xl,15

Xl,7

1.15X2

lXlX■ 5

2.2X2.2XB,2X

205X2.05X
2,05X27
X205

2,3Xl,7Xl.5X

l.5X l

2.2X2.2X

l,8X

l.8Xl.3Xl,7X

l.5Xl.5

、

３９

　

　

３９

一
　

一　

　

　

一

４３

３６

　

　

３６

IT7.IT9を切る

IT5を切る

大

小

　

小

第
８
住
居
跡
群

IH2

1

3X3

3以上X
2以上

m X3.5

3.2X

17.85 N3°  E
N2げ 3」 E

円30～ 60

円40～ 60

15Xl Xl.5 lXlXl.5 1,7XITXl.T l.TXl.TXl.T

l.6Xl.`

第

９

住

居

跡

群

KHl

LHl

3X5

4X3彦 tヒ

1.lXO,2

T,lX3.9以

25.42 N3T  E

N29。  W

円30～ 40

円40～ 60

‐８

　

　

２０

1,2Xl,tXl,3

Xl.2Xl.2

Xl,3Xl,3X

l.3

1,2Xl,3Xl,3X

l,2Xl,2

Xl,2Xl.B

1.45Xl.45X

l.2

1.45Xl.45X

12

1.6X2,lX2.lX

l.6

62～ 66

7

大

　

　

大

表 6 掘立柱建物跡計測値表
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112.8m

図61.AHl実測図

AH4(図 64)  3間 × 2間で、東柱を持っている。 4.9m× 4.4mで 、 21.56m2の規模を持つ。

円形の掘 り方の柱穴で、柱痕は20Cm程。 N21° Wの方向にあり、AT6を 切 っている。 AH3に 近接し

ている。

A■ 5(図 65)  5間 × 2間で、 9.4m× 4m、 37.6m2の規模である。N23° Eと 大きく東にふれ

る建物である。柱穴は径55cm～ 70cmの円形で、柱痕は20Cm程。柱間は南北両柱列が 2m、 東西柱列は南端

のみ 1,8mで、他は 1,9mで統一されている。 AT10、 AT■ を切っている。

AH6(図 66)  5間 × 3間で、AT■ とA T13を切っている。10.5m× 4.7mで、49。 35m2の 規模

を持つ。一辺60cm～ 70cmの 方形の柱穴で、20cm～ 25cmの柱痕である。柱間は東西柱列が 2.lm、 南北両柱列

が・1.4m、  1.5m、  1,8mで ぁる。

AH7  3問 × 6間の東西棟と思われるが、柱穴の確認できない部分や柱通 りの悪い部分があり、

建物 としては疑間の余地がある。

AH8  A H7と 同様疑間の残る建物。3間 × 4間の東西棟の可能性もある。

BHl(図 67)  5間 × 2間で、12m× 5。 5mの 66m2の 規模を持つ。一辺50Cm～ 80cmの方形の柱穴
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W8・ τll

112.8m

図62.AH2実測図

で20cm～ 30cmの柱痕 を見る。 N8° 30'Eの方向にある。

BH2(図 68)  2間 × 2間で、 3.3m× 3.lmの規模で 10.23∬ ある。方形の柱穴で一辺50cm～ 70

Cmを計る。柱痕は20Cm程。柱間は、南北両柱通 りを1.55m、 東西で1.65mに統一している。 BH3に 切

られている。 N3° Wの方向にある。

BH3(図 68)  2間 × 2間で東柱を持つ。 3.lm× 3.lmの方形プランで、9.61m2の規模を持つ。

柱穴の掘 り方は円形で、BH2を 切 る。 N6° Wの方向にある。

BH4(図 69) 東柱を持つ建物で、 3間 × 2間、 5。 4m× 3.9mで 21.06∬の規模 を持つ。 NO°
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30′ Wの方向にあり、柱穴は40Cm～ 60Cmの円形である。

BH5(図 70)  3間 ×2間で、東柱を持つ。 5。 2m× 3mで、15。 6m2を計る。N4° 30′ Eの方

向にある。柱穴は方形で、一辺50cm、 柱痕は 15cm～ 20cm程である。BT8を切る。

BH6(図 70)  2間 × 2間以上で、東柱を持たない。径則帥～50Cmの円形の柱穴で、柱痕は20Cmtt。

3.4mx l.5m以上の規模であり、 2間 ×2問かと思われる。 N12° 30'Wの方向にある。

BH7(図 71)  3間 × 2間で、東柱を持つ。一辺55cm～ 80Cmの方形の柱穴で、4.45m× 4m、 17.8

m2の規模を持つ。N5° 30′ Eの方向にあり、BT7を切る。

W8・ 引

'

AH3実 預1図
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図64.AH4実 測図

CHl(図 72)  C T10、 C Tllを 切 る東西棟の建物、 1間以上× 5間以上のもの。一辺60Cm～ 90om

の方形の柱穴で、柱痕は30Cmを 計る。 Nl° Wの方向にある。

以上16棟がオ 2住居跡群の掘立柱建物である。AH7・ 8は疑間の多い建物で、省略して14棟を類別

すると、 2間 X2間が 3棟～ 4棟 (BH6を含む場合)で、東柱を持たないものが 1棟ある。 3問 ×2

間が 6棟で、東柱を持たないものが 1棟ある。 5間×2間が 2棟、 5間 × 3間が 1棟で、CHlも この

どちらかに入るものと思われる。東柱を持つものを倉庫とすれば、 2間 × 2間ではその規模が 22.09m2、

東柱を持たないBH2あ るいはBH6等 も同様に倉庫であろう。 3間× 2間については、15.6∬ ～38m2

までの規模があり、これは 5間× 2間あるいは 5問 ×3間の37.6m2～ 66m2の最小規模に近いものが含ま

れ、東柱を持たないAH3の 31,74m2を も倉庫とするには早計すぎる。建物の分布は、 2問 × 2間ある

いは 2間 ×3間の建物群と2間×5間あるいは 3問×5間の建物群とが交互に群在して分布する。
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ハ )汀 3住居跡群掘立柱建物跡

EHl(図 73)  4間 以上× 2間 で、N2° 30′ Eの方向にある。一辺70Cmの方形の掘 り方で、4.

2m以上 × 4.lmを 計る。

FHl(図 74)  4間 以上× 2間、7.55m以上× 3,4mの規模。 N7° 3げ Eの方向にあって、柱

穴は一辺 60Cm～ 70cmの方形。 FT2、 ET5を 切っている。

FH2(図 75)  3間 以上× 2間以上。 N10° 30'Eの方向で、FHlと 重なるが切 り合い関係は

ない。柱穴は一辺60Cm～ 70Cmの方形の掘 り方。 FT2を 切っている。

W8・ 引 ,

図65.AH5実 測図
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FH3(図76)  5間×2間で、 8.9m× 3.85m、 34.265m2でぁる。 N3° Eの方向にあり、柱穴

は一辺60cm～ 80Cmの方形の掘り方。 F T16を切っている。

FH4(図 75)  3間 × 2間で、 6,7m× 4.9m、  32.83m2の規模を持つ。 N4° 30'Eの方向に

あり、一辺70cm～ 80cmの方形の柱穴を持つ。 F T19、 E T21を 切る。

以上がォ 3住居跡群の掘立柱建物跡である。東柱を持つものがなく、 5棟 中3棟までが 2間 ×5間あ

るいはこのように復原し得るもので、 3問× 2間のものについても、 32.83m2と 規模が大きい。FH2

・ 3を除き、他の 4棟はN2° 30'E～ N4° 30′ Eの間にあり、FH2・ 3は重複しながらもN7° 30′

-110-



E～ N10° 30'Eの間に入る。柱穴もすべて方形の掘 り方である。規模はすべて30m2前後、あるいは復

原できる。

二)オ 5住居跡群掘立柱建物跡

GH3(図 79)  3間 × 2間であるが、南側柱ア1は 3間 である。5.25m× 4.25mで、 22.3125m2と

なる。 N ll° Wの方向にあり、GT3を切る。一辺40cm～ 65cmの方形の柱穴である。

GH2(図 79)  3間 ×2間で東柱を持つ。 5m× 4mで、20だの規模を持つ。一辺50Cm～ 80cmの

大形の柱穴、N6° Eの方向にある。GT2を切つている。

オ 4住居跡群には掘立柱建物は検出できず、オ 5住居跡群でも、 3間×2間の 2棟のみである。方位

は異なるが、関数や規模、柱穴の形状など共通する点が多い。

ホ)オ 7住居跡群掘立柱建物跡

HT1  2間 × 1間以上で、東へのびる。Nl° Eの方向にある。

Щ8・ 8〕 〕

Щ8・ 8:〕

‖3.3m

113.3m

~ BH 4

o                 4m

図69.BH4実 測図
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IH5(図 82)  3間 以上× 2間で、 6.6m以上× 4.4mの規模。 N13° Wの方向にあり、 IT■

に重なるが切 り合いはない。柱穴は一辺60cm～ 70cmの 方形の掘 り方。

IH4(図 83)  5間 × 2間で、10.9m× 3.9m、  42.51m2の規模を持つ。一辺60Cmの方形の柱穴

で、方位は N14° 30′ Wに ある。 lT7、 IT9を 切る。

IH3(図 82)  5間 × 2間で25。 2m2と 珂、さい。 N5° Eの方向にある。径18cm～ 50cmの円形の柱穴

で、柱痕は15Cm程。 IT5を 切っている。

以上の 4棟では、柱間規模の小さいHTlと IH3が 東におられ、大きいものは西にお、れる。 HTlは

東にのび、あるいは 2間 × 2間程度の倉庫 となる可能性がある。

へ )オ 8住居跡群掘立柱建物跡

IH2(図 81)  3間 × 3間であるが、南北 5,lm、 東西 3.5mで、南北棟 となる。 17.85m2の規

模を持つ。 N3° Eの方向にあり、径30Cm～ 60Cmの柱穴である。

IHl(図 81)  3間 以上× 2醜 上。おそらく南北棟であろう。 N20° 30′ Eの方向にある。

卜)オ 9住居跡群掘立柱建物跡

4m
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113.6m

図72.CHl実測図

KHl(図 84)  3間 ×5間で、N37° Eの方向にある。 4.lm× 6.2mで、 25.42∬ を計る。

LHl(図 84)  4間 ×3間以上で 7.4m× 3.9m以上の規模を持つ。 N29° Wの方向にある。

チ)ま とめ(表 6)

以上不確実な 2棟を除く33棟については、ほぼ竪穴式住居跡群と重複するが、オ 4、 オ 6住居跡群に

は認められず、逆に、オ 8、 オ 9住居跡群に分布する。各建物群のグループ化や編年については次章に

ゆずり、ここでは、関数、規模、柱穴掘り方、方嵐 柱問寸法等の各項目について分類しておくこととす

る。なお、調査外に掛るものについては、復原しているものもある。表 6に数値一覧表を作成している

が、復原数値はカッコ書きしている。

。関数の分類

間数を分類すると次のようになる。

2間×2間 (束柱を持つもの)-3棟 柏原北 CH4、 AHl、 B H3

2間× 2間 (束柱を持たないもの)-2棟 BH2・ 6

4m

-114-



114.Om

EHl

4m

図73.EHl実測図

2間× 3間 (束柱を持つ もの)-6棟 AH2・ 4、 BH4・ 5・ 7、 GH2

2間 × 3間 (束柱を持たないもの)-4棟 柏原北 CH2、 AH3、 FH4、 GH3

3問 × 3間 -2棟 柏原北 CHl、 IH2

5間 × 2間 -10棟 柏原北 CH3、 AH5、 BHl、 CHl、 EHl、

FHl・ 3、 IH5。 4・ 3

5間 × 3間 -2棟  AH6、 KHl

4間 ×3間以上 -1棟  LHl

以上 8種類に分類できる。東柱を持つ ものは 2間 ×2問あるいは 2間 × 3間に限られる。

O規模の分類 (図85)

建物の規模 (面積)について、上記間数の分類に従って比較できるグラフを作成した。およそ 3m2、

1坪程の差を基準に類別すると表 8の ごとく■に分けることができる。 2間 ×2間では、東柱をもたな

いものに規模の大きいH・ Ⅲがなく、 2間 ×3間では、逆に、東柱を持たないものに規模の小さいHが

ない。また、 2間 ×3間のものの中には、 5問 ×2間の規模に匹適するものも見られる。 5間 ×3間の

ものはいずれも5間×2間の規模の中に包括される。 3間 × 3間 も2間× 2問あるいは 2間 ×3間の規

模にほぼ等しい。なお、別表はグラフを表にかえたものである。
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図78.GHl実 測図

。方位の分類

建物の軸線方位は、建物が正四角形に復原できることが極めて少なく、別表に示した数値については

ある程度の誤差を考慮に入れなければならない。ともか く、方位による分類では、磁北に対 して東へお、

れる一群 と西へおゝれる一群 とに大別できる。東にふれる一群では、 N37° Eの KHl、 N23° Eの AH

5、 真北 (昭和45年 で磁北に対 して 6° 40′ 東の方向)に近か く、 N4° 30′ E～ N8° 30'Eの間に

集中する柏原北 CH3、 BHl、 BH5、 BH7、 FHl、 FH4、 GH2、  lH3、 磁 Hヒに近か く、
Nl° E～ N3° Eの間にあるAHl、 EHl、 FH3、 HHl、  IH2、 さらに、 N10° 30' Eの方

向にあるFH2の 5群に分けられる。

西にお、る一群では、磁北に近か く、 Nl° W～ NO° 30′ Wの BH4、 CHl、 N2° 30′
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図79.GH2.3実 測図

の柏原北 CHl、 AH2、 AH3、 BH2、 N6° W～ N8° Wの柏原北 CH4、 AH6、 BH3、 条

里方向 (N12° 30'W)に近かく、Nm° W～ N14° 30′ Wの柏原北 CH2、 BH6、 GH3、 IH5、

IH4、 N21° Wの AH4、 N29° Wの LHlの 6群に分けられる。ただし、これは、建物方位の密集

程度から分けたもので、必ずしも分類し得たものではない。グループ分けしたものの方位差は30分から

3度80分 までの粗密があり、各グループ間にも、大きくおゝれるものは別として、 1° 30′ ～ 3° の極め

て近い方位を示すものである。すなわち、建物方位は極めて不統一といわざるを得ず、他の分類項目と

総合させた上で再構成する必要がある。ただ、現存条里方向に一致、あるいは近似する一群、真北に近

い一群、磁北に近い一群、これらと大きくずれるもの等が方位分類の目安になるだろう。
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。柱間寸法による分類

建物の柱間寸法は、 lnか ら 2.9mの 間で、33通 りがある。こ測よ図面上の操作であるが、これを聞

数分類毎に見てい くと表 9の ようにまとめることができる。

なお、この中で、GH3、 柏原北 CHlに ついては、北側柱ア1の 2間の数値をとっている。以上の類

別の基準 |よ、柱間寸法が 2m以上のもの、 2m未満のもの、 2mの前後にまたがるもの、柱間寸法の差

の大きいものと小さいもの等によっている。これを建物規模 を加えてまとめると表10の ようになる。

すなわち、(I)2.lm以 上の大寸法で柱間を決めているもの、tI,2.lm以下の小寸法で柱間を決めてい

るもの、位0大小の両寸法を混在させているものに大別できる。同一関数のものの間では、当然ながら、

(I)の大寸法をとるものは規模が大きく、CIうの小寸法をとるものは規模が小さい。lIDの場合、 2間 × 3間

のBH5、 2間 × 5間 の FHl、 IH3・ 4、 柏原北 CH3等 は、大寸法が 1,7～ 2.3mの比較的短
い柱間が lヵ 所に見られ、その分他の箇所の寸法力Ⅵ さヽくなっており、むしろαI)に 入れるべきである。

4m
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図84. KHl. LHl実 測図
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面 積 2間 × 2間 2(3)× 3間 2(3)間× 5間

9.6～ 10.2 BH2・ BH3・ BH6

15。 6´ヤ17.8 柏原北CH4 BH5・ BH7・ IH2

H 20  -22.4 ▲Hl AH4・ BH4・ GH3。 GH2

Ⅳ 25,2‐V25.4 柏原北CHl IH3・ KHl

V 28。 7 EHl

Ⅵ 31.7-34.2 AH3・ FH4 柏原北CH3・ FHl・ FH3

Ⅷ 37.6-38,7 柏原北CH2・ AH2 AH5

Ⅷ 42.5 IH4

Ⅸ 48.4‐-49.3 AH6・ IH5

X 55.1 CHl

� 66 BHl

表 7.掘立柱建物跡関数別面積分類表

表 9.掘立柱建物跡関数別柱間寸法分類表

(単位 i m2)

間 数 柱間寸法 建 物 番 号

2間 × 2間

1.8× 2.2 柏原北CH 4

2.35 AHl

1.4X l.7 BH2・ BH3・ BH 6

2間 × 3間

2,1- 2.8 AH2・ AH3・ 柏原北CH 2・ FH 4

1.75-2.35 GH3

1.4～ 2.4 AH4・ BH4・ BH5・ BH7・ GH 2

3間 × 3間
1.75-2.25 柏原北CH l

1.25…ヤ 1.7 IH 2

5間 × 2間

1～ 2.3 柏原北CH 3・ IH 3

2.2～  2.9 BHl・ IH 5

1.6～  2.0 AH5・ FH 3

1.6～  2.2 FH l ・EH l

1.7～  2.7 IH 4

5間 × 3間
1.4～ 2.1 AH6

1.2-1.45 KHl

4間 × ? 1.2～  1.6 LHl

(単位 :m)
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関  数 建 物 名 1 l 1 1 1 l l l 2. 2 4 2 2 2.

2問 ×2間

柏原北
CH4 1 l 1

AHl

BH3 2 4 2

BH2 4 4

BH6 2 2

2間×3間

AH2 2 2 1

AH4 2 2 2

BH4 l 1 1 1

BH5 2 4 3 l

BH7 4 2 2 1 1

GH2 1 2 1 l 2 1

粕原北
CH2 2

AH3

FH4 2 4 2

GH3 1 4 l l

3間 ×3間

北

１

原
Ｈ
柏
Ｃ

3 3 1 3 1

IH2 1

5間×2間

柏原耳ヒ
CH3 1 2 3 1 l 1 l 1 1

AH5 2 8 4

BHl 1 2 l 1

CHl

EHl 1 2 2 1

FHl 1 3 1 1

FH3 2 5 2 1

IH3 l l 4 2 1 l

IH4 1 1 4 1

IH5 7

5間×3間

AH6 2 3 9

KHl 8 4

4間 × ? LHl 2 3 2 2

表 8 掘立柱建物跡柱問寸法計測値一覧表 (教字は関数 )
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柱 間 寸 法 Hl Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X �

2.2^, 2.8 2

2.2-2.35 1 1 1

2.1- 2.5 1

1,65- 2.4 1 1 1

1.4- 2.4 1 2 1 1

1,7～  2,7 1

1～  2.3 1 1

1.4～ 2.1 1 1 1

1,4^, 1,7 Ｏ
υ

1～  1.7 1

(単位 im)
表10.掘立柱建物跡柱間寸法分類規模別一覧表

また、 3間× 3間の柏原北 CHlで は1.75mの小寸法が lヵ 所で見られるのみで、他は 2m～ 2.25mで、

(I)の 大寸法に入れるべ きである。さらに、 2問 X3間 の AH4、 GH3・ 2等の場合、そのプランは方

形に近か く、従って、 2間側が大寸法、 3間側が小寸法である。規模は 2間× 2間の AHlに 極めて近

か く、(I)の大寸法の類 としてよい。 3間 × 5間のAH6に ついても、規模やプランは CHlや IH5に

近か く、小寸法は短辺の 3間に用いられているのであって、長辺の 5間はほぼ 2.lmで統一されている。

従って大寸法の(I)の類 とするのが良い。このように見てくると、(1)～ tI)の区別 も、柱間 2.lm以上の大

寸法を持つものと 2.lm以下の小寸法を持つものの 2類に大別できる。

間 数 大 寸 法 /」ヽ 寸 法

2間 × 2間 柏原北CH 4・ △Hl BH 2・ BH3・ BH6

2間 × 3間
柏原封ヒCH 2・ AH2・ AH3・ AH4

FH4・ GH2・ GH3

BH 4・ BH5・ BH7

3間 × 3間 柏原北CH l IH 2

2間 × 5問
AH6・ BHl・ CHl・ IH 5 本白原耳ヒCH 3・ AH5。 EHl・ FH l・ FH〔

IH 3・ IH 4・ KHl

表■.掘立柱建物跡柱間寸法分類関数別一覧表

。平面形の分類 (図85)

建物の長辺を 100に した場合の短辺の割合いを別表に示している。 2間 × 2間の場合、正方形である

ことを示す 100の ものとわずかに長方形 となる88、 94の ものとがある。 2間 × 3間では、62～ 66、 72、

80～ 81、 90～ 91、 98、 に細分できる。 3間 × 3間では63～ 67だけである。 5間 × 2間 では、36～ 39、 43

～46、 55、 66、 5間 × 3間では45と 66である。総 じて、90～ 100、 80～ 88、 72、 62～ 66、 55、 43～ 46、

36～ 39の 7類に分けることができる。各々の建物を連挙すると次の通 りである。
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間 数 90～ 100 80-ヤ 88 72 62´-66 55 43-46 36-39

2間 × 2間
AHⅢ  BH2・
BH3・ ォ白CH
4

BH6

2間 × 3間 AH4・ BH7 GH2・ GH3 BH4
AHZ・ AH3・
BH5o柏CH
2

3問 × 3間 ホ白CHl
IH2

2間 × 5間 柏CH3
AH5・ BH■・
GH■・FH3・
IH5

EHⅢ FHl
IH3・ IH4

3間 × 5間 KHl AH6

表12.掘立柱建物跡平面形分類関数別一覧表

これらを柱岡寸法の大小で分けると次のようになる。

表13.掘立柱建物跡平面形分類柱間寸法・関数別一覧表

図85。 掘立柱建物跡平面形比較図

ｍ

ｎ
Ｕ

平面形

とヒ  率

大 寸 法 /Jヽ 寸 法

2間 ×2間 2間 X3間 3間 X3間 2間 ×5間 3間 ×5間 2間 ×2間 2間×3間 3間 X3間 2間 ×5間 3間 ×5間

90～ 100 本白
CH4
AHl

AH4・
FH4

BH2・
BH3

80´ヤ88
GH2・
GH3 BH6

72 BH4 KHl

62-66 賀置チ
2・

AH3 ホ白CH BH5 IH2

55 ホ自CH3

43‐ヤ46
BHl・ C
Hl・ IH5
AH6 AH5・

FE3

36-39 H■・IH3
‐IH4

2(3)間 ×5間

2間 × 3間

3間 × 3間

2間 × 2間

-130-



すなわち、 2間 × 2間の建物で長方形プランとなるものは柱間小寸法のBH6に 限られる。 2問 × 3

間の建物では、正方形、長方形両プランとともに大小の寸法がある。 3間 × 3間の建物では、大小両寸

法があるが長方形プランに限られる。 2間 × 5間あるいは 3間 × 5間の建物では、短辺が長辺の約 2分

の 1以上になるものは小寸法に限られ、また約 3分の 1と なるものも月ヽ寸法に限られる。その中間に入

るものでは大小両寸法のものが見られる。さらに方位 を加えてみると次のようになる。

()は小寸法

表14.掘立柱建物跡方位分類平面形・柱間寸法別一覧表

以上、掘立柱建物跡について、関数、規模、方向、柱間寸法、平面形態等の項 目について分類 した。こ

れらを総合 して16種類の建物に区別す ることができた。特に、柱間寸法、平面形、方向が分類の基準に

なり、間数、規模については各種類の中に包括させた。これが時期差を示すものか、あるいは集落単位

を示すのか等については後章で再検討することとする。

Ⅲ.溝状遺構 (図 86)

濤状遺構については、特に各住居群単位では記述しない。また、濤状遺構と関連すると思われる他の

遺構についてはここに合せて記述する。濤状遺構については、網羅的に説明することを遊け、また、旧

河道状のものはここで取 り上げた。

柏原北 CMl  幅4.lm～ 6.7mの 東西濤。ほぼW一 Eの方向にある。大別 して 2度にわたる堆積が

見られる。最初は幅4.lm～ 6.7m、 深さ25Cm程の比較的幅広 くて浅い濤であって、この濤の堆積後、その

ほぼ中央に、幅0.7m～ 2.2mの新たな溝が形成される。この濤は東半分 が幅 70cm程であ り、西半分が

広がって 2m程 となっている。深さは29Cm程で、幅の広い西半分では、東半分 と同じ幅で 2段掘 りとな

っている。最深所には厚さ20cm程にわたって淡茶灰色の砂利層が形成されてお り、水流のあったことが

考えられる。

90～ 100 80-88 62-66 43´-46 36´ヤ39 ?

N37° E (KHl)

N23° E (AH5)

N10° 30′ E FH2

N4° 30′ ～8° こ
(bllイ )・

FH4 GH2 (BH5)
(本白
"ミ

ヨヒ
CH3)

BHl (FHl)
(IH3)

Nl° ～ 3° E AHl (IH2) (FH3) (EHl)

NO° 30′ ～lW (BH4) CHl

N2° 3σ ～ずW (BH2)
オ白C11■
AH2‐
AH3

N6° ～8° W (b且 3)

本白CH4

N ll° ～14° 30W (bl16)・

GH3
柏原司ヒCH
2

AH6 IH5 (IH4

N21° W AH4

N29° W LHl
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柏原北AMl  ヵ―ブしながら北東から南西にのびる。幅 lm～ 1.2mで、ゅるやかに西へ傾斜し
ている。深さ40Cm～45Cmで、溝底に10cm前後の河原石が見られる。堆積土は単純で、濤底には部分的に細

砂の堆積が認められる。

柏原北AM2・ 3  頭初 2条 と考えていたが、結果的には一条の濤である。ほぼW― Eの方向にあ
る。幅 3.8m～ 5.2mで、西側程幅が広い。やはり西傾する。この濤にも2度にわたる堆積が認められ

る。頭初の濤幅は不明だが、深さ45Cm程あり、埋土は単純である。この濤が埋った後、その北側肩部を

残して、幅3.lm～ 4.6mの濤が新たに掘られる。深さ40Cmで、そのほぼ中央に、幅70Cm程、深さ35Cn程

の濤が掘られ、 2段掘 りとなっている。一段目には 2層にわたる堆積上が認められ、多量の遺物を包含

している。下層は厚さ 8 cm程で、砂礫層であり、三段目が埋った後に水路として利用された可能性が強

い。 2段目は 4層の堆積層が認められる。上 3層はすべて砂層であり、最下層は厚さ 2 cm程で砂泥の堆

積が見られる。水路として利用されたと考えるなら、一段日の砂礫層の堆積まで、 4回にわたる水路面

が形成されていることになる。なお、この濤状遺構は、オ 1住居群の北端を画している。

AMl  東西濤で、その垂線は10度程西にお、れる。幅1.6m× 2.9m。 堆積層は上下 2層 に大別でき
る。下層は幅 1.6m～ 2.9mで、深さ0.88mである。深さ45cm～ 60cm程で、幅 1.4m程の 2段掘 りの濤が形

成される。この二段掘 り部分から上段にかけて礫の堆積があり、その上層に砂が堆積している。その上

層は、下層の北肩部を残し、南側肩部とほぼ一致して、幅2.04m、 深さ60Cmの濤となる。二段掘りとは

なっていない。上層でもやはり最深所に礫が堆積している。上下両層ともゆるやかに西側に傾斜してい

る。この濤はオ 1住居群の南端を画している。

AM5  磁北に対し45度程の方向で、ほぼ一直線にのびる。A T13や AH7・ 8等の柱穴を切 り込
んでいる。幅35Cm～ 45Cm、 深さ12Cm～ 15Cmで、高低差はほとんどない。横断面はU字形を呈している。埋

土は単純である。

AM6  AM5か ら派生するように、N23° Wの方向に走る。AM5に 切られる。深さ14Cm程で高
低差は少ない。横断面は皿状を呈する。埋土は単純である。

BMl  南東一北西に走る。幅 lm～ 1.2mであるが、南端部分は40Cmと 狭くなってぃる。深さ14
cm程で、埋土は単純である。

BM2  東西濤で、その垂線はN30° Wの方向にある。幅 2.2m～ 3.2mと 広狭があるが、濤底は
ほぼ一定している。深さ5∝m～5生mで、横断面は皿状を呈している。堆積土は流水を思わせるもので、濤

の西側に砂がたまり、中央の窪みに砂礫が堆積する。最後に、溝全体に礫石の堆積が認められるのであ

る。人工的ではなく、旧河川を思わせるが、泥上の沈積がなく、水の停滞は少なかったもののようであ

る。

C M17  幅 3.6m～ 4mで、ほぼ東一西に走る。掘 り方は三段掘りになっていて、最深所は南寄り
に走り、幅約 lmで、深さ1.19mを計る。二段目は幅約 2.3mで、深さ74Cm～ 84Cmでぁる。最上段は幅
3.6m～ 4mで、深さ31Cm～ 44cmを 計る。最深所には厚さ10Cm程にわたって植物遺体の堆積が認められ
る。三段日の深所に一部砂の堆積が認められるが、濤としては二段目までが埋った時′点で再度流水があ

ったようで、最上段の底所に、幅 2m程、厚さ15Cm程の砂の堆積が認められる。従って、下方二段目ま

でが第 1次の流路であり、最上段部分が第 2次流路として利用されていたことがうかがえる。

C M19  C M17よ りわずかに東によるが、ほIF並行する。幅0.8m～ 1.6mで、ほぼ直線的に走る。

深さ50cm程で、横断面はU字形に近い。
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C M13  二条の濤が重複している。北側に幅75cm～ 85cm、 深さ28cm～ 34cmの新しい濤が走る。濤内には、

上方に厚さ14cm程の炭化物を多量に含んだ堆積上があり、下方には礫石を含んだ上の堆積が見られる。

この濤に切られた状態で、その南イ貝」に幅lClcn～ 4∝mま で残る溝がある。lL4HJが不明であるが、深さ16Cm～ 25

cmま で計れる。埋上には焼土、炭化物、灰が多量に含まれている。 N4° Wの方向にある。

CM9  幅 1.4m程で、N10電 の方向にあり北端は完結している。深さ13cmtt。

CM8  やや弯曲するが、ほぼ南一北にのびる。幅は70Cm程でほぼ一定で、深さ29cm～ 40伽程で高低

差はない。濤底には厚さ5Cm～ 10cmの灰褐色の砂質上が堆積し、流水のあったことが考えられる。なお、

南端は完結している。

CM2  東西濤で、その垂線はN20■ にあり、直線的である。幅は lmでほぼ一定し、深さも44cm

程で高低差はない。埋土も単純である。

CMl  CM2と ほぼ並行する。幅2.6m～ 3.7mで、深さは18cm～ 21cnと 浅い。なお、CMl・ CM

2は第 2住居跡群の北端を界する。

D地区旧河道跡  D地 区の範囲内で、幅60mにわたって旧河道状の地形を呈す。DM■は、N1043

の方向に、幅10m以上にわたって、厚さ50Cm以上の礫石や砂の堆積が見られるもの。DM7、 DM9等

は北東―南西に走る小流路で、離合し、枝分れする。やはり、砂利や砂の堆積が見られるが、D Mllの

堆積後に形成された可能性が強い。DMlは 、その北側が沼沢地状の状況にあるが、礫層や砂層、粘質

土層等が互層に堆積する。幅5m～ 7m、 深さ 1.2m以上にわたる。この河道内には多量の遺物の包含が

認められた。その他、DM3、 DM5等 の小河道跡が幾条にも認められるが、DMlを 主として、その

堆積層から示されるように、何回もの氾濫により、幾条かの小河道が形成され、埋没し、このくりかえ

しによってできあがったものと考えてよい。

EM2・ EM3・ EM4  -力 所で交又する3条の溝状遺構で、EM4→ EM3→ EM2と いう古
→新の切 り合い関係がある。EM2は 幅1.53m、 深さ16cm程の規模で直線的である。横断面は皿状で、
3層に区別できる上の堆積が認められる。EM3は 、幅67cm～ 73cm、 深さ16cm～ 18cmで、 3～ 4層の堆

積が認められる。EM4は 幅1.14m～ 1.65m、 深さ36cm～ 48cmで、南側がやや深くなる。 4～ 6層の堆

積土が認められる。横断面は逆台形状で、他の 2条 と比べ深い。 3条 とも堆積上にさほどの相違がなく、

遺物の出土も極めて少ない。

EM5  EM4と 交叉し、EM4に切られる。幅1.44m～3.12mで、西寄りの幅が広い。深さは24cm～

27cm。 4～ 9層の堆積上が認められるが、基本的には 3層 であり、その中間の黒黄褐色土中に多量の瓦

類が包含され、10cm前後から20cm前後の河原石と混在していた。瓦類はほぼ水平堆積で、最大片で長さ

15cm程であって、小片が多い。

EM7  EM2～ 5の北側で、弯曲する濤。幅60Cm、 深さ35cm程で、埋土は単純である。

FM8  N 17Eの 方向にある南北濤。長さ 9.8mで、南側 3,lmは 幅20cmと 細いが、北側 6.7mは

幅80cmと 広い。深さは、28cm～ 52cmで、北寄りが浅くなっている。横断面□字形で、人工的な薄である。

この濤跡の東側、芯心で 1,7mの位置に、並行した柱穴列がある。 7基の柱穴列で、一辺45Cm～ 65Cmの方

形の掘 り方で、柱間は南より、1.65m xl.65m× 2.35m× 1.95m× 1.75m× 1,75mで、総延長11.lmを

計 り、北側の 2基が濤跡より外側へ出る。この柱穴列 (Sl)は 、 2.4m南側に位置するFHlの 東側

柱列の延長線上に乗るものであり、 3者の有機的な関連性を伺い得るものであるが、性格については明

らかでない。この柱穴列と滞跡との間に、N20■ とやや東による6基の柱穴列 (S2)ん 存ゞ在する。南
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端及び北端の柱穴が Slと ほぼ同じ位置にあり、柱間が南より、 2.4m× 2.Om× 2.25m× 2.5mx l

.6mで、長さ lo。 75mを計る。この柱穴列は、南 4.4mの位置にあり、FHlと重複するFH2の 東側

柱穴列と50Cm東側で並行する。柱穴は方形の掘り方で、規模はSlと 同じである。

HM2  横断面皿底状の東西濤であるが、西端で消滅している。幅 1.5m、 深さ38Cm程の規模であ

る。HTlを切 り込んでいる。
HM9  幅約90Cm、 深さ45cm程の横断面V字形の東西濤。 4層にわたる土砂の水平堆積が認められ

るが、このうち、上方より3層 目に、厚さ 8 Cm程の青灰色の砂層が認められる。濤底より14cm程の位置

である。

H M10  HM9の 北側 2.5m程のところで、並行する東西濤。幅1.65m、 深さ35cm程で鉢底状の横

断面形を呈す。 3層の堆積上が認められる。最下層は厚さ 8 cm程の細砂層、中層は砂礫層となっている。

H M15  幅 5m程、深さ60Cm程の濤跡。南北方向にある。HT6を切 り込んでいる。

KMl  東西濤。深さ45Cm程で、西傾している。幅は、一段掘りになっている部分で70Cm、 2段掘

りの部分で 1.6mを計る。この滞跡には、南北両濤側に杭列が残る。杭は、太いものは半裁、細いもの

は九太材で、直径 5 Cm程のものを使用している。腐蝕防止のため、いずれの杭も焼きを入れて使用して

いる。間隔は一定でないが、20cm～ 50Cm間隔で、濤下端に打ち込むものと濤傾斜面に打ち込むものとが

ある。また、 2本を近接した箇所に打ち込むものもある。濤内には 3層 にわたる砂質上の堆積が認めら

れるが、杭の先端は下方の 1層 目及至 2層 目までに残り、最上層に達するものは少ない。

LMl  東西濤。幅 3m程、深さ35Cm程で、やはりわずかに西傾している。横断面は、北側の幅1.8

m程が深くなる三段掘り状を呈し、この部分の南北両下端から肩部にかけて杭列が残っている。間隔は

20cm～ 50Cm程、近接して 2本を打ち込む等KMlと 同様である。上砂の堆積状況はKMlと 異り、大別

して 2回の堆積で、下層には濤幅いっぱいに、厚さ40Cm程の砂礫層が堆積し、杭の先端はこの層内に残

る。上層は、濃両側にシルトの堆積があって、その内側に幅 lm程、深さ30Cm程の濤状の凹部をつくり、

砂を堆積させていた。

以上が濤状遺構の主なものである。濤状遺構については、自然濤と人工溝に区別がきるが、後者で、

明瞭に水路として掘削されたと判断できるものは、柏原北 CMl、 柏原AM2。 3、 AMl、 C M17、

KMl、 LMlの 6条である。各々の距離関係は次のように示すことができる。
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距 離 等 分 値 濤 状 遺 構

180 90 柏原北AM2・ 3- AMl

203 101.5 柏原北CMl ― AMl

385 123.3 粕原北AM2・ 3- CM17

408 102 粕原北CMl ― CM17

876 109.5 CM17    - KMl

956 106.2 CM17    - LMl

1,081 108,1 AMl    ― KMl

1,161 105。 6 AMl    ― LMl

1,261 105.1 柏原北AM2・ 3- KMl

1,284 107 柏原北CMl ― KMl

1,341 103.2 柏原北AM2・ 3- LMl

1,364 104.9 柏原北CMl ― LMl

表15.滞状遺構間距離計測値一覧表  (単位
:m)

濤間の距離は、23m、 80m、 180m、 203m、 385m、 408m、 876m、 956m、 1081m、 1161m、 1284m、

1341m、 1364mの計14通 りを得ることができ、 100m以上の数値を等分してみた。

なお、23mは柏原北CMl⇔柏原北AM2・ 3、 80mは KMl⇔ LMlの 距離である。

現存条里遺構は一坪の長さ 360尺、約 109mであるが、これに近い数値は、溝幅等を考慮して、CM

17-KMlの 876m(lo9.5m)、 AMl― KMlの 1081m(lo8,lm)、 柏原北CMl― KMlの 12

84m(lo7 m)等がある。これら4条は、その延長線は現存条里水路とほぼ一致しており、条里水田開

発との関連が極めて深いものと考えられる。浪1量によって得られた数値は、 101.5～ 106.2mの ものが

あり、統一を欠くが、他の柏原北AM2。 3及びLMlか ら得られる隣り合うものの数値 (23m、 80m、
180m)に比較すれば、近似値といいうるであろう。柏原北A M2・ 3及びLMlについては、隣り合うもの

以外の関係では、柏原北AM2・ 3-C M17の 385m(123.3m)を 除けば、109mに近い数値を得ること

ができる。濤相互の編年ができれば、条里水田開発過程を知ることのできる可能性がうかがえる。

人工濤で注意すべきはAM3の 柱穴列 (FSl)と 並行関係にあるものであろう。これは掘立柱建物と
の関係をうかがわせるものである。建物と関連すると考えられる濤跡はFM3の みであるが、この部類

に入り得るものが他にも存在する可能性があるが、今回の調査では明らかにすることができなかった。

あるいは、瓦を多量に包含していたEM5等 は寺院との関連も考慮すべきかもしれないが、D地区旧河

道内や、昭和51年度に実施したほ場整備関係調査で、E地区の西側の小宇殿町で整地に伴うと考えられ

る瓦溜りの存在等を考えれば、直接寺院跡との関連を考慮する必要がなかろう。

その他の水路については、人工的なものか否かの判断のつけがたいものが多く、分類するのは適当で

ない。

自然濤については、その多くは旧河道であり、他のものについては、その成因を判断しかねる。旧河

道については、D地区からE地区にかけてのものが最も大きく、かつ、住居群を明瞭に界している。F

地区にも2条の旧河道,H地区の礫を堆積した旧河道等も住居群を界するものであって、旧河道の復原が

集落の単位を抽出し得る手段となる可能性が強い。
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        S lll・ 7m

柏原北CMl

柏原】ヒAM2.3.4

些112.4m

(柏原北CMl)
1.黒褐色土層

::網呈蓬層
4.暗黄褐色土層

(AMl)

(柏原ヨヒA M2・ 3・ 4)
1.暗褐色砂質土層(遺物包含 )
2.砂礫層
3.淡灰褐色砂層

1.淡黄褐色土層(遺物包含 )
2.淡灰褐色礫層及び砂質土層
3.灰褐色砂層
4.黄褐色礫層

113.lm

CW117

(C M17)

KMユ

1.暗灰褐色粘質土層
2.暗灰色砂層
3。 暗灰色粘質土層
4.ス クモ層

(KMl)
1.灰色及至淡黄褐色砂層
2.淡灰色粘質土層
(LMl,)
1.淡黄褐色砂層
2.灰色及至淡灰褐色粘質土層
3.砂礫層

114.4m

図86.濤状遺構断面土層実測図
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Ⅳ.墓  跡 (図 88・ 89)

ここでは、D地区とK地区で検出した明確に墓と判断できるもののみを扱う。他の可能性のあるもの

等については次のV.土拡の項で扱うこととしたい。

K地区  KMlを はさんで南北に各 1基を検出している。南のものを1号墓、北のものを2号墓と

する。ともにN36° 30'Eの方向にあり、約 3mの間隔をおいて並ぶ。

(1号墓) 長さ2.05m、 幅0.64cmのほぼ長方形プランを呈する墓拡を持つ。両短辺側の 2カ所で短

辺からほぼ等距離の位置に木質部の痕跡があった。木質部は墓拡を横断し、両長辺に達するもので、幅

7 cmで、小日材と考えられる。両小口材の間隔は 1.3mを 計る。墓拡底及び両長辺については明瞭な木

質部を検出していないので、木棺の存在は不明とせざるを得ない。また、天丼部の構造についても不明

である。副葬品はなかったが、南側の小日板にほぼ接して、須恵器杯身が 2点、外底部を上にして並べ

置かれていた。この 2点は東西に並べられたものであるが、南西側に傾斜した状態で出土している。な

お、墓城底に傾斜はない。

(2号墓) 長さ1,4m、 幅0.5m～ 0.56mと 南棺に比べて小規模である。各辺ともほぼ垂直の壁面を

構成している。

D地区  検出した墓球は 6基以上で、いずれも火葬墓で、人骨の細片の出上を見ている。およそ 2

00m2の範囲内に11基のピット群が集るが、 6基以外は判断しかねた。

(墓 1) 長径 1。 lm、 短径92cmのダ円形で、ほぼ垂直に掘 り込まれている。深さ20cm程が残る。全

体に褐色土が堆積し、これを掘り込んで、拡の西寄りに長さ35cm、 厚さ15Cm程の河原石が入れられてい

る。城の東寄 りには褐色上の上面に土師器の小片、河原石附近に瓦質の火合片があった。

(墓 2) 径1.3m～ 1.2mの不整円形で、深さ25m程が遺存している。拡内に灰褐色上が堆積してい

るが、これを掘り込む形で、拡のほぼ中央に、長さ40cm～ 2∝mの大小の河原石や割石が 4個、小礫が10数

個があった。整然とした状態ではない。

(墓 3) 長径 1.lm、 短径90Cmの グ円形の転で、城全体に褐色土が堆積し、その中央に掘 り込みが

あって、掘り込みの西寄りに長さ25cm、 厚さ20cm程の自然石がおかれている。

(墓 4) 径60cmの 円形で、深さ 5 Cm程の遺存状況である。南寄 りに片寄って土師器皿が重なり合っ

た状況で出土している。

(墓 5) 長径85cm、 短径60cmの グ円形プランで、横断面は皿状を呈している。焼土、炭化物、骨片

等を含んだ灰褐色上の堆積があり、その上面に、南寄りに 2個の石材が置かれていた。

(墓 6) 墓 2の東側に接するもので、径75cmの 円形プランを呈す。ほぼ垂直の掘 り方で、やはり、

堆積している灰褐色土を掘り込んだ状況で、拡の中央に窪みが認められる。しかし、石材はない。堆積

上の上面に、小礫とともに、瓦質の火合が出上している。これは、窪み部分にあって、窪みの埋土中よ

り出土している。

以上の 6基の墓は、墓 4・ 5を除いて、他の 4基はいずれも、垂直に掘 り込んだ城を一度埋め、新た

に横断面U字形の拡を掘り、大小の礫石を入れている点に共通性がうかがえる。この新たな城の埋土中

には、土器片とともに、骨粉、炭、灰等が混入している点も共通性がある。墓 5については、城は垂直

に掘られていないが、礫石があり、骨粉、焼土、炭等が混入した埋上であって、他の 4基にみる垂直な

掘り方を省略した形態とも見ることができる。墓 4と したものはこれら5基のものと異り、土師器皿を

埋め込んだ土粧である。墓かどうか考察する必要がある。
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V。 上  砿

規模の大小を問わず、住居跡、柱穴、濤状遺構等これまで述べてきたもの以外の上拡を扱う。ただし、

網羅的に述べることをさけ、特徴的なもののみに限定したい。また、Ⅳ.墓跡の項に含めるべきものもあ

るかもしれないが、各土拡の性格を考察し得たものについては、後章で再述することとする。

柏原北 CBP6  長径 2.lm、 短径 1.7mの ダ円形プランを持つ。深さ82cmで、拡底は中央がやや

深 くなる。壁面勾配が約70度程の掘 り方であるが、グ円形プランの長径に当る壁面、拡の東壁部分が平

面U字形に掘削されている。この部分の壁はわずかにオーバーハングした状態にあり、壁面の下部から

城底にかけて火を受けた様子が観察できる。また、この前面に灰の堆積が認められた。

土拡内の堆積土は15層 に区別できたが、大別すれば 3群にまとめることができる。すなわち、最上層

は他の上拡等に通有に認められる埋土で、分層できる中間層に上器等の遺物の包含層がある。最大の厚

さは45cmである。中層は責褐色系の土で、極めて地山に近い土層である。厚さ25Cm～ 4∝萌呈で、上層はこ

の堆積土の東側に及ばず、中層は土拡肩部に一部が出る。下層は土拡底に堆積するもので、淡褐色系の

もので、砂粒及至砂質の上である。以上の堆積層にみる3群は、各々性格の異るものであることは判然

としている。最下層は砂粒及至砂質上の堆積で、土拡の埋没前に降雨等による自然堆積を思わせるもの

である。上層は、土拡の埋没後に生じた窪みに、土器片とともに埋め込まれた状況を示す。問題は中間

層で、発掘過程で、その上面が上拡底を形成するものと思われた程地山に近い色調、土質を示している。

最下層の堆積土の質から見れば、土拡上部が空いていたとは考え難い。また、砂粒層の堆積が、U字形

に掘られた拡壁側で、拡壁の中程以上の位置から見られ、U‐字形の部分から流れ落ちた状況を示してい

る。こうした状況を考慮すれば、中間層は土拡の上部、すなわち天丼部を構成していたものではないか

と推察されよう。復原すれば、土j/Aに天丼を設け、城壁の一部を外側に掘 り窪めて煙り出し部分とする

構造が考えられる。すなわち、竪穴式住居跡のカマ ドの構造に極めて近似したものが考えられる。

柏原北CBP4  柏原北CBP6と 同じ構造を持つものである。長径1.85m、 短径1.75mで円形に

近い。ほぼ垂直に近い掘り方で、深さ70cmを計る。南西部分がやはり外側に張り出して、平面U字形に

掘 り込まれ、この部分の城壁の下部が火を受けている。また、この部分の拡壁下端から拡底の広い範囲

に炭と灰の層が広がっている。CBP4で は、城底の中央径 lm程の範囲が、極めて固くしまっており、

人足により踏みしめられた様子が観察できた。CBP6で は観察できなかったが、土城底に入って作業
が行われていたことを示す。調査過程の都合もあって堆積上の図面を作成し得なかったが、観察結果か

らはCBP6と 同様の堆積層を形成していることが半J明 している。なお、この上城は柏原北CT5を切

り込んでいる。またCBP6の 北側 4mの位置にある。

柏原北 C B P10  柏原北CH3の 西側に位置する。径1.55mの 円形プランを持つ。西側の一部が一

段高くデラス状になるが、最深25Cmで尖底の横断面形を呈す。テラス部分より上方に、北側より順次堆

積した 3層の土層が認められるが、この最下層部分に、土器類が良好な状態で包含されていた。須恵器

杯身、土師器皿、甕等で、デラス底部の上方から、土拡中央、南東方向に向って、流れ込んだように出

上している。

ABPl  長さ3mの不整形な土砿で極めて浅い。弥生式上器片が散乱している。
A P13  径50cmの 円形プランのピット。ピットのほぼ中央に、黒色土器坑、灰釉陶器杯が正位置で

重なり合って出土した。ほぼ水平位置にあり、上下 3重になる部分がある。なお、ピットの深さは10Cm

程である。
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B P 207  長径72cm、 短径45Cmの南北に長いダ円形プランのピット。深さ17cmで、埋土中に焼土、

炭、灰等が混入している。また、ピットの中央に長さ21cmの 石材が短径方向にあり、その南北両側に土

師器甕、皿が比較的良好な状態で出土した。南側には土師器の皿が三枚重ねに、裏表になって出土 し、

北側では甕片とともに皿が裏向きの状態で出土している。石材は西から東へやや傾 くが、土器類は北側

のものがピットの中央に向かってやや傾向き、南側のものはほぼ水平位置にある。

C P 215  CT5の 西側にある。長径50cm、 短径40cmのダ円形プランで、須恵器を身とし、灰釉陶

器の杯 を蓋 とした状態で出土 している。

C P 308  84cm× 69cmの 菱形状のピットで、深さ23cmま で残っている。ピットの底部から、須恵器

の無高台の杯 2片 とその間に須恵器の蓋の破片が出上している。

C B P20  CM8に切 られ、凱存で 1.4m xl.45mの方形に近い土拡で、その東側が40cmと 深 く、

西側半分は10om程 となっている。西側の段の部分に、その底面から須恵器の杯 と皿、東側の深い部分に、

埋上の上方部から須恵器杯 と皿が出土している。

C P21  長径 8.8m、 短径 4.2mの長ダ円形で東西に長い。東側 3分の 1程が深さ 7 Cm程浅 く段状

となり、西側は13cmと 深 く、横断面皿状である。段の肩部に長さ15cm、 厚さ 4 cm程の河原石があり、そ

の附近に須恵器杯、蓋等が集っている。

C P51  長径85cm、 短径70cmの 三角形状のピットで、北東部に長径32cm、 短径25cmのグ円形の深さ

4 cm程の転が穿たれている。南端には土師器羽釜があった。

CM9内 ピット  CM9の 濤底で検出したピットで、径24cmの 円形ピットで、深さ17Cmあ る。この

ピット内から須恵器の高杯が斜めになった状態で出土している。

C P150  径%Cm～ 3∝mの円形のピットで、深さが20cm程あるが、その底部から土師器の皿がお、せ ら

れた状態で出上 している。

C P169  ほぼ垂直に掘 り込まれた不整形な平面形を持つピットであるが、その北端の城底より上

師器皿が正位置で出上 している。

FBPl  F T12を 切 り込んでいる土拡で、 2.4m× 1.7mの 南北に長い長方形プランを持つ。深

さ95Cmで、横断面口字形を呈 している。埋土の上面で、北西部寄 りに、45Cm× 21cm、 厚さ19Cmの礫石が

置かれ、城底からは、北東寄 りの部分から土師器の高杯、南西部寄 りから鉄刀子が出土している。

F P 151   1.9mX l,lmの ダ円形プラン。長さで20cm～ 6 cmの 大小の礫石が多数散在している。す

べて転底にあり、重なり合 うことは少ない。また、埋土中に焼土 も混入している。

GBP6  径1,95m程の不整円形の土城。深さ50cm程であるが、南側半分がさらに深 くな り、67Cm

を計る。須恵器杯、土師器皿、杯、甕等比較的多くの上器類を出上している。

E地区焼土転 I～Ⅲ (図90)  いずれも、長径 0,8m、 短径0.5mのダ円形でや広の周囲が赤褐色に焼

け、城内に焼上、炭化物、灰等が堆積していた。深さがわずかに10Cmと 極めて浅く、堆積の層序はない。

横縦・横断とも浅い皿状で、拡底に高低差はない。城内堆積層には遺物は皆無であり、時期は不明であ

る。ただ、焼土城 Iの西端にE P32があった。焼土城の性格や本来の構造が不明確なため、関連するピ

ットであるかどうか判断しかねているが、焼土城西端を切 り、径40cm、 深さ30cmの円形プランを持つも

ので、焼土城上側に、平瓦を立てて置いている。焼土拡が火を受けているのに対し、この平瓦に火を受

けた様子は観察できなかった。焼土城の性格は不明であるが、第 3住居跡群の南端にあって、その南側

に広がる旧河道跡等からフイゴの羽口やルツボ、鉄斜等が出上しており、これら遺物類との関連のある
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施設ではないかと推察される。

以上は、極めて多数の上拡等のうち、遺物が比較的良好な状態で出上したものを中心に取 り上げてい

る。住居群と直接関連すると考えられるものは、柏原北CBP6と 4の 2基である。両者は同じ施設で

あって、竪穴式住居跡のカマ ドの構造に近似するところから、これに類した用途の想定されるものであ

る。また、集落を構成する一施設と考えられるものはE区焼土拡 I～Ⅲであろう。ともに、拡底は火を

受けて焼けていること、周辺からフイゴの羽口や鉄鉾等が出上している事等から、小鍛冶等の施設が考

えられる。Ⅳ.墓跡の項に含めて良いものはC P 125と FBPlで あろうか。 C P 125の 上器類は蔵骨器

と考え得るであろうし、FBPlで は、埋土上面の石材は墓標的なもの、城底の高杯、刀子は供献品と

することが可能である。 C P 150や C P 169は土師器の皿が城底におかれたものである。Ⅳ.墓跡の項の

D地区墓 4と は性格を異にするものであろうか。A P13では灰釉陶器、B P 207では土師器皿が重なり

合って出上しているが、これらとも比較検討を要する。

b l14m

III    H     I

4m

図90.E区焼土 1/A‐ I～ Ⅲ実測図 (ア ミは焼土面 )

ヽゞ

- 143-



第二節 遺

第一 項  遺 物 の分 類

出土遺物の大半は土器類である。その他に、鉄製品、石製品、土製品、木製品等が少数ながら出土し、

また瓦類もある。出土遺物の大半は竪穴式住居跡からであり、次いで、濤状遺構、土城等からである。

また、遺構検出時に出上したものも数多い。掘立柱建物跡から出土するものは極めて少ない。この項で

は、竪穴式住居跡出土遺物を中心に、遺物の出土状況を述べる。

竪穴式住居跡からの出土遺物としては、須恵器、土師器、施釉陶器、黒色土器等の土器類、紡錘車、

釘、刀子等の鉄製品、カマ ドの構築材料としての瓦等がある。須恵器類には、杯、杯蓋が大半であり、

その他に、壺類、甕類、鉢類、平瓶、蕗 、高杯、皿等がある。このうち、壷、甕、皿類がやや多く、平

瓶、高杯、睦 等は極めて少ない。杯身、杯蓋が大半を占めるが、杯身にも高台を付けるものと付けない

ものがあり、高台を付けないものにも、日緑部に受部を持つもの、単純に外反するもの、日縁部に特徴

を持つもの等の形態差がある。これに法量の差や同一法量での器高の差等を加えていけば、竪穴式住居

跡から出土する土器類の器種構成は極めてバラエティーに富んだものとなる。このことは土師器等他の

上器類についても同様であるので、以下に、器種別に、基本的な組み合せ関係を抽出し、次項の住居跡

別の出土状況の前書きとすることとする。

I.須 恵 器

須恵器類には杯身、杯蓋、壺、甕、平瓶、盟 、高杯、皿等がある。まず杯身であるが、大別すれば高

台の付 くものと付かないものとに分けられるが、法量差等によりさらに細別できる。最初に高台付杯身

から述べる。

(高台付杯 (杯 A類、図 165))

1基の竪穴式住居跡からの複数個の全形の知れる高台付杯について、高さ (器高二高台の高さ)を縦

軸、口径を横軸に取り、これに日径指数 (=(高さ■口径)× 100)を実線で示した。順次説明してい

くと、AT3で は、日径指数が25以下で小さいもののみ、すなわち口径に比べて高さの極めて低いもの
のみで、法量に大・中・小がある。高さを変化させず、日径を小さくして法量を変えたものが 3点であ

る。

AT4で は、法量、日径指数とも極めて近似したものである。
BT2で は口径指数の極めて月ヽさい 2点であるが、日径を変化させず、高さを異にして法量を変える
ものである。

BT8か らは12′点もの高台付き杯が出上している。日径指数が大きく、法量の小さい一群 (19～ 21、
25)、 日径指数が小さく、法量も小さいもの (23・ 24・ 26)、 日径指数が小さく、法量の大きいもの (

18)、 日径指数、法量とも大きいもの (14～ 17)の 4類に分けることができる。

BT9で は 2点だけであるが、法量、日径指数とも同じものである。
CT6の 5点では、いずれにも口径指数は近似するものであるが、法量に大小の 2類がある。
CT■の 5点では、法量に大小の 2類があるが、法量の小さいグループの 3点はいずれも口径指数が

大きく異なり、従って 4類に分けることが可能である。
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番 号 口 径 高  さ 器 高 口個封旨郷 分  類

AT2- 24 13.8 24.6 C3

AT3- Ｃ

ｄ

ｄ

AT4- ６

７

８

１０

AT5- 24 13.1 3.5 23.7 b 3

A T13- 12 105 27 22.9 b 4

BTl- 1 10.6 3.7 33.0 b 2

BT2- 14.3
14.3

3.0
3.6
17.5
21.0

BT8 ・４

・５

・６

・７

・８

・９

２０

２．

２３

２４

２５

２６

一 15。 3
16.6
15.3
15.5
14.4
11.5
11.0
11.0
12.7
11,9
10.8
12.6

4.7
5.0
5.0
4.8
3.8
3.6
3,7
3.4
3.4
3.3
3.6
3.6

5。 1

5.6
5.5
5.3
4.3
3.9
4.0
3.7
3.7
3.5
3,9
4.0

30.7
30.1
32 7
31.0
26.4
31.3
33.6
30 9
26.8
27.7
33 8
28,6

BT9- 12.2
12.7

3.8
3.8

31.1
29。 9

CT6- 36
3.5
3.5
3.7
44
4.8

3.9
3.9
4,0
4.0
5.2
52

CT■― ３０

３６

２４

２９

８０

C T12- 123
12.4

3.5
33

3.8
3.9
28.5
23.0

C T13- 11 7
11.8
14.6

FT6- 2 14.8 25。 7 c 3

F T25- 14.4
15.7
34
4.1

4.3
5.0
23.6
26.1

GTl- 1 12,0 29 2 b 2

GT7- 1 14 2 4.6 52 32.4 c 2

GT8- 12 15.2 3.3 21,7 c 3

GT9- 1 12 6 25.4 b 3

G Tll- 30 16.4 37 22 6 c 3

IT5-25 15.4 68 39.0 C  l

IT6- 4 12.5 3.6 26 4 b 3

IT9- ■ 16.4 4.0 24,4 c 8

柏北 T3-9 148 29.7 c 2

ホ白】ヒT7-6 14.5 21.4 c 3

柏北T9-19 160 27.5 c 2

(杯 A) 単位 :伽 (杯 B)

表16.竪穴式住居跡出土杯 A・ 杯 B計浪I値一覧表

単位 :効

番 号 口 径 器 一局 日径指数 分 類

AT2- 7 34.3

AT4- 12
13
14
15

A T13- 12.3 26.8 b

A T14- 20 13.0 26.9

BTl一

BT2- 3.9
3.4
2.9
3.8

BT8-

BT9- 13.3
12.2

3.2
3.6

24.1
29.5

B T10- 7 12 7 30.8 b

CTl- 5 12.2 3.6 29 5 b

CT5- 22 9.9 38.4

CT8- 8 11.8 24.6

C Tll- 31 12.2 2,9 23.8

FT4- 7
8
9

41.2
28 6
29,1

FT5- 9.9
10.6

3,7
3.0

37.4
28 3

F T10- 1 159 3.8 31.3

FT■ ―

F T12- 11.4
11 9

3.5
3.0

30 7
25.2

F T13- 12 31.2

F T14- 9,7
9.7

3.3
3.6

F T16- 12.1
14.5

3.5
2.7

18.6
29.5

F T21- 20 45.6

F T25- 9.5
12.5

2.7
4.0

28.4
32.0

GT3- 11.6
11.3
10.3
11.8

3.7
3.8
4.3
3.4

31.9
83.6
41.7
28.8

GT5- 19 12.7 24.4 b

GT8- 18 12.0 38.3 も

GT9- 3 11.3 36.3 b

G T10- 21 10.6 29.2 b

IT7- 7 18.5 35 18,9

I T10- 9.0 3.5 38.9

本白ヨヒT3-8 11 5 31.3 b

ホ自司ヒT10-20 11.5 30.4 b
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C T13は 法量に大小の 2類があり、小規模なものに口径指数の異るものがある。

F T25は いずれも口径↓旨数の小さいものであるが、法量に大小の差がある。

以上の複数個の高台付杯を出土した竪穴式住居跡では、法量と口径指数によって、 1～ 4類のセット

を持っていることになる。これらを 1つのグラフにしたもので見ると、日径10。 8cm～ 13。 3cm、器高4.2cm～

3 cmの規模の小さいもの、口径14.3cm～ 16.6Cm、器高2.5cm～ 5cmの大きいもの、日径17.lcm～ 18.6cm、器高

3.5Cn～ 3.6cmの極めて大規模なものの 3種類の法量差がある。法量について、これらよりさらに小さい

ものがあるので、とりあえずここでは珂ヽさいものよりb、 c、 dの各類を設ける。さて、これをさらに

口径指数で見ると、 b類で36以上 (b-2)、 34～ 29(b-3)、 29～ 25(b-4)の 3類があり、 c

類で29～ 33(c-1)、 25～ 24(c-2)、 21～ 18(c-3)の 3類、 d類では21～ 19(d-1)の 1
種があり、計 7類に分類できる。全形の知れるものが単数個出土している他の住居跡例についても、グ

ラフで見る通り、大半がこの 7類の中に包括される。ただ、A T13の ものは、日径指数が23で法量も州ヽ

さく、 C類に新たに C-4を加えることができる。また I T25の ものは日径↓旨数が39と極めて大きく、
b-1を新たに力「えなければならない。従って、計 9類 を設定できる。なお、 b類より法量の小さなも
のは、全形を知れるものでは竪穴式住居跡からは出土していない。

(無高台杯 (杯 B～ F、 図 166))

高台の付かない杯類には、口縁部に受部を持つものや口縁部が変化して特徴のあるもの等があるが、

ここではまず、日縁部が単純に開くものを杯 Bと して取り上げる。杯 Bについても、杯 Aと 同様に口径、

器高、日径指数を示すグラフを作成した。

(1)杯 B

杯 Aと 同様に複数個出土している住居跡毎に比較してみる。

AT4で イよ4点に全形を知ることができるが、日径指数は30。 33と 22・ 23の低いものとがあり、各々

に法量の相違が見られるが、特に口径指数の大きいものに顕著である。

BTlの 4点は、いずれも口径指数が29～ 32と近似している。法量のうえで大小の 2類が見られる。
BT2の 4点は、日径指数、法量とも異るものである。
BT8は 法量はほとんど同じだが、日径指数に30の ものと25。 26の小さいものとがある。
BT9の 2点 も法量に大差ないが、 日径指数に30と 24の大/1ヽがある。
CT7は法量が小さく、口径指数の大きいものと両者とも大きいものとに分かれる。
FT4の ものは口径才旨数が41と 極めて高いものと29の ものとに分かれる。
FT5も 日径指数の大小で区別できる。
F Tllの 3点はいずれも口径↓旨数が異る。

F T12も 日径↓旨数の大小で区別できる。

F T14の 2点は法量、日径指数とも近似している。

F T16の 2点は法量、日径↓旨数の大小で区別できる。

F T25の 2点は、 回径指数は29、 32と 近似するが、 法量に大/1ヽがある。

GT3は法量に大差はなく、日径指数が42と 大きいものと29～ 34の ものとに区房1できる。
以上から、杯 Bも 一住居跡から2～ 4類に区別する形態のものの出上していることが知れる。これら

を住居跡相互で比較したが、極めて多様で、杯Aほ ど各時期を通じた区別は困難である。住居跡の時期

差に基く可能性が大きい。日径規模では13cm以上、10Cm以上13cm未満、10Cm未満の 3類に大別できるが、
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日径指数の点で特に区別 しがたい。なお、単独出上のものについてもほとんど重複して くるが、 F T21

出上のものに、口径↓旨数が46と 極めて高 く、同様に42と 高いGT3の ものに比べて、法量の小さいもの

がある。また、日径指数が19で、他に類例があるが、口径が18.5Cmと 法量の極めて大きいものが IT7

から出上している。

(2)杯 C

有蓋で、日縁部に受部を持つ もので、柏原北 CT7、 AT2、 FT4、 F T14、 GT6、 HT7、 I

T15、 I Tllの各住居跡から出土している。これはすでに知 られているように時期的に下限のあるもの

で、これ自体類別はできない。

(3)杯 D

口縁部が外側へ屈折 し、外弯しながら斜上方へ開 く特異な形態のもので、A T13と F T25か ら出土 し

ている。量的に極めて少ない。

(4)杯 E

ATlか ら 1点のみ出土しているもので、日縁部が屈曲して真直 ぐに立ち上 り、やや外反するもので

ある。

(5)杯 F

FT4か ら 1点のみ出土している。杯 Cに似た日縁部であるが、日縁端部を折 り曲げ、その菩卜分を内

側へ小さくつまみ出した様な状況にある。

(蓋 (図 168))

蓋には、杯 Cと セットになるツマ ミを持たないもの (蓋 A)、 杯 Aや Bと セットになるツマ ミを持つ

ものとがあり、後者はさらに、口縁部にかえりを持つ もの (蓋 B)と 持たないもの (蓋 C)と がある。

蓋も杯類 と同様に極めて多量に住居跡から出土している。蓋の場合、杯類 とセットになるのであるが、

杯ほどの用途、形態差は生 じてこない。従って、杯 Aや Bと 同様に 1住居跡内での口径を比較すること

によって、蓋のセット関係がでてこよう。強いては杯類 とのセット関係 も生 じてこよう。なお、壷類の

蓋 もあり、その他のものを蓋 Dと する。

(1)蓋 A

A T13、 BT5・ 6、 CT6、 F T13・ 14・ 25、 GT4・ 5。 9・ 10、 IT4・ 5の 14住居跡から出

土 している。杯 Cと も出土しているのは F T14と IT5の 2基のみである。日径は、同心円復原したも

のをも含めて、9.7cm～ 11,8Cmで、いずれも小ぶ りである。時期的な差による形態差がある。

(2)蓋 B

大冴1す ると口径が1lcm未満 と以上のものとに分けることができる。1lcm未満のものは、 9 Cm以上1lcm

未満の間に納まる。これは、1lcm以上のものとの間において、これに対応する杯類の容量の差 を示すが、

一住居跡内のセット関係を示す ものではなく、時期差を示す ものである。■cm以上のものについては、

大別すれば、11.4cm～ 14.lcmの ものと、16.4cm～ 18.6cmの ものとの大小 2類に区別できる。一住居跡に複数

個出土しているものについては、 G T10で、日径11.4cmの ものと16.6Cm～ 18.6Cmの ものとの大 rJ、 2類があ

り、杯類に対応する蓋類のセットが考えられるところであるが、他の例では、F T25が 11.8cm～ 14.lcm、

GT9が 12.2cm～ 13.4Cmと大差がなく、出土状況だけからは杯身に対応する蓋類のセット、すなわち分類

をすることはむつかしい。一応、1lcm未満を a、 11.4cm～ 14.lcmを b、 16.4cm～ 18.6cmを cと 区別 してお く。

この区丹1は 、杯 Aについて区別した、 a、 b、 cあ るいは dに対応する。また、杯 Bに ついても同様に

-147-



対応する。ただし、同一住居跡内において、事実対応したセット関係にあるか否かは次項でイ固別のセッ

ト関係を述べる際に明確になるので、ここではこうした区別が可能であることを指摘 してお く。

(0蓋 C

天丼部にツマ ミが付 き、口縁部にかえりを持たないものである。複数個 を出上している竪穴式住居跡

毎に見ていくこととする。

柏原北 CT9は 日径 1lCmと 15cm～ 16.6cmの大小2類、柏娠謂ヒC T7は 14cm～ 15.lCmの 1種類、AT3は 14

.2cm、 16.2cm、 18.4cmの 3種類、AT4は ■ .6cmと 12.6Cm～ 13cmの 2種類、A T13は 12.3Cm、 14.7Cm、 18

,4cm～ 19cmの 3種類、BTlは 1lcm～ 12.9Cmの 1種類、 BT2は 12.4cm、 14.8cm～ 15.5cm、 17.4cmの 3

種類、BT8は ■ .5cm～ 13.2cmと 18cm～ 18.2cmの 大小 2類、 B T10は 12,4cmと 15cm～ 15,8cmの 2種類、

CTlは 11.8cmと 14.8cmの 2種類、 CT5は 14.6cm～ 16Cmの 1種類、 CT6は 12.lcm～ 12.4cmと 15.6cm

～16.4cmの 2種類、 C Tllは 13.3 Cn～ 13.7 cmの 1種類、 C T13も 12.7cm～ 12.8cmの 1種類、 F T10は

14.9cm～ 15.6cmの 1種類、 FT6は 14.9cm～ 15cmと 19,9cm～ 21.2cmの 2種類、 HT2は 11,9Cm～ 12.5cm

の 2種類、 HT6は 12.3cm～ 12.8cmと 17.4cmの 2種類。

以上のように、蓋は各住居かとも1～ 3種類の大小のセットを持っている。全体的に見れば日径19,9cm

～21.2cmの 超大型品、17Cm以上190m以下、16.6cm～ 14cm、 13.3cm～ 1lcm、 9。 9Cmの 5種類に分けることがで

きる。一応、規模の大きいものからa・ boc・ d・ eと 類別する。この類別では、特に、 c・ d類の

中にあって、個々の住居跡内では、AT3、 AT4の ように、さらに大小 2類に分ける必要のあるもの

も存在することになるが、AT3ではいずれも同心円復原したもので、むしろいずれもc類 とすべきか

もしれない。AT3では大小 2類が存在する。この規模は、 e、 d、 c、 bがそれぞれ、杯A及び杯 B

の a、 b、 c、 dの規模に対応する。しかし、蓋Cの a類は日径20cmを超す大型品であり、杯A・ Bに

はこれに対応する規模のものはなく、あるいは皿類とセットを構成するものであろうか。

(4)蓋 D

杯類に対応するもの以外で、竪穴式住居跡ではBT8か ら 1点出上している。口径 6.5cmで、短頸壺

の蓋となるものであろう。

(皿 (図 167))

皿類には、口径指数15～ 17のやや深いものと9の浅いもの、また、12～ 13と その中間のものとがある。

法量は、日径で13.6Cm～ 17.6Cmと さほど大差ない。ただ、GT9の 1点は、同心円復原であるが19.5Cmを

計る大型品である。従って、皿類は口径指数で a～ c類に区別する。BT2・ 8ではともに a類、CT

6。 ■ではともに a・ b・ cの各種がある。 1点のみ出上している他の住居跡においても各種のものが

ある。

(そ の他須恵器 )

壺・甕 。鉢・平瓶・高杯がある。壺、甕類にはいくつかのタイプがあるが、出土量が少な
いので次項

で述べることとする。個々の住居跡からも1～ 2点程度で、セット関係を見ることはむつかしいが、A

T2か ら壷、平瓶、甕、高杯があり、鉢と甕 (BT9)、 鉢と壷 (GT8)、 壷と甕 (F T12)等 を共

伴しているものもある。

H.土 師 器

土師器類は、甕・鍋・鉢・婉・皿・高杯がある。蓋・高lThは極めて少なく、筑・皿類もさほど多くな
い。

鍋・鉢も出土量は少なく、大半が甕類である。甕類には、球体の胴部をもつ甕 A、 球体の胴部に把手の

-148-



付 く甕 B、 長胴の甕 Cに分かれる。甕 B、 甕 Cは ともに煮沸用であって、規模等に大差ないが、甕 Aは

容量に大きな差があり、用途により区別されていた可能性がある。形態差は除いて、容量差について類

別しておく。全形の知れるものが少ないので、口径で比較する。口縁部の外反程度で、日径数値 と容量

とは比例しないが、およそ22cm前後の大型品、16Cn前後の中型品、13cm前後の小型品に分けることがで

き、さらに日径29.5cm及び 7.lCmの極端に規模の異るものとがある。13cm前後を a、 16cm前後を b、 22

Cm前後をcと し、 7.lCmの ものを a一 a、 29.5cmの ものを c一 cと しておく。

Ⅲ.灰和陶器

)宛、皿類があり、BT9か らは坑、皿、段皿とが出土している。

Ⅳ.緑和陶器

BT2の 坑のみである。

V.黒色土器

坑、甕類で、甕類には大小がある。

Ⅵ。そ の 他

土製品として土錘、鉄製品に、紡錘車、釘、刀子がある。

以上、須恵器、土師器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器、その他について、竪穴式住居跡出土品をも

とに、器種構成を行った。須恵器類においては、杯類に法量、形態の差異によって、供膳用途の差異が

あつた可能性があると考えて細分し、蓋類も杯類に対応させて細分した。土師器においては、球体の胴

部を持つ甕 Aに 、容量差による用途の違いを考え、やはり細分しておいた。次項の各遺構の出土品の説

明は、上記の分類に従って記述していくこととする。上記以外の形態、整形、成形等の差異は時期差を

示す可能性があるので、必要に応じて記述する。

第 二項  遺 物 の 出土状 況

この項は、前項の遺物の分類を基礎に、各遺構の出土品、特に土器類を中心に、その器種構成につい

て記述する。

I.竪穴式住居跡

粕原北CTl(図 91) 須恵器杯 A、 土師器甕 C、 灰釉陶器坑が出上している。いずれも小片で埋

土中のもののみで、出土状況は不良である。

柏原北CT2(図 91) 埋土中からの小片のみで、出土状況は不良である。須恵器蓋 C、 平瓶、土

師器甕Aがある。蓋 Cは大型の C類、甕 Aも大型の c類である。

柏原北CT3(図 91)  カマ ド部分から須恵器杯 B、 土師器甕 C、 住居跡床面部分から須恵器杯 A、

蓋 Cが出上している。杯 Bは b類、蓋 Cは d類で、規模の上でセヽィト関係を考えることができる。杯A

は大型で深い c-2類のものである。
柏原北CT4(図 91) 土師器甕 Cのみである。
柏原北CT5(図 91) 須恵器蓋 C類がある。 c類の規模を持つ。
柏原北CT6(図 91)  図示し得るものの遺物を出上していない。            ‐

柏原北CT7(図 92) 第 1住居跡群内では最も豊富に遺物を出上している。出土土器類の中に須

恵器杯 Aがあるが、他の出土遺物からみて混入品と考えられ、除くことができる。須恵器では、蓋 B、
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蓋 Cと が共伴する。蓋 Cは 2点図示したが、ともに c類であり、蓋 Bも 同様の規模をもつ。杯はAのみ

で、 1点は c-3類で口径の割に浅いもの、他は底部のみであるが、 c-1あ るいは c-2類 に入ると

考えられる深くて容量の大きいものである。杯 Aの うちc-3類のものと蓋とはセット関係を考えるこ

とができる。他の須恵器類には、花瓶型になるかと思われる小型壺、日径24.5cmを 計る大型の鉢がある。

土師器類は、甕 A・ BoC、 鍋、鉢、魂等がある。甕 Aは c類の3点であるが、口径23.6c血～24.5cmの

2点 と20.4cmの 1点 とは区別すべき規模のもので、 c類 を細分する。甕Bと したものは把手部分が欠損

しているが、胴部が日径を凌駕しており、球体の胴部を持つものと考えられ、その規模から把手を付け

たものと思われる。甕 Cは 3点図示したが、うち 2点は、頸部の径に大差なく、従って容量に差がない

と考えられるが、他の 1点は頸部径17Cmと やや小型である。鍋は口径31.8cmの大型品、鉢は復原できな

かった。坑は 3点あるが、日径14.2cm、 器高 3 Cmの もの、日径17.8om、 器高 4.3cmの もの、高台を付け、

口径16.6cm、 器高 3.4cmの ものといずれも形態を異にしている。

柏原北CT9(図 91) 須恵器蓋 C、 杯 A、 土師器甕 Cがある。蓋 Cは d類 とc類、杯 Aは c-2

類とb類 とがある。蓋 Cの c類 と杯 Aの c-2類 とはセットとなるが、蓋 Cの d類 と杯 Aの b類 とは蓋

の規模が小さく、セットとはなりがたい。甕 Cは 日径26.5cmの大規模なもの。

柏原北 C T10(図91) 須恵器杯 Bは b類で、日径指数30.4で深いものである。土師器は甕Aがあ

り、口径29,5Cmと 極めて大型の c類である。

ATl(図 93) 須恵器蓋 A、 杯 E、 壺がある。

AT2(図 93) 須恵器蓋 A、 杯 A・ B・ C、 高杯、平瓶、壺、土師器甕 A・ C、 鍋、高杯があり、

極めて豊富である。蓋 Aは杯 Cと セットになるものであるが、出土品では規模に差がある。杯 Aは c―

3類で浅いもの。底部の小片があるが、この部分で見る限りd類 となる可能性が強い。平瓶は大小各 1

点、高杯も大小がある。こは、台付長頸壷になるもの、口縁部が大きく外反するもの、日縁部が短かく、

開きの小さいものの各種がある。

土師器では、甕 Aが口径12.8cmの a類で、規模は小さい方である。甕 Cは 日径23.3cm～ 23.4cmの同大

のもの、鍋は口径30cmの大型品。

AT3(図 94) 須恵器類は蓋 C、 杯 A、 土師器類は甕 A、 甕 C、 高杯、杯がある。蓋 Cは 同心円

復原であるが c類 とb類 とがある。天丼部の小片があるが、残存部の大きさからb類に入ろう。杯 Aは

c-3類 とd類 とがある。 c-3類は蓋のC類、d類は b類 とセットになる規模である。土師器の甕A

には a類 とc類 とがある。甕 Cは 2点あるが、ほぼ同大である。

AT4(図 95)  カマ ドの横にピットが穿れ、このピットの上部に多数の良好な土器類が出上して

いる。須恵器には蓋 C、 杯 A・ B、 壺、土師器類には甕 A、 鍋、杯がある。須恵器の蓋Aは いずれもd

類であるが、うち4点は口径12.6Cm～ 13Cmでほぼ同大であるが、 1点のみは11.6cmと ゃや小型である。杯

Aは b-2類 で、底部のみの小片もこの類であろう。tt Bは b類 1点 とC類 3点があるが、 c類には、

日径指数30.8と 深いもの 1点、21,Scm～ 23.3cmの浅いもの2点があり、計 3種類ある。蓋Aの口径の巧ヽさい

ものは杯 Bの b類 と、他の蓋Aは杯 Aと セット関係を持つことができる。杯 Bの c類に合う蓋は出土し

ていない。壷は台付長頸壺である。

土師器の甕Aは a・ b・ cの大・中・小と3種類の規模のものがそろう。鍋は小片で、同心円復原で

きない。杯は口径19Cmの大型のものである。

AT5(図 94) 須恵器杯 Aの 1点で、b-3類 の浅いもの。

-150-



AT6(図 94) 須恵器は杯 Bの小片があるのみ。土師器は甕 A・ B,Cが ある。簑Aは b類の中

型品、甕 Bは把手部分のみであるが、体部に当る部分の弯曲状況から甕 Bと することができる。その他

に土錘がある。

AT7(図 94) 土師器甕Al点のみである。日径10Cm、 器高 9.5cmの a類で、極めて小規模のも

のである。

BTl(図 97) 須恵器蓋 C、 杯A・ B、 皿、壺、土師器の甕 A・ Cがある。蓋 Cは いずれもd類

である。杯 Aに はb-2類 と残在部の規模からc及び d類 とがある。杯 Bはすべて b類で、日径指数

28.6～ 31.7と 近似しているが、日径12.4Cm～ 12.6Cm、 器高3.8Cm～ 4.O cmの ものと11.6Cm～ 11,9Cm、

3.4 cm～ 3.5Cmの もの各 2点ずつが同形、同大である。蓋は杯 Aの b-2類 と杯 Bと 合せることができ

る。壷は口径17.2Cmの 短頸のものである。

土師器は甕 Aと Cがある。甕 Aは aと bの 2種類があり、甕 Cの うち口縁部が屈曲する1点は混入品

であろう。

BT2(図 98・ 99)緑釉及び灰釉の筑は住居跡を切 り込むピット内の出土遺物である。さて、BT2

では、須恵器は杯 A・ B、 蓋 Cと がある。杯 Aは c-3、 c-4で、浅いものとやや深いものがある。

底部の小片もc類に入るものである。杯 Bに は b類とc類がある。 b類は口径指数36.1で坑形の形状を

示す。 c類は、回径指数20.7の浅いものと25。 2cm～ 26.2cmのやや深いものとがある。蓋Cは a・ b・ Cの各

種があり、 c類 3点、 a、 b両類各 1点である。各々、杯 A及び Bのそれぞれと対応させることが可能

である。

土師器には甕 Aと Cと 杯がある。甕Aの 3点は口径14cm～ 15.2cmでほぼ同規模の a類に入る。他の 2点

は口径22.7Cmと 25.6Cmで c類に入る。甕 Cは 4点あるが、口径21.lCm～ 23.9Cmで大差のな
いものである。

BT3(図 97)出 土状況不良で、須恵器杯 Aと 土師器甕 Cの小片を出土しているにすぎない。

BT4(図 100)須恵器は蓋Aのみである。土師器は甕 B、 甕 C、 杯とがある。特に甕 Cの 1′ミはカ

マ ドにすえ付けられた状態で出上している。

BT5(図 97)須 恵器蓋Aのみ出上している。

BT6(図 97)小 片が多いが、土師器甕 Cが竪穴の壁濤から出土している。甕 Cは 2点あるが 1点

は日径16.9cm、 他のものが21.7Cmで、前者は極めて小型のものである。甕 Aは a類のもの。須恵器は蓋

Aが出土している。

BT7(図 97)須 恵器の蓋 Cの小破片を出上したのにとどまる。

BT8(図 101)須恵器の杯類及び蓋が極めて豊富に出土している。蓋にBがあるが、混入品である。蓋 D

が 1′点ある他すべて蓋 Cである。口径11.5cm～ 13.2cmの d類が9′点、18cm～ 18.2cmの b類が2′点ある。杯A

は c-2類が 4点、 c-3類が 1点、b-2類が 4点、b-3類が 4点、他に c類 とb類に入ると思わ

れる底部片が各 1点ある。蓋 Cの d類は杯 Aの b類に合う。蓋 Cの b類は杯 Aの c類に合う。杯 Bは
い

ずれもb類であるが、口径指数24～ 26の もの 2点、29の もの 1点で、深さが異る。皿は口径15.9cm～ 17.2

cmで容量の小さい方である。須恵器類には他に短頸壺がある。

上師器には甕 Aがある。 a類 とc類で、 a類 と規模のかわらない黒色土器甕もある。

BT9(図99)須恵器の蓋 C、杯 A・ B、 皿、鉢、甕、土師器の甕 A、 灰釉陶器の坑、段血、皿、黒色土

器の坑と緑釉陶器を除くほとんどの種類がある。蓋 Cは a、 b、 cの各種類がある。杯 Aは b-2類 が

2点あるが、底部小片は c類、日縁部小片は d類に入る。杯 Bは b、 Cの 2類がある。蓋の数が少ない
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が、杯 A・ Bの各類に合う。皿は回径 14.5om～ 15Cmで小規模な類である。土師器甕Aは a類に入る。

B T10(図102)須恵器類のみで、蓋 Cの d及び c類、杯 Bの b類、皿等がある。杯の日縁部の小片

はAで、b及び c類に入ろう。

B Tll(図97)須 恵器皿のみで、 a類の規模の小さい方である。

CTl(図 103)須恵器のみで、蓋 Cの c及び dの 2類、と杯Aである。

CT2  欠香

CT3(図 104) 遺物の出土状況は不良で、須恵器の蓋 Cの b類の小片がある。

CT4  欠番

CT5(図 104)須恵器蓋 Cの c類、杯 Aの底部片、杯 Bの a類、土師器甕 Aの b類、甕 B、 甕 C、 皿、灰

釉陶器の筑等がある。杯 Aは b及び c類 と思われるが、蓋 Cと は合わない。杯 Bは 日径指数38.5で深い

ものである。

CT6(図 103)須恵器蓋Aは混入品である。蓋 Cは d類が 4点、c類が 2点、c類のつまみと思われる

ものが 1点である。杯 Aは b-2類が 4点、c-2類が 2点で、蓋 Cと セットになる。皿は a、 b、 cの

各種が各 1点ずつある。その他に、台付の小型壷、台付の鉢形状のものの底部片がある。土師器は鍋の

みで、日径22cmと 小型品である。

CT7(図 104)須恵器蓋 Cの e類、杯 Aと 思われるものの口縁部片、杯 Bの b類、土師器の杯がある。

CT8(図 104)須恵器蓋 C、杯Bの b類があり、土師器は数少ない高杯がある。出土状況は良好でない。

CT9(図 104)出土状況は良好でないが、蓋 C、杯A、杯 B、 土師器甕 Cがある。甕 Cは 日径19.5Cmの 小

型のものと、22.3cmの ものとがある。

C T10

c Tll(図 103)須恵器類のみで、蓋Cはいずれもd類、杯Aは b-1、b-2、 b-3、 c-2の 4種類

がある。蓋Cは b類に合う。皿もa、 b、 cの 3種類ある。さらに、口径22.2cmを 計る壺がある。

C T12(図104)須 恵器杯 Bの破片 1点のみで、b-2類のものである。
C T13(図105)須恵器の杯はCで、d類のみ、杯はAで、b-2、 b-3、 c-3類がある。底都

片もb類に入る。蓋はb類に合う。土師器は甕Aで、小規模なa類である。

FTl  土師器甕 Cの口縁部片のみで出土状況は不良。
FT2

FT3

FT4(図 107) 須恵器は杯Aがなく、杯 B、杯Cと特殊な杯Fがある。杯 Bは a類 1点 とb類 2点である

が、 b類は日径指数28,6と 29,1でほぼ同大である。蓋はBで、杯 Bあ るいはCと セットになろう。ツマ

ミ部分の小片があるが、蓋 Bの ものとしてよい。土師器は甕 Bがある。

FT5(図 107)須恵器は杯Bがある。a類とb類があって、前者は深く、後者は浅目のものである。蓋は

Bがある。その他、日径35.8cmの大型の壺がある。土師器は大型の鍋の出土を見ている。

FT6(図 106)須恵器杯Aは c-3、蓋 Cは a類 とc類 とがある。杯 Aの底部片もc類に入るものと思わ

れるのと、蓋は c類のものと合う。皿が 1点あるが、日径12.8cm、 器高 1.5Cmの非常に浅いものである。

土師器は、甕Aと杯がある。甕 Aは c類で規模が大きい。

FT7(図 107)須恵器蓋Cl点のみで、出土状況は不良である。

FT8(図 106)出土状況は不良で、須恵器杯 Cと 灰釉陶器の続の各々小片が混在している。他に杯

「
―
―
―
―
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B等がある。

FT9(図 109) 土師器のみで、杯と甕Aがある。甕 Aは c類で大型品である。
F T10(図 107・ 108) 須恵器は杯 Bの c類 と蓋Cの c類 とがあり、セットとすることができる。上師

器には、甕Aの b類、甕 C、 杯とがある。杯は高台の付 くものと付かないものとがある。

FT■ (図 106) 須恵器に杯 B、蓋 B、小型のオ形の壺と大型の壷とがある。杯 Bは 3′点あり、いずれもb

類であるが、日径指数が29.4、 33、 37.1と 異なる。特に37.1の ものは塊形の九底である。土師器には、

甕 Aと甕 Cと がある。甕 Aは a類の小型品が 2点ある。

F T12(図 109)須 恵器は杯 B、蓋 B、台付長頸壺、甕があり、土師器には甕 A、 甕 C、杯がある。杯 Bは

b類で、深さに差のあるものである。蓋 Bは 口径10.4cmの 小型のもの。土師器の甕 Aは 、上半分と底部

とがあるが、ともに a類の珂ヽ規模なもの。杯は 3点あり、うち 2点はほIF同容量であるが、他の 1点は

大きい。

F T13(図109)須恵器のみで、杯 B、 蓋 A、 壷がある。杯 Bは a類で蓋 Aと はセットにならない。

F T14  須恵器杯 C、 杯 Bがあり、これに対応する蓋 A、 蓋 Bがある。土師器は甕 Aで b類の中規

模のもの。

F T15(図 108) 須恵器蓋 Bと 土師器甕 A・ Cがある。蓋 Bは大型のもの。甕 Aは 口径 7.lCmの極め

て小規模なものと口径21cmの大規模なものとがある。甕 Cと したもののうち 1点は肩部がよく張り、あ

るいは甕Aか Bである可含をl■もある。

F T16(図 109) 須恵器の杯 B、 蓋 C、 甕がある。杯 Bは b及び c類があり、日縁部の小片は b類に

入るものである。蓋 Cは c類である。

F T17

F T18

F T19

F T20(図 110)土師器のみで、襄 Cの規模の者千異なる 2点 、鍋 1点がある。

F T21(図 110)須恵器杯 Bl′点のみで、 a類の筑形のもの。

F T22

F T23(図 106) 土師器杯が 2点ある。日径 15,7Cm、 器高3.3cm、 同じく22cmと 4.4cmの大小各 1点である。

F T24

F T25(図 110)須恵器に杯 A・ Bの他に特異なDがある。杯 Aは 2点がc-3類、底部片は d類になろう。

杯 Bは a、 bの大小 2類ある。蓋は Aと Bがあるが、 Bは口径11.8cmと 13.艶m～ 14.lcmの規模を計る。蓋B

は杯 Bと 合 う規模で、蓋 Aに対応する杯 Cは出土していない。

土師器には甕 Cがある。甕 C4点のうち、口径27Cmを 計るものと21.5cmを 計るものとがあり、容量の

大小がある。また、他の 1点は胴部径が日径をうわまわり、甕 Bに なる可能性 もある。

GTl(図 111) 須恵器杯 Aの b-2類 1点のみで、出土遺物は豊富でない。

GT2(図 111) 須恵器蓋 Bと 土師器甕 Cの 2′ミ。

GT3(図 Ⅲ) 須恵器杯 B、蓋 B、土師器甕Aがある。杯 Bは 4点あるがいずれもb類である。ただし、

口径指数でみると、 2点は31.9～ 33.6、 他の 1′ミは41.7、 残 りは28.8で、深さに 3種類がある。蓋 Bは

回径 10。 9Cmの小型品である。甕 Aは b類の中型品。

GT4(図 111) 須恵器杯 A、蓋A・ C、壷、鉢、土師器の蓋、杯が出土している。蓋 Aは他のものと時期
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差があり、混入品だろう。須恵器蓋 Cは a類、杯 A類は c類になろう。土師器の蓋は唯―のものである。

GT5(図 m) 須恵器杯 B、 蓋A・ Bがある。杯 Bは b類、蓋 Bは 口径■.8cmでやや河ヽ型。
GT6(図 m)須 恵器杯 C・ A、 蓋があるが、杯 Aは混入品であろう。土師器は甕 Cが 3点ある。ほぼ同
一規模のものである。

GT7(図 112)須恵器杯A・ B、蓋 B、壺、土師器甕 A・ C、杯と器種は豊富である。杯 Aは c-2類、
底部の小片もc類であろう。杯 Bは a類で、蓋は日径13.8Cnを 計り、杯 Aに合う。土師器甕 Aは b類の

中型品。土師器の杯は 3点あるが、うち2点は口径15,7cm～ 15,8cm、 高さ3cm～ 3.lcmでほぼ同規模、他の

1点は■ .3cm× 2.6cmで、大小 2類ある。

GT8(図 112) 須恵器杯 A・ B、 蓋 B・ C、高杯、土師器の鍋がある。杯 Aは c-3類があるが、他の底

部の小片は、 b類、 d類に入ろう。蓋 Bは小型、蓋 Cは a類で、出上した杯類では蓋 Cがセットになろ

う。

GT9(図 113) 須恵器の杯A・ B、皿、蓋A・ B、壷、土師器の甕 A・ C、 杯と豊富に出土している。杯
Aは b-3類 とc類の口縁部片、杯 Bは b類、皿は b類の大型のもの、蓋Bは日径12.2c血～13.4cmでやや

大きい部類のものである。規模では杯 Bに合う。土師器の杯は同規模、甕 Aは b類、甕 Cも 同規模のも

の 2点である。

G T10(図112)須恵器杯 B、蓋A・ B、壺、土師器甕Aがある。蓋 Bは大小2類ある。蓋Aについては時

期差があるようであり、混入品であろう。土師器甕 Aは a類の小型のもの。

G Tll(図112)須恵器のみで、蓋 Bの大小各 1′く、杯 Aの c-3類の大型品 1点である。蓋と杯は

セットにならない。

G T12(図 113)須恵器の杯 Aの 2点は日縁部と低部の小片だが、ともに c類で、浅いものとなろう。

蓋はBと Cがある。蓋 Cは a類。土師器では甕 Cの口縁部片がある。

G T13(図113)須恵器杯 A・ B、 蓋 B、 甕、平瓶、土師器の鉢がある。杯 Aは c類、杯 Bは b類、

蓋Bは比較的小さいものである。

HTl(図 114) 出土状況は良くない。須恵器は蓋Cの c類、杯 Aの a類、土師器甕 Cがある。弥生

式上器が混入している。

HT2(図 114) 須恵器は杯A、蓋 C、皿があり、土師器は甕 C、 杯、皿がある。また、黒色土器の甕が 1

点ある。杯 Aは b類 とc類の口縁部と底部の小片である。蓋 Cは d類 とc類があり、杯類とセットにな

る。皿は口径16.lCmでやや大きい。

HT3(図 114)

HT4  須恵器蓋 Cの小片のみである。

HT5(図 114) 須恵器杯 A、 蓋 C、 壺、土師器の杯がある。杯 Aは b類 とc類のうちで大型のもの

の小片がある。蓋 Cは b類、壺は花瓶形の小さなものである。

HT6(図 115) 須恵器杯A・ B、蓋 C、黒色土器の甕があるが、出土状況は不良である。混入品がある。
HT7(図 114) 須恵器杯AoC、 高杯、鉢、土師器甕 Bがあるが、出土状況は良くなく、杯 A等は

混入品であろう。

ITl(図 116)須恵器杯 A、 蓋B'C、 土師器甕 C、 杯がある。杯 Aは a類の小さなもの、蓋 Bは

ともに小型品で、蓋 Cは b類の大きなものである。土師器甕 Cは 口径19cmと 28.6Cmの 大小 2類ある。

IT2(図 116)須恵器の杯 B、 蓋 C、 皿、灰釉陶器の坑がある。
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IT3(図 116) 須恵器皿と灰釉陶器の皿がある。出土状況は不良である。

IT4(図 116) 須恵器蓋 A、 土師器甕 A・ Cがある。甕Aは c類の大きいものである。

こT5(図 116) 須恵器杯 A・ B・ C、 蓋 A・ B、 皿、土師器 A・ C、 杯がある。杯 Cと 蓋Aと は時期的に

セットになるが、他のものと時期差があるようである。杯 Aは c-1類 とb類の口縁部片、杯 Bは b類

のもの。tt Bは 口径9.7cm～ 9.8cmの小規模なものである。土師器の甕 Aは a類である。

IT6(図 117)須恵器は b類の杯 A、 蓋はCの b類がある。

lT7(図 W)須 恵器の杯 A・ B、 土師器の甕 Cがある。杯 Aは b類、杯 Bは c類であろう。

IT8(図 117)土師器甕 Cの 日縁部片のみである。

IT9(図 117)須恵器のみで、杯 A、 蓋 Cがある。杯 Aは b類 とc-3類がある。蓋 Cは c類で杯

Aの b類に合う。

I T10(図 117)杯 B、 蓋 C、 甕があり、いずれも須恵器類である。杯 Bは a類の筑形品、蓋 Cは c

類である。

I Tll(図 117)須恵器杯 Cの小片 1′ミのみがある。

I T12(図 117)土師器のみで、甕Aと Cがある。甕 Aは a類である。

以上、竪穴式住居跡出土土器類を中心に、個々の住居跡の器種構成を見てきた。灰釉や緑釉の施釉陶

器、また黒色土器を伴出する住居跡は時期的に限定されてくるであろう。また、須恵器の平瓶や高杯に

つ予ヽても、 5棟の住居跡から出土しているが、 3棟までが蓋 Bを伴出しており、やはり時期的な限界を

見ることができそうである。須恵器杯 A～ Fの特殊なものは 4棟から出土している。これらも蓋Aや B

また杯 Cと 共伴するものが 3棟まであり、時期的に限られよう。杯 Cは 5棟から出土している。これら

のうち3棟までが蓋Aま たはBが伴出し、杯 Aが伴出するのは 1棟のみである。このように、住居跡の

器種構成は、土器の形式変化だけでなく、時期的に組合せの変化が生じている可能性がある。次項で検

討を要する点である。

H。 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡の場合、柱穴からの出土遺物のみであって、竪穴式住居跡のように器種構成を求めるこ

とは無理である。従って、ここでは、柱穴から土器類が出土していることを述べるのにとどめる。

BHl(図 102) 須恵器杯A・ B、 蓋 Cがある。
BH5(図 102)対形の短頭壺がある。
BH6(図 102)須恵器杯 Aがある。
BH7(図 102)須恵器蓋 Cが出上している。

BH9(図 102)須恵器蓋 B、 杯 Aがある。

IH3(図 117)須恵器杯 Aと 思われる小片がある。

IH4(図 117)須恵器杯 Aの出土を見ている。

Ⅲ.上拡 。濤状遺構 。その他 (図 H8～ 150)

土拡やその他の遺構については、その主なものについて、前項で、その説明とともに遺物の出土状況

についても略述しておいた。ここで、一括遺物として扱い得るものを取り上げたいが、竪穴式住居跡と

性格を異にするものであり、一括性を持たせるためには、次項で述べる遺物の編年作業をも加えねばな

らないであろう。従って、土拡、濤状遺構、その他の遺構についての遺物の出土状況については、後述

することとする。
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第二 項  編 年 (土器 類 )I(図 1690170)

土器類の編年に関して、 7・ 8世紀のものは飛′烏 藤原京、平城京の編年を参考にした。また、施釉
陶器や黒色土器等は、平城京、猿投窯跡等を参考にし、その他、北陸編年、平安京編年等を参考にして

いる。本稿の編年方法としては、これら諸編年を参考にしながら、竪穴式住居跡出土土器類をセットと

して把握し、これをもとに、他の遺構出土土器類を編年する。

竪穴式住居跡出土土器類は、住居跡相互の切 り合い関係をも参考にして14期に区別した。およそ、飛′鳥

I～ V期、平城京 I～Ⅶ期及び平城京跡 S D 650A、 S D 650Bに対応させることができる。以下は、

第 1期～第14期 として各期の上器類を説明していく。

I.第 I期

(須恵器 )

杯 BoC・ D、 蓋A・ B、 聰 か壺の日縁部と思われるもの等がある。
杯 Bは F T13、 F T21、 GT3か ら出上している。容量に a類 とb類がある。 G T13では、日径才旨数
によって、28。 811)、 31.9～ 33.6(2)、 41.7(3)の 3種類に区別できる。最も浅い(1)は 、体部と底部との境界

に明瞭な稜を取 り、箆おこし後の底部をナデあるいは箆により整形し、やや九味を残す。体部は直線的

に開くが、その中程に、外面調整による不明瞭な稜が生じている。同様のものは F T13に も見られる。

F T13の ものは a類で日径指数は31.2で、やや浅い。口縁部の外傾指数は26.3で、GT3の ものより開
きが小さい。次の深さの中程のもの(2)は 2点あるが、これらはともに底部と体部との境界は不明瞭であ

り、底部の箆おこし後の調整は不良で、粘上の削り取りが見られない。休部は直線的に開き、外傾指数

は35.7～ 48,1と 大きい。 a類の同様のものは出土していない。最も深い(3)は 、底部と体部との境界は丸

味をもたせ、底部は箆による調整を施し、九味をもたせている。体部は外傾指数21.2と 垂直近 くに立ち

上がらせ、口縁部を外反させている。同様のものは a類のF T21出上のものにも見られる。口径指数45

.6と 深く、外傾指数25。 8と 垂直に近い。底部の調整、日縁部の外反もb類 と同様である。

杯 Cは GT6と I Tllか ら出土している。 I Tll出土のものは刑ヽ片で全形は明らかでない。GT6出
上のものでは、日径1lcmと 小型で、受部は小さく横にのび、受部の窪みはほとんどない。日縁部の立ち

上 りも小さい。

杯 Dは A T13に 1点ある。日径14.4cmで、口縁部を最初水平に折 り曲げ、その端部を上方に引き上げ

たものである。

蓋 Aは、A T13、 F T13、  I T14か ら出上している。日径10cm～ 11.3cm、高さ3.2cm～ 4cmの規模の小さ

いもの。いずれも天丼部と口縁部との境界はないが、F T13の ものでは口縁端部が内傾し、 I T14では

口縁部のナデ方により、わずかに区別が見られる。

蓋 Bは GT3に 1点のみ見られる。ツマミ部分は欠失しているが、1口縁部は段をつくることなく、受
部は内弯させて口縁端部よりわずか外側まで引き出している。

(土師器 )

甕 A・ C、 鍋がある。

甕 Aは GT3と IT4か ら出土している。GT4の ものは、日径14.7Cmで b類の規模のもの。口縁部
は単純に短かく開くが、日縁端部がわずかに内傾する。また、端部外面に刻み目が認められる。頸部は

「く」の字形であるが、内面に稜を取ることなく、九くカーブする。体部外面に、縦方向の刷毛目が残
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る。 IT4の ものは、日径21cmで c類の規模を持つ。頸部は内側に稜を取 り、「く」の字形で、口縁部

は直線的に開く。端部はつまんで横ナデするため、外面がわずかに窪み、端面が段状に窪む。体部外面

に縦方向の刷毛日、内面は、一部口縁部内面に残しながら、横及至斜めの刷毛目を施し、調整している。

甕 Cは F T13と GT6と から出土している。GT6か らは 3個体分が出土している。 3点 とも頸部は

「く」の字形に開き、口縁部はゆるやかに外弯して開く。端部は小さくつまんで横ナデ調整するため、

内側面に不明瞭ながら面を取 り、尖 り気味に終る。体部は最大径が上方にくるようで、口径をわずかに

うわまわる。内外面縦方向に刷毛目を残すもの、内面が不明のもの、内外面とも不明のものとがある。

F T13の ものは、頸部の内側に明瞭な稜を残し、外弯しながら開く口縁部を持つが、弯曲は口縁部上方

でわずかに強くなっている。端部にはわずかに内傾する小さな面がある。体部は張りが小さく、最大径

は中程にくるようで、口径を凌駕しない。調整は、体部外面は不明だが、内面は、口縁部に横刷毛、体

部に縦刷毛が残る。底部についてはいずれも不明である。

■.第 二 期

(須恵器 )

杯 A・ BoC・ E、 蓋 A・ B、 平瓶、高杯、長頸壺、その他壺類がある。

杯 Cは AT2、 F T14か ら出土している。日径8.4cm～ 8.5cmの小規模のもので、第 1期のものに比べ

て口縁部の内傾度が大きく、受部端より、口縁部が低いか、わずかに高い程度になっている。

杯 Bは AT2、 FT5、 F T14、 G T13、 ITlか ら出土している。 a、 b両類あるが、b類のもの

でも日径10.8cmで大きくない。口径指数に28.3の もの、34～ 34,3の もの、37.1～ 37.4の ものがあり、そ

れぞれ第 1期の(1)～ (3)に対応する。(1)は FT5に ある。底部は、口径の半分程の規模で平底になる。外

径指数50で第 1期のものよリロ縁部の開きが大きい。日縁部は中程で不明瞭ながら稜を取 り、口縁端部

は小さく外反する。(2)は AT2と F T14に ある。日縁部は体部中程でわずかに内傾し、F T14では日縁

端部が外反する。体部下半分はやや窪み、底部との境界に明瞭な稜を取る。低部は箆による調整が施さ

れるが、平底にならず、丸味を残す。(3)は F T14と ITlか ら出土している。日縁部の外傾指数はFT

14で 34.6であり、 ITlも ほぼ同じで、第 1期のものより開きが大きくなっている。日縁部の外反も端

部附近に移動している。底部はわずかに平底風になるが、まだ九味を残す。 G T13に 杯 Bが 1点あるが、

(1)の ものと同様浅いものである。ただ、日縁部の開きが小さく、端部を内折している点他に例がない。

杯 Aが AT2に ある。底部の小片で、AT2の 埋土への混入品で、この時期に含めてよいかどうか疑

間であるが、高台は径11.5cm、 高さ 0.8cmで、体部下端より内側につく。外側へよく踏んばり、端部が

内側に月巴厚している。

杯 Eが ATlか ら出土している。口縁部の小片であるが、口縁部が内弯しながらほぼ垂直に立ち上る。

蓋Aは BT5と F T14か ら出上している。規模は第 1期のものとかわらないが、日縁部を折 りまげ、
ほぼ垂直に垂下させている点に変化が見られる。従って、天丼部と口縁部との境界が不明瞭ながらも区

別される。

蓋 Bは ATl、 AT2、 FT5、 F T14、 GT2、 G T13、  ITlと 大半の住居跡から出土している。
口径9,8cm～ 10。 7cm、 同心円復原したものでも10Cm～ 12.7cmで規模の小さいものであるとツマミは、AT2、

ITlに 見られるが、ともに宝珠形のものである。ただし、 lTlでは低いものとなっている。受部の

形態は 3通 りがあり、ATl、 AT2、 F T14、 FT5で は日縁部に段を持たず、受部のかえりは弯曲

させながら小さくひき出し、口縁端部より低いかわずかに高くしている。これは第 1期のGT3に みら
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れた。 F T14の他の 1点、GT2、 G T13では日縁部に段を持たせて天丼部 と区別 している。受部のか

えりは前者に似ている。 ITlで は回縁部に段 を持たないが、受部のかえりが下方に大きく引き出され
る。              

′

平瓶はAT2か ら大月ヽ 2点出土 している。また G T13か ら平瓶 と思われる日縁部片がある。 AT2の

2点はともに丸味のある体部で、大型のものの日縁部は直線的に刻ヽ さく開 く。その端部は小さく外反する。

小型のものの天丼部には円形の浮文が付 く。 G T13の ものは外反して開 く日縁部である。

高杯 もAT2か ら3個体分が出上 している。全形の知れるものは、口縁部中程 と底部 との境界部分 と
の 2段に段を持つ杯部 と、中程に 2本の凹線をめ ぐらせる筒部を持つ もので、脚端部は外面する面を持

つ。

壺類はATl、 AT2、 FT5か ら出土している。AT2の 1点 とATIの ものは、短かく開く口縁
部を持ち、その端部は上下に肥厚する。AT2か らは長頸壷になると思われるものがある。肩部はナデ

肩で、体部との境界に一条の凹線がめぐる。AT2の 他の 1点は大きく外反する口縁部片で、その端部
は幅広く肥厚している。FT5の 壺は大型で、口縁部の中程とその上方に 2条一対の沈線がめぐる。口

縁端部は突帯状に肥厚する。

(土師器 )

甕 A・ C、 鍋、杯、皿、壺、高杯がある。

甕 Aは AT2、 F T14、 G T13に 出土品がある。AT2の ものは小型の a類である。口縁部は第 1期
の IT4の ものに似て、口縁部中程に稜がみられるが、端部がわずかに外反し、頸部も「く」の字形に

開くが、その屈曲はゆるやかである。体部外面維、内面斜め及至横刷毛による調整がみられる。 G T13

は c類で大型である。第 1期のGT3の ものに似て日縁端部を内傾させるが、日縁部の外傾度は小さく
なっている。調整痕は不明。 F T14では、口縁端部がわずかに外反し、体部はナデ肩で、他のものに比

べて下ぶくれのものとなりそうである。体部内外面とも維昂j毛調整である。

甕 Cは AT2、 CT9、 GT2、  ITlか ら出土している。 ITlか らは、第 1期の GT6の ものに

似て、日縁端の内外面に面が出来あがるモ)のがある。日縁部は端部附近にやや強目の弯曲がみられ、端

部は結果的に外反させたようになっている。また、 ITlか らは、第 1期の F T13に 似て、口縁端部に

わずかに内傾する面を取るものがある。これはAT2出 土のものも同様である。ただ、面の幅が口縁部
の厚みに等しく、口縁部 も頸部のやや強いナデによる弯曲で、口縁部の下方に弯曲の強い部分が認めら

れる。これらには、AT2、 ITlに 体部外面に縦昂1毛 目がみられる。これらの他に、CT9で は、回

縁端部 をつ まみ出 し、内傾す る段 を取るものが出土している。日縁部はむしろ直線的で、ただ、外面

に、頸部 と口縁端部 とに施 したナデにより生 じた弯曲が認められる。 GT2の 出土品は、AT2の もの

と同様、日縁部の下方に、頸部へのナデ調整によって生 じるやや強い弯曲部分があるが、口縁端部に面

取 りはなく、丸 くおさめられている。内外面に縦扁1毛調整痕が認められる。

鍋は F T5か ら体部、AT2か ら口縁部が出上している。AT2の 口縁部は、水平以下にまで外反して

いる。体部の遺存部分には外面に縦刷毛、内面に斜めの刷毛 目調整痕がある。 FT5の 底部では、体郡

下半分に箆削 り調整痕がある。上半分はAT2と 同様の刷毛 目調整が施されている。

杯は ITlと G T13と から出土している。 ITlの ものは回径 16cm、 器高 4.7Cmを 計るもの。底部は

中央がやや窪む。日縁端部は内傾する幅のせ まい面取 りがある。 G T13は 大型で、日径28.2cmを 計る。

日縁端は内側に肥厚 し、27.5の 外傾指数を持つ。
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皿はAT2で 1点出土 している。日径22cm、 器高 3.6Cm以上の大型で、口縁部 と底部 との境界にわず

かに稜がある。口縁端部に内傾する面取 りがある。

高杯がAT2か ら出上しているが小片であり、全体を知ることができない。

Ⅲ。第 3 期

(須恵器 )

杯 A・ B・ F、 蓋 A・ B、 皿、壺等がある。

杯 Aは GT9と IT5出 土のものがある。 GT9出 上のものは b-3類 、 IT5の ものは c-1類 で

ある。高台は 0.8cm～ o。 9Cmと 高い。口縁部の外傾指数は48～ 58.6で、直線的に良 く開 く。 IT5出 上の

ものは極めて深いもので、高台は休部直下に付く。外方に踏んばり、その端部は内側に肥厚する。GT

9の ものは、高台は体部直下より内側に、外方へ踏んばったものが付 く。なお、GT9か らは、 c-3

類に入るかと思われるものが出土している。口縁部片であるが、高台は休部直下より内側に付き、日縁

部の外傾指数30と 開きが小さく、体部と底部との境界が丸味を持つものである。

杯 Bは、A T14、 FT4、 F T12、 GT5、 GT9か らの出土品がある。口径指数24.4～ 26.9と 浅い

もの(1)、 28。 6～ 30。 7と 中程度のもの(2)、 41.2と 深いもの(3)の 3類に区別できる点は第 1・ 2期 と同じで

ある。(1)は A T14と F T12、 GT5か らの出土品がある。いずれもb類である。底部は平底となる。日

縁部の外傾指数は48、 55、 71.4で、口径に対して底部径がまだ小さい。日縁部はわずかに外反気味だが、

ほとんど直線的である。(2)は FT4、 F T12か ら出上している。いずれもb類である。日縁部の外傾指

数は40。 9～ 45で第 2期のものとかわらないが、底部の整形が平底風に行われ、九味が少なくなっている。

休部と底部との境界も不明瞭なままである。FT4出 土のものは日縁端部が外反し、第 2期の F T14出

土のもののおもかげを残す。また、F T12の ものは端部がわずかに内傾し、第 2期のAT2の 変化と思

われる。(3)は FT4の ものがある。 a類であるが、回径 8.5Cmで 、第 1期、第 2期 と順次小型化してい

る。底部もわずかに平底化しており、口縁端部の外反程度も小さい。(1)～ (3)以外に、GT9、 IT5か

ら坑形の杯が出上している。口径指数36.3で、やや深く、 b類のものである。は)と しておく。

杯 Fが FT4か ら出土している。杯 Cに似た日縁部を持つが、口縁端部を内側に月ヽさく折りまげ、受

部風にしたもの。体部は深みのあるもの。

蓋Aは BT4・ 6、 GT5、 GT9の ものがある。規模は第 2期のものと変らない。BT4・ 6、 G

T9出上のものでは、第 2期のBT5出 上のものに似て、口縁部を内傾させ、天丼部と区別するが、内

傾程度がやや小さくなる。また、天丼部に丸味がなくなり、平担に近 くなっている。GT5出 上のもの

も第 2期の F T14出 上のものに似ているが、回縁端部の屈折範囲が極めて小さくなっている。天丼部の

九味は残る。

蓋 Bは FT4、 F T12、 GT5、 GT9、 IT5か ら出土している。FT4、 F T12、  IT6の もの

は口径9.8Cm～ lo.6Cmと 珂、さく、 GT5、 GT9の ものは11.8Cm～ 12.2Cmと ゃや大きい。第 2期にみら

れた日縁部に段を持つものはない。また、受部の引き出しも珂ヽさいものとなっている。つまみはFT4、

F T12、 GT9で みられる。FT4、 F T12の ものは宝珠形であるが、第 2期のものに比べ低 く、扁平

化しつつある。GT9の ものは扁平で、径の大きいものとなっている。

皿がGT9と IT5か ら出上している。GT9の ものは口径19.5Cm、 高さ 2.5Cm、  IT5の ものは14

.3cm、  1。 3Cmと 大小 2類であるが、口縁部が外傾↓旨数が80、  166.7と 大きく開くものである。

壺はGT9か ら出上している。口縁部が第 2期のFT5出 上のものに似て突帯状に肥厚するものであ
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るが、下方への引き出しがない。

(土師器 )

甕 A・ B`C、 杯、高杯がある。

甕 Aが、BT6、 F T12、 GT9、  IT5か ら出土している。 F T12と IT5の ものが a類、 GT9

とBT6の ものが b類である。 BT6の ものは短か く、あまり外傾 しない口縁部を持つ。 GT9の もの

も短か く単純に開 く口縁部を持つ。体部はナデ肩で、最大径は下方にくる。 F T12の ものは、内側に稜

を持つ頸部と外反しながら開き、端部をわずかに内側にまげる口縁部を持つ。体部はあまりはらず、最

大径は日径より小さい。 F T12か らは、低部を箆削りする小片が出土している。 IT5の ものはあまり

開かない長い口縁部で、端部を外反させたもの。調整は、GT9と IT5の ものが休部外面を維、内面
を横方向に刷毛目を入れる。 F T12の ものは体部外面を縦方向に刷毛目を入れる。

甕 Bが BT4と FT4か ら出上している。FT4は休部が球体に近 く、最大径が中程にくる。口縁部
はあまり開かず、中程で弯曲し、端部はわずかに内傾する面があり、外側に肥厚する。体部外面を縦刷毛、

内面を横及至斜めの刷毛日で調整する。口縁部の内外面にも刷毛目が残る。BT4の ものは、休部の最
大径が下方にあり、下ぶくれの胴部となっている。口縁部はあまり開かない。ほとんど弯曲せず、頸部

のナデによる外面のカーブがみられるにすぎない。体部の刷毛調整はFT4と 同様である。内面は底部
まで全面に刷毛目がみられるが、外面は底部のみ、全体の 4分の 1が箆削り調整されている。

甕 Cは A T14、 BT4・ 6、 FTl・ 4・ 12、 GT9、  IT5か ら出土 している。日縁端部に内傾す

る面を取るものが BT4、 FTl、 IT5か ら出上している。これらは、第 2期のものにも見られるが、
口縁端部を折 りまげたように弯曲させるものが多く、従って、外面により明確な稜を取るものが多くな

っている。口縁端部をつまんで横ナデし、明確な面を取 らないものが GT9、 F T12に ある。 F T12と

GT9の 1点は、口縁部が直線的で、頸部への強いナデにより生 じる外面の弯曲をみるにす ぎず、端部
を尖 り気味に終らせている。第 1期のものにみられた特徴であるが、第 1期にみられたような口縁部の

弯曲がほとんどない。 GT9の 他の 1′ミは、日縁部を折 りまげたように弯由させ、従って、端部下端に

稜が生 じている。体部は、BT4の 出土品では最大径が中程にあり、第 1期の GT6に みられたものに

比べ、肩部のは りが少ない。また、口径をさほど凌駕しない。調整は、体部内外面 とも維刷毛目をつけ

るもので、BT4の 一例では、底部外面まで吊1毛 目が残る。また、口縁部に刷毛 目の残るものが F T12

とGT9に 見られる。 BT4の 一例には、日縁部内面に箆刻線が見られる。これらの他に、回縁部が B

T4出上の甕 Bに似たものが A T14か ら出上している。端部を丸 くした日縁部は直線的に大きく開き、

体部はほとんど張らず、底部に向う。体部外面に維昂1毛が残るが、内面には指削 り痕がみられる。

高杯がA T14か ら出土しているが、脚部の小片である。

杯類は F T12、 GT9、 IT5か ら出土している。 F T12の 3点は規模、形態とも異なるもので、一

つは日径17.6cm、 高さ 3 cm以上と浅いもので、回縁端部が外反している。内面に暗文が残る。二つ目は

日径16.8cm、 高さ 3.8cmで、口縁端部が一度外反し、さらにその端部を内側にまき込んだもの。三つ目

は、回径18.4cm、 高さ 5 Cmと 大型のもの。これは第 2期の ITl出上のものに類例があるが、日径↓旨数
が29.4であり、F T12の 27.2に 比べ深みがある。GT9の 2点は全体の 2分の 1下半分を未調整で残し、

従ってその境界部分に稜が見える。口縁端部を小さくまき込んでいる。

Ⅳ。第 4 期

(須恵器 )
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杯 A・ B・ D、 蓋A・ B・ C、 壺がある。

杯 Aは 、AT5か らb-3類 、GT7か らc-2類、G Tll及び F T25か らc-3類が出土している。
F T25の 2点は、第 3期のGT9の ものと a、 bの差はあるが口径指数がほぼ同じで、形態も同じであ
る。しかし、日縁部の外傾指数が66.7～ 70であり、第 3期に比べてよく外傾する。高台部分も端部が外

側へ肥厚する。GT7の ものは、高台が休部下端近 くに付き、第 3期の IT5の ものに近似して深いも
のであるが、高台は低 くなる。AT5出 上のものは第 2期のAT2に 類品があるが、日縁部の外傾度が

大きくなり、高台も端部がわずかに肥厚している。 G Tll出 上のものは c-3類の形態である。第 2期
のAT2出 土のものに類すると思われるが、高台は体部直下よりわずか内側に付 くものとなり、高台は

端部が内側のみ肥厚するものとなっている。日縁部の外傾指数は40であり、底部との境界に稜が走る。

GT7の 底部片は低 く、端面が窪み、外側へ肥厚した幅の広い高台で、底部と体部との境界にやはり稜
が見える。この稜は第 3期のGT9等 では甘いものとなっている。

杯 Bは F Tll、 F T16、 F T25、 GT7、 G T10か ら出土している。日径指数28.4～ 29.4の浅いもの(1)、

32～ 33の もの(2)、深いもの(3)、坑形のもの14)と 1～ 4類があるのは第3期 と同じである。また a、 b、 cの 3

類がある。(1)の浅いものは F Tll、 F T16、 F T25、 G T10か ら出土している。F T25の ものは a類の

小型であり、他は b類である。 a類、 b類通じて、口縁部の外反が強くなっている。 b類ではFTH、

G T10に 見るように平底化し、F Tllでは底部と体部との境界の稜がはっきりしてきている。 F T16の

ものは日径に対して狭い底部だが、明確に平底化している。 a類の F T25出 上のものは底部の調整が不

良である。(2)の 中程度の深さのものはFTllと F T25に ある。ともに b類である。底部の調整は不良で

あり、第 3期のものと同様に丸味を残すが、底部と体部との境界に稜が見え、両者の区別が明確化しつ

つある点第 3期のものと異なる。 F T25出 上のものの口縁部は直線的であるが、F Tllの ものはよく外

反する。深い(3)のタイプはGT7か ら出土している。底部は不明だが、口縁部は第 3期のものに比べて、
端部だけの外反となっている。坑形のに)は F Tllか ら出上している。第 3期のものに比べて底部の調整

が粗 く、日縁部は内傾している。この他に、F T16か ら規模の大きい c類が出土している。

杯 Dが F T25か ら出土している。口縁部が受口風に外弯して開く特異なものである。

蓋Aは F T25と G T10に ある。口縁部を垂直に折りまげ、天丼部と区別している点第 3期のものと変

化がない。ただ、天丼部の平担部分が広 く、第 3期のものより扁平化している。

蓋 Bは F Tll、 F T25、 GT7、 G T10、 G Tllか ら出土している。口径11.4cm～ 11.4cmの小型のもの

や12.8cm～ 14.lCmの 中型のものは第Ⅲ期にもみられるが、G T10か らは16.6Cm～ 18.6Cmの 大型のものが

出土している。 F Tll、 G T10や G Tllでは口縁部のかえりは極めて小さく、粘土をつまみ出した程度

となっている。F T25では、かえりをつまみ出した程度のものと第 3期のものと大差のないものとが共

伴している。

蓋 Cが F T16か ら出土している。口径 15。 8cmの c類の規模で、甲縁部は屈折せず、小さく垂下させた

ものである。

壷類は F Tll、 GT7、 G T10か ら出上している。 F Tllの ものは短頸のII形の小型のもの。 F Tll

とGT7・ 8の ものは、口縁端部が突帯状に肥厚するものである。FT■や G T10の ものは第 3期のも
のに比べて上方への肥厚が小さく、玉縁状に変化している。GT7の ものは第 3期のGT9の 口縁部に
似ているが、上方への肥厚が小さくなっている。

(土師器 )
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甕 A・ C、 杯がある。

甕 Aは AT5、 FT■、GT7、 G T10か らの出土品がある。 F Tll、 AT5、 GT7の ものは、第

3期の GT9出 土のものと似て、口縁部が単純に外反するものであるが、頸部内側の屈曲部に稜が走る。

また、体部の最大径が中程にあって球体に近 くなっている′くも第 3期 と異なる。休部外面が縦、内面が

横昂1毛 となっている点も共通するが、底部の知れるF Tllや AT5で は、箆削調整を施 しているが、そ

の範囲が広 く、体部の半分近 くにまで及んでいる。 F Tllの 他の 1点は、口縁端部がよく外反するもの

で、休部は球体に近い。体部外面を縦刷毛調整するが、内面は刷毛 目がない。 G T10出 上のものは、単

純に外反する口縁部を持つが、体部内面は削 り調整 となっている。

甕 Cは F Tll、 F T25、 GT7か ら出上している。第 3期のものと同様に内傾する面を持つ口縁部の

ものが F Tllか ら出土している。これらは、第 3期のものに見られたような頸部の強いナデが認められ

ない。日縁部の弯曲が中程から上方に見られる点は第 3期のものと共通している。口縁部の弯曲が小さ

く、回縁端部をつまんで横ナデしたものが F T25か ら出上している。第 2、 第 3期のものに類品がある

が、ナデによって生 じる面は日縁部の外側にだけあり、従って、端部が尖 り気味に終 らない点異なる。

以上のものは、体部外面を維刷毛、内面を横及至斜方向に刷毛 目を施 している。これ以外に、 F T25か

ら、わずかに外弯気味に開 く日縁部を持つ ものがある。体部の最大径が下方にあって下膨れのような胴

部になると思われるもので、上記のプロポーションと異なる。体部外面に縦刷毛 目が見えるが、内面に

は残らない。また、GT7か らは、日縁端部に内傾 して段 を持つ面のみられるものがある。その内面に

亥J線による印がある。

杯はGT7か ら3点出土している。第 3期の F T12出 上の場合 と同様に、日縁端部が外反するもの、

端部がまきこむもの、ほとんど変化 しないものの 3形態がある。外反するものは第 3期のものより小さく、

まき込むものもまき込みが弱 くなっている。変化 しないものでも口縁部の開きがやや大きくなっている。

また、 3点通 じて底部が平底風に変化 していて、九味をもっている。

V。 第 5期

杯 A・ B、 蓋 B・ C、 高杯、平瓶、鉢、魃 あるいは壷等がある。

杯 Aは柏原北 CT7、 GT8、 G T12等か ら出土している。全形の知れるものは c-3類 で、柏原北
CT7、 GT8と も日縁部が第 4期 のものに比べて外イ頃度がやや大きくなっている。高台は体部下端よ

りやや内側に付 く。 GT8で は端部が外方へ肥厚し、端面が窪む。 G T12の 口縁部片もc-3類 と思わ

れるものである。 GT8、 柏原北 CT7、 G T12に 底部片がある。

杯 Bは GT8の 出土品が全形の知れるものである。口径↓旨数33で第 4期 までの (2)と したもので、 b類

である。口縁部の外傾度はかわらないが、外反せず直線的である。底部と体部との境界に明確な稜を取

っている。

蓋 Bは柏原北 CT7、 GT8、 G T12、 F T15か らの出土品がある。 F T15、 GT8の ツマ ミは大き

く扁平で、中央がやや高いものである。口径は16Cm程と大きいもので、日縁部に段はなく、かえりも小

さくつまみ出した程度のものである。

蓋 Cは柏原北 CT7、 G T12・ 8、 FT7、 柏原北 CT2等 から出上している。柏原北 CT7、 GT

8。 12では蓋 Bと 共伴 している。口縁部 と天丼部 との区別がなく、端部をつまみ出して垂下させ、その

外側に明瞭に稜 を取るものと、端部を小さく折 りまげ、その外側の稜 を甘 くしているものとがある。

鉢は柏原北 CT7か ら出土している。口径24.6cmの もので、直線的な体部を持ち、口縁端部を内側に
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まげ、端部を外側へ肥厚させて、内傾する面をつくり出している。

高杯がGT8か ら出土している。脚部の小片であるが、端部を上方に肥厚させている点第 2期のAT

2出土品に見る。

平瓶の口縁部と思われるものが柏原北CT2か ら出土している。口縁端部附近の外側に一条の凹線を

めぐらせ、内弯する。

柏原北CT7か らはあるいは壷の口縁吉ると思われる小片が出土している。

(土師器 )

甕 A・ B・ C、 鉢、鍋、杯がある。

甕 Aは柏原北 CT2、 柏原北 CT7、 AT6、 A Tll、 FT9、 F T15、  I T12か ら出上している。

日縁部が短 く単純に外反するものがATllか ら出土している。第 4期のAT5や FTllの もの等と形態、

調整は共通しているが、体部の最大径が下方にあり、下膨れに変化しており、体部外面の箆削調整が体

部の 2分の 1に まで及び、内面の刷毛目が底部に及ばない。 F T15の ものとI T12の ものとは、 a類 と

c類で規模が異なるが、わずかに内弯気味の短い口縁部が垂直近 くに立ち上る点共通している。第 3期

のBT6の ものと共通点があるが、日縁部が一層短く、頸部内面の屈曲吉Ыこ明瞭な稜が走っており、第 3期

のものから変化している。柏原北 CT2、 柏原北CT7出 上のものはいずれも大型の c類である。これ

らのものでは、日縁部が大きく外反し、その端部を上方あるいは下方へ小さく肥厚させ、外イ民」へ面をつ

くり出している。第 4期 までには見られなかったタイプである。FT9の ものも口縁端部に面を取るが、

日縁部は極めて短い。 F T15出 土の中に、極めて小さな甕がある。日縁部は単純に外反し、体部は下膨

れとなっている。体部外面に縦刷毛目の調整痕が残る。第 4期のF Tll出 上の中に同様の調整痕のある

ものがあり、その変化したものと思われる。

甕 Bは AT6で 把手部分の破片が出上している。また、柏原北CT7の ものは胴部の膨り具合から甕
Bに なるものと思われる。これは、日縁部が弯曲するものであるが、口縁部の中程で強く弯曲し、端部

に内傾する面を取っている。体部外面を横及至斜め、内面を維方向に刷毛目調整している。

甕 Cは粕原北 CT6、 柏原北 CT7、 AT6、 F T15か ら出土している。柏原北CT7か らは第 4期

と同様に口縁端部附近に強い弯曲部のみられるものが出土しているが、同時に、甕 Bと 同様に、口縁部

の中程で強く弯曲するものがある。この傾向は柏原北 CT6、 AT6出 上のものも同様で、第 4期から
の変化である。口縁端部は、柏原北CT7で は面を取るとともに内側に肥厚し、柏原北CT6で は内傾

する面をもつ。AT6の ものでは端面が窪む。調整の知れるものでは、体部外面はやや斜めの縦刷毛、
内面は斜め方向の刷毛目調整となっている。 F T15の 2点は器壁の極めて薄いもので、第 4期の F T25

出上のものと共通する。ただし、口縁部は内弯している。なお、F T15の 1点は簑Aである可能性が強

い。

鍋が本白原北 CT7と GT8か ら出上している。日縁部が大きく外反するが、第 2期の FT5の ものに

比べれば小さい。また、日縁端部に面取 りが見られる。体部内外面に斜方向の刷毛 目がみられる。 GT

8の ものは底郡片であるが体部は半球形を呈する。体部内外面に刷毛目が残る。底部の箆削りは認めら

れない。

鉢がA Tllと 柏原北CT7か ら出土している。日縁部が幅広 く肥厚し、端部に内傾する面がみられる。
日縁部内外面をナデ調整し、体部外面の大半を箆削りしている。内面は、下方 3分の 2ま で斜めの刷毛

調整を施し、上部 3分の 1が肥厚する部分で、すデ調整する。
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杯は柏原北 C T7と F T9か ら出上している。柏原北CT7か らは口縁端部が外反するものと内側にま
き込むもの、高台のつくものとがある。FT9の ものは口縁部に変化のないものである。柏原北CT7
の日縁端部が外反するものでは、第 4期のものに比べて一層外反度が小さく、内側へまき込むものもわ

ずかに端部が肥厚する程度となっている。FT9で は、内面に暗文、外面底部に指頭圧痕がよくのこる。
高台付の杯は、外方へよく踏んばる断面長方形の高台が付き、杯部の口縁部は直線的に大きく開くもの

である。

Ⅵ.第  6 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 蓋 C、 皿がある。

杯 Aは BT2と FT6の 出土品がある。BT2の ものは c-3類 とc-4類 とがある。FT6の もの

もc-3類である。 c-3類のものは、第 5期の柏原北CT7や GT8の ものに近似するが、BT2で

は高台が体部直下に近 く。FT6の ものでは高台端部の肥厚が小さくなっている。BT2、 FT6の 両

方から底部片が出土している。ともに c類であるが、FT6の ものは c-3類 と同様の高台を持つ。 B

T2の ものは第 4期の G T12出 上のものに似るが、体部直下近くに高台がつく。

杯 Bは BT2か ら4点出土している。日径指数20,7の浅い(lk 25.2～ 26.2の 中程度の(2)、 坑形の(4)が
ある。(1)、 (2)と もに完全に平底化している。塊形の(4)も体菩卜と底部との境界に稜が目立ち、日縁部もよ

く開いている。

皿はFT6か ら極めて浅いものが出上している。

蓋 Cは BT2と FT6か ら出土している。蓋 Bは共伴しない。日径12cm程のものと、15cm前後のもの、
20cm前後のものと大、中、小の差がある。第 5期のものに比べて、総体に天丼部が平担で、扁平なもの

となっている。つまみも大きく、中高であるが、一層扁平なものとなっている。中型品では、口縁部の

屈曲はなく、その端部を横断面三角形状に小さくつまみ出している。FT6の 大型のもの、BT2の 小
型のものでは日縁部に小さな屈曲が認められる。

(土師器 )

甕 A・ C、 鍋、杯がある。

簑Aは B T2出上のものがある。4点あるが、日径で14cm～ 15,2cmの ものと22.7cm～ 25,6cmの ものがある。

小型のものでは、体部の最大径が口径より小さいものと凌駕するものとがある。前者は、「く」の字形

の回頸部で、回縁端部をつまみ出している。後者は頸部のナデが強く、そのために口縁部がやや弯曲し

たように見え、端部をわずかに外反させている。調整は前者が体部外面を縦昂j毛調整し、内面は指ナデ

痕が残る。後者は、外面は不明だが、内面に斜め刷毛調整痕がみえる。これらの他に、体部外面を強い

指頭による削りを加え、器面に顕著な凹凸を生じさせているものがある。日縁部は短 く開き、端部をわ

ずかに内側にまき込んでいる。休部外面に刷毛目痕がわずかに残る。大形のものは、口縁部を大きく外

反させ、その端部に面を取るもの。第 5期のものに同様のものが見られる。ただし、 2点のうち 1点は

口縁端部に肥厚は見られず、端部をわずかに内側へ弯曲させている。FT6出 上のものも端部の肥厚は

ない。

甕 Cは A T13、 BT2、 F T20の ものがある。口縁部はすべて、その中程に強い弯曲部がある。弯曲

部の上半が垂直に立つものもある。また、端部は内傾する面を持つ。体部内外面とも維方向に刷毛目調

整している。体部は日径を凌駕しないようであり、最大径は上方にある。
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鍋は F T20か ら出上している。口縁部は大きく外反するが、その端部は単純ではなく、上方へつまみ

出している。体部は外面を維用1毛調整、内面は口縁部から体部にかけて横刷毛調整している。

杯はA T13と BT2の ものがある。 BT2の ものは口縁端部をまき込むものであるが、そのまき込み

は極めて小さく、内面に沈線状の窪みを残す程度となっている。体部内面に暗文を残す。 A T13の もの

は日縁端部を外反させるものであるが、その外反は極めて小さいものとなっている。底部外面を箆削 り

調整している。

Ⅶ.第  7 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 壺がある。

杯 Aは AT3、 CT5、 lT5の ものがある。AT3出 上のものが全形を知ることができるもので、

c-3類 及び d類で、いずれも日径指数は低い。高台の位置や口縁部の外傾度等は第 6期のものとかわ

らない。高台は低 く、端部の肥厚 も小さい。また、端面が窪むものがある。

杯 Bは柏原北 C T10、 IT7、 I T10の ものがある。 a、 b、 cの各種がある。 I T17の ものは口径

指数18.9の浅いもの。第 6期のものと口縁部の外傾指数はかわらないが、日縁端部の外反は見られない。

F T10は 口径指数24.2で中程度の深さであるが、日縁部にやは り外反がなく、直線的である。柏原北 C

T10の ものは日径指数30.4の 深いもの。口縁端部が小さく内側へ折れ、外反する。第 6期のBT2出 土

のものに比べて底部の丸味がなくなっている。 I T10出上のものは坑形品。

蓋 Cは AT3、 CT5、 柏原北 CT5、 F T10、 I T10出上のものがある。総 じて天丼部が平担で、

日縁部 との境界に稜が目立つようになる。口縁部の段はまだな く、直線的に端部に至る。端部は小さく

折 りまげて垂下させるものが多い。ツマ ミは扁平で径め大きいもので、中央の高まりがほとんどなくな

っている。

GT4か ら壺の日縁部 と思われるものが出土している。

鉢が GT4か ら出土している。体吉卜は坑形で、口縁部が内傾 し、内弯している。

(土師器 )

甕 A・ B・ C、 杯、高杯、蓋がある。

甕 Aは柏原北 C T10、 A T3、 CT5、 F T10か らの出土品がある。 a、 b、 cの各種がある。 AT3

とF T10に a類がある。AT3出 上のものは短い日縁部を持つもの。頸部は「く」の字形で、内側に稜

を取る。体部外面は縦、内面は横方向。刷毛目調整を施す。 F T10の ものは、長く、大きく外反する口

縁部を持つ。口縁部は小さく弯曲し、端部を肥厚させて面を取る。 b類はCT5の ものがある。単純に

開く口縁部を持つもので、頸部の屈曲は甘い。 c類はAT3と 柏原北 C T10の ものがある。AT3の も

のは「く」の字形に外反する日縁部と上半分のよくはった体部を持つ。体部の最大径は日径より小さい。

体部外面は維、内面は横方向の刷毛目を施す。柏原北 C T10の ものは大きく外反し、端部に面を持つ口

縁部である。日縁端部附近外面のナデが強く、従って、不明瞭ながら稜が走る。第 6期のBT2の 出土

品に類例がある。 BT2と 同様、体嗜卜のはりが刈ヽさい。

甕 Bが CT5か ら出土している。日縁部はその中程で弯曲し、端部に外傾する面がある。体部の張り

が小さく、最大径は中程にくるが長胴の体部となっている。体部内外面とも縦刷毛調整で、外面底部は

箆削りしている。

甕 Cは AT3、 F T10、 IT7、 IT8か らの出土 品が ある。 AT3の 2点は 口縁部が その中程 で 弯
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曲し、端部の面は水平で、外側へ肥厚させている。 F T10の ものは第 6期のものと共通している。 IT

7、 IT8、 CT5で は、内傾する口縁端面が凹む。いずれも体部の内外面を刷毛 目調整する。 CT5

のものでは、口縁部内面に横方向の刷毛 目が残る。

高杯がAT3、 CT8か ら出土している。

蓋はGT4か ら出土している。扁平で大きいツマ ミが付 く。

杯はAT3か ら高台の付 くもの、 GT4か らは口縁端部をまき込むものが出土している。 GT4の 日

縁部のまき込みは極めて小さい。

Ⅷ.第 8期

(須恵器 )

杯 A・ B、 蓋 C、 壺がある。

杯 Aは AT4と 柏原北 CT9の ものがある。AT4の ものはすべて b-2類 、粕原北 CT9の ものは

c-2類 とb類の破片である。 b-2類 では、高台が体部下端近 くにつ く。端部の肥厚するものがな く、

横断面長方形を呈す。口縁部の外傾度が小さくなり、反面、よく外反する。 c-2類 も同様の傾向にあ

る。                                   '

杯 Bは AT4と HTlの 月ヽ片がある。AT4か らは 4点出上している。日径指数30,3～ 32.7の ものと

21.8～ 23.3の ものとが各 2点ずつある。杯 Aと 同様口縁部の外傾度が小さくなっている。日縁端部に小

さな外反が認められる。

蓋 Cは AT4、 柏原北 CT9、 HTl、 HT4出 上のものがある。AT4で は、日縁部に小さな段が

見えるものと見えないものとが共伴する。AT4の ものには日縁端部を折り曲げ外反させて垂下させる

ものがあり、同様のものがHTl、 柏原北CT9か らも出土している。また、日縁部外面の段に対応せ

ず、内面を横ナデで窪ませ、日縁端部をつくり出しているものがある。HT4の ものもこの手法である。

口縁部に段のあるものもないものも、横断面三角状の端部を持つものである。ツマミはAT4出 上のも

のにみられるが、くびれがほとんどなく、径も小さくなっている。

台付長頸壷がAT4か ら出土している。日縁端部を大きく外反させている。肩部及び体部は丸味がな

く直線的で、高台は端部が肥厚する。

(土師器 )

甕 A・ C、 杯、鍋がある。

甕 Aは AT4か ら3点出土している。大小があるが、小型のものは形態、調整とも第 7期のAT3出

土のものに似ているが、日縁都の開きが大きく、体部最大径が下方に移うて
いる。大型のものには 2形

態ある。日縁部が単純なものはやはりAT3の ものに類品があるが、体部最大径が下方に移行している。

他の 1点は外反した口縁端部を上方に肥厚させ、端面を窪ませるもの。第 6期や第 7期のも
のに比べ、

頸部の屈曲は甘 く、体部の膨りも小さい。外面縦、内面横方向の刷毛目調整を施す。

甕 Cは柏原北 CT4、 柏原北 CT9、 HTlか ら出土している。柏原北 C T4と H Tlの ものは、日縁

部中程で弯曲させているが、その端部はやや外傾する面を取 り、内側また内外両側に肥厚
させている。

体部も垂直近 くにおりる。調整は不明。粕原北CT9の ものは、弯曲しながら外反する口縁部の端部を

上方につまみ上げたもの。

鍋がAT4か ら出上している。第 6期の F T20に近似した口縁部片であるが、日縁端部の上方へのつ

まみ上げは周ヽさい。
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杯は F T23か ら 2点出土している。大小があるが、ともに口縁部を外反させる。大型のものは平底で、

箆削 りしている。

Ⅸ。第 9 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 皿、蓋 Cがある。

杯 Aは柏原北 CT3と BTlに ある。 BTlの ものが b-2類、他が c-2類 である。b-2類 のものは、

肥厚せず、端面を凹ませた極めて低い高台が休部下端よりやや内側に付 く。 b類に入ると思われる底部

片も肥厚せず、端面が凹む。 c-2類 のものは体部直下に高台が付 く。高台は横断面台形に近い。 b、

c禁買ともイこや様苦トイよ碩曇路泉白勺に「嗣く。

杯Bも両住居跡から出土している。いずれもb類で、口径指数もBTlの 28.6の 1点を除けば30,2～

31,7でほぼ同形である。体部と底部との境界は明瞭で、平底である。丸味を持つものはない。BTl出

土の1点は外反する日縁部を持つ塊形の底部を持つものである。しかし、これも底部と休部との境界を

明際にし、底部も平底化をはかっている。

蓋 Cも 両住居跡から出上している。いずれも小型である。ツマミの形態は第 8期のものと変化がない

が、日縁部にいずれも段が認められ、段を持たないものを伴出していない。日縁端部を垂下させず、届

曲させただけのもの、小さく丸味をもってつまみ出したもの等は第 8期のものにない形である。

皿がBTlか ら出上している。

(土師器 )

甕 A・ Cがある。

甕 Aは BTlか ら出土している。大小 3点出上しているが、うち大小の 2点は、粗 く、深い叩き痕を

体部にのこす。日縁部は受口状に屈曲させ、大型のものでは端部を内側につまみ、尖 り気味に終らせて

いる。第 6期のBT2の 出土品に類品があるが、体部調整が異なる。他の 1点は大きく外反する日頸部

の端部を小さく内側へまげ、面を取る。

甕 Cは柏原北CT3と BTlと から出土している。柏原北 C T3の ものは短い口縁部でわずかに弯曲す

る程度であり、頸部と端部のナデによって面に凹凸が生じている。第 8期の柏原北 C T14や HTlの も

のの変化であろう。BTlの ものは単純に外反するもの、内面に刷毛目がみられる。

X.第 10 期

(須恵器 )

杯A・ B、 皿、壷がある。

杯 Aは CT6、 C T13、  IT6か ら出上している。 b-2、 b-3、 c-2、 c-3類がある。 b一

2類のものは、高台は休部直下よりやや内側に付き、横断面は方長形あるいは台形に近いものがある。

底部と体部との境界に稜を取るものと甘いものとがある。体部が外反気味のものは境界の稜が明確であ

り、内弯気味のものは甘い。第 9期 までにみられた高台端面を凹ませるものはほとんどない。 b-3類

も同様の傾向にある。 c類 も同様であるが、高台は体部下端に付き、体部の外反はほとんどみられない。

皿はCT6か ら大小中の 3点が出上している。平底で、口縁部は外反気味に開くものと直線的なもの

とがある。

蓋 Cは CTl、 C T13、 CT6、  IT6か らの出土品がある。小型のものと大きいものとの別がある。

日縁部に段を持つ。端部は丸味をもって終らせるものが多く、第 9期のBTlの 出土品のように垂下さ
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せず口縁部を屈曲させただけのものもあるが、内側へのまきが大きくなっている。

壷と思われるものの底部片がCT6か ら出土している。また、CTlか ら口縁部が出上している。

(土師器 )

甕 Aと鍋がある。

甕 Aは C T13か ら出土している。 a類の小型品である。第 9期のBTl出 上の小型と同様に日縁端部

を受口風にするもの。体部は不明。

鍋はCT6か ら出土している。短 く弯曲する口縁部を持つ。内面に刷毛調整痕が残る。

�.第 H 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 皿、蓋 C、 壷がある。いずれもC Tllの 出土品である。

杯 Aは b-1～ 3、 c-2が ある。高台は休部直下に付き、底部と体部の境界は第10期ほど明確でな

い。体部は直線的で、 b類のもので、端部附近がわずかに外反する程度である。高台は横断面長方形で、

ほとんど外方への踏んばりがない。端面をわずかに窪ませるものがある。

杯 Bは 日縁部の開きが大きい。

皿は日径の等しいものが 3点ある。口縁部の外反するものと直線的なものとがある。外反度は第10期

に比べて月ヽさい。

蓋 Cは小型のものが 4点ある。日縁部の知れる3点は、その端部をわずかに肥厚させた程度の九いも

のとしている。

甕は日縁端下端に横断面三角状の突帯つけたもの。

�。第 12 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 皿、蓋 C・ D、 壺がある。

杯 Aは BT8、 IT9の ものがあり、b-2、 b-3、 c-2、 c-3類がある。いずれも日縁部は

直線的あるいは心持ち内、弯気味になる。外反気味のものは少ない。高台は横断面台形状になり、低いも

のがある。

杯 Bは 日径指数24.6～ 26.1の浅いものと29。 5のやや深いものがある。日縁部の外傾度は42.9～ 46.2で、

3点 ともかわらない。底部と体部との境界には明瞭に稜が走る。底部にやや丸味を残すものがある。

皿は同大のものが B T81の 2′点ある。日縁部は直線的で、開きは第■期のものと変らない。

蓋 Cは BT8か ら大小 2類が出上している。ツマミはくびれの小さい中高のもの、くびれのない中高

のもの、くびれがやや大きく中高のもの等がある。日縁部はいずれも段を持って、端部を丸 く仕上げて

いる。

蓋 Dは BT8に あるが、ツマ ミは蓋 Cと 同様のものである。

壺はBT8か ら短頸のものが出上している。内傾する極めて短い口縁部である。

(土師器 )

甕 Aが BT8か ら大月ヽのものが出上している。小型のものは外反する口縁部の端部をつまみ上げたも

のである。第 9期のBTl出 上のものでは端部を上方に曲げ、第10期のものではその折り曲げが小さく、

第12期のものでは横断面三角形状につまみ出したものとなっている。大型のものは外反する日縁端部を

斜方へ内弯させるもので、休部は膨らず、日径より最大径が小さくなっている。第 8期に類品があるが、
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口縁部の弯曲、端部の折 り曲げ、体部の膨りなどに変化がみられる。この 2点の他、BT8か ら、内弯

し、端部を外反させる口縁部を持つ小型の甕Aが出上している。器壁が薄く、調整は不明であるが、器

壁に凹凸がみられる。

XIII。 第 13期
(須恵器 )

すべてBT9か らの出土で、杯A・ B、 蓋 C、 皿、鉢、壺がある。

杯 Aは b-2類が 2点の他に b類の底部片、 c類の口縁部片があるょ b-2類 では高台は長方形で体

部下端に付き、体部は内弯気味に開き、口縁端部を外反させるものと単純に終るものとがある。

杯 Bは 口径指数24.1と 29.5があり、深さに差がある。底部に九味がなく、平底で、体部は大きく直線

的に開く 。

蓋 Cは 口縁部に段があり、端部は丸く/Jヽさい。

皿は 2′点ある。口縁端部を外反させるもの、体部を上下 2段にナデ、その境に稜を取るものとがある。

鉢は口縁部を「く」の字形にした深いものё

壷は外反する口縁部の端部を上方に肥厚させ、外側に面を取るものである。

(土師器 )

甕 Aの小型のものが 1点ある。やはりBT9出 上のものである。短 く外反する口縁部の端部をやや内

側につまみ上げたものである。第 9期のBTl出 上のものに類品があるが、休部の最大径が大きく、端

部のつまみ出しもまだ小さいものとなっている。

(灰釉陶器 )

塊、皿がある。BT9の 出土である。

坑は 2点ある。日径17.8Cm～ 18.6Cm、 器高5.4cm～ 5.7Cmでほぼ同大である。丸味を持った体部と口縁端

部を大きく外反させる特徴を持つ。高台は断面長方形のものを付ける。

皿は一点が段皿である。高台はやや内弯気味の高いものを付ける。段は高台直上よりやや外側に付け、

幅の広い直線的な口縁部を持つ。他の一点はやや内i弯気味の体部で、口縁端部を屈曲させる。

(黒色土器 )

やはりBT9か ら坑が 1点出土している。高台著卜分が欠失している。日径23.4cm、 高さ 5.6cmの大き

いものである。口縁端部を外反させ、体部外面に暗文がある。

XⅣ。第 14 期

(須恵器 )

杯 A・ B、 皿、蓋 C、 壺等がある。

杯 Aは全形を知れるものがない。HT2・ 5・ 6では底部片がある。高台は体部直下に付き、低 く、

長方形及至台形断面のものが多い。口縁部片はB T10等では心持ち内弯気味で、端部に変化はない。

杯 Bは B T10や CT7等 に全形の知れるものがある。

皿は B T10、 HT2、 IT2、 IT3等で出土している。わずかに外反するもの、直線的なもの、日

縁部の器壁を薄 くするもの等、また、B T10では底部と口縁部の区別が不明瞭で、底部に丸味をもたせ

ている。

蓋 Cは B T10、 HT2、 HT6等 にある。総体に口縁端部のまき込みがほとんどなく、端部内面を刻ヽ

さく窪ませて端部をつ くるものが多い。
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壷はHT5か ら花瓶形のものが出上している。平底で、肩部ははらず、最大径は中程にくる。

(土師器 )

杯がCT7、 HT2、 HT5か ら出土している。CT7の 2点は底部に箆おこし痕が残 り、ロクロ仕
上げで、休部外面にロクロナデの凹凸が残る。HT2の ものは、範囲の狭い平底状の底部と大きく開き、
端著卜を小さく内折するもの。HT5の ものは皿状の浅いものである。
(灰釉陶器 )

FT8、 IT2、 IT3等から坑形品の小片が出上している。 IT2の ものは底部片で、高台は高く、
中程で内面が内折している。他のものは回縁部片である。

(黒色土器 )

HT2、 HT6か ら甕が出上している。ともに「く」の字形の頸部、直線的でその端部を外反させな
がら小さくまき込む口縁部を持つ。HT2の ものでは、体部は最大径を上方に持ち、日径とほぼ同規模      ィ
となっている。

以上、竪穴式住居跡出土の上器類を第 1期～第14期に区別し、順次説明してきた。西暦年代ではおよ

そ 7世紀初頭から10世紀初頭までのものである。土器類を出上した遺構には、その他濤状遺構や土拡等

が存在する。ここでは、第 1期～第14期の中に納まるものは、後項の遺構の編年で扱うこととし、この

14期の以前と以降の土器類を出上しているものを取 り上げ、編年的に記述しておくこととする。

第四項 編年 (土器類)H

I.6世 紀以前

(須恵器 )

6世紀代にさかのぼる杯 C、 蓋 Aが CPN9、 C P 355、 IT5の 埋土中から出上 している。

杯 Cは C P N 157と IT5か ら各々 1点出土している。 C PN 157の ものは、日径 10.8Cmで、受部は

体部の延長線上で短か く斜上方にのび、日縁部は外反し、上半分は垂直に立つ。 IT5の ものは、受部

は外反して水平近 くにのび、口縁部はわずかに内傾 して立つ。

蓋 Aは C P 355と IT5か ら出土している。 C P 355の ものは天丼部に丸味があり、日縁部 との境界

に凹線をめぐらせて区別する。日縁部はわずかに開く。 IT5の ものも同様であるが、天丼部は箆削り

し、日縁部は垂直である。

これら杯 C、 蓋Aは 、近江湖北地方の後期古墳の編年で長浜市中山古墳期に比べて、蓋で口縁端部の      万

面取 りがなく、日縁部と天丼部との明確な区別は次の近江町黄牛塚古墳期のものにはみられない。両古

墳期は大阪府陶邑古窯跡編年でT K10及びT K43に 相当するものであり、やはり、両者の中間的な形態

である。前項の第 1期は長浜市諸頭山 2号墳期に相当し、従って、湖北地方では、これら須恵器杯、蓋

の間に責牛塚古墳期、余呉町上ノ山 1号墳期の 2形式が存在する。当遺跡でも、遺構に伴うものとして

は、この間をうめるものは存在していない。

(弥生式土器 )

C M17、 C P 340、 BBPl、 ABPl、 HTlか ら弥生式上器が出土している。特に、新しい時期

のものと混在せず、一括して出上しているのはABPlと C P 340である。

壷、甕の器種が認められる。

C P 340か らは、甕が出上した。頸部はゆるやかに外反し、日縁部がわずかに立ち上がるものと、頸
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部が大きく外反し、口縁部のさらに横へひろがって端部に面をなすものとがある。前者は、肩部外面に

櫛描直線文、後者は、頸部外面に櫛描直線文、日縁部内面に櫛描波状文をそれぞれ施す。

HTlか らは、口縁部が斜め上方にひらき端部を上下に拡張する壺が出上した。なお、端面には 3条

の凹線文を施す。

ABPl、 C M17、 C P 340、 BBPlか ら壺あるいは甕の底部が出上した。ABPl、 C M17、 C

P340の ものは上げ底の底部をなし、斜め上方に立ち上がる。BBPlの ものは、外底面は平担である。

なお、ABPlか らは他にも弥生土器破片が出上しているが、器種等は不明である。

あえて、以上の弥生土器の時期的位置づけについてみると口縁端部が上下に拡張し、凹線文を施す壷、

外反する日頸部をもち櫛描文を用いる甕などからみると畿内第V様式併行期に位置づけられるのではな

いかと思われる。

H.10世紀以降

灰釉陶器、黒色土器については、すでに、竪穴式住居跡の出土土器から編年した第13期及び第14期に

すでに出土している。第14期 までは、須恵器及び土師器が中心であったが、10世紀以降では須恵器類は

姿を消しはじめ、灰釉陶器が中心になり、これに緑釉陶器、黒色土器、陶器が加わる。以下では、施釉

陶器、黒色土器を中心に、濤状遺構や土拡等の一括性の高い遺物を中心に編年的に記述していく。編年

は、施釉陶器が中心になるので、東海地方の編年に従い、10。 ■世紀代を5期に区分し、前項の第14期

に続けて、第15～ 19期 とする。

イ)第 15期

この時期のものには、C M20(図 125)や FM5(図 130)等からの出土遺物に見出せる。C M20か らは灰

釉陶器の皿、壺、土師器の皿、FM5か らは灰釉陶器の坑がある。

灰釉陶器の筑は、同心円復原で口径17.5cmの もので、直線気味に開いた体部から内側へ曲げ、端部を

大きく外反させた日縁部を持つ。底部は、高台の付け根外側を箆で強く凹ませ、内側を弯曲させたもの

と高台付け根の箆押えのないものとがある。ともに端面は弯曲した面を持つ。なお、釉は底部内外面を

除いた部分にかかる。

灰釉陶器の皿は、筑と同様に弯曲した内面と箆押えした付け根部分を持つ高台で、端面は弯曲させた

面取りがある。体部はやや弯曲し、端部を大きく外反させている。釉は口縁端部附近の内外面にかかる。

灰釉陶器の重は長頸のもので、外反する日縁端部を下方に肥厚させ、外側に垂直な面を取る。

土師器の皿は日径10.9Cmの もの。口縁部がわずかに外反する。底部外面に指頭圧痕がのこる。

口)第 16期

A P13(図 123)か らの一括遺物がある。灰釉陶器の筑、皿、緑釉陶器の坑、皿、黒色土器の筑がある。

灰釉陶器の筑は、日径15.8Cm、 器高 5.4cmの ものと、日径13.8cm、 器高 4.2cmの ものと大小 2類ある。

大型のものは内弯する体部と変イしのない口縁部を持つ。高台は外傾し、外面を直線的に、内面を弯曲さ

せる。釉は底部内外面を除いた部分にかかる。小型のものは、中程で屈折させる体部と端部をわずかに

外反させた口縁部を持つ。高台は大型のものと同様であるが、付け根の外面に箆押えによる沈線が見え

る。釉は口縁部の内外面にかかる。前期のものに比べ、口縁部の外反がなく、高台内面の弯曲も強い屈

曲部分を生じさせている。

灰釉陶器の皿は中程から口縁端部にかけて外反し、高台は外傾して、内面を弯曲させる。釉は日縁部

内面に残る。
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緑釉陶器の筑は底部が欠失している。体部は内弯し、端部を小さく外反させるものである。釉は深緑

色を呈している。

緑釉陶器の皿は日径11.6Cm、 器高 2.8cmの もの。高台は横断面逆三角状のものが付 く。体部は灰釉陶

器の皿に似て中程から外反している。釉は筑と同様深緑色を呈している。

ハ)第 17期

柏原北AMl(図■8)及び柏原北AM2(図■8)の両溝状遺構はその堆積土層を 2層 に区別し、下層

の出土土器がこの時期に当る。灰釉陶器の筑、皿、壷、土師器の皿、杯、甕 A、 白磁がある。

灰釉陶器の塊は全形を知れるものはないが、弯曲する体部とやや幅広 く外反させる口縁部とを持つも

のがある。底部は、内面の弯曲がほとんど見られず、外面に稜を持ち、端部を尖 り気味に終らせるもの

と横断面が外傾する長方形状のものとがある。

灰釉陶器の皿は、高台径の小さいものがある。一点は削り出し風に底部の器壁を厚 くし、底い高台を      ィ

付けるもの。他は大きく外傾する横断面長方形状のもの。

灰釉陶器の壺は長頸のものの頸部から肩部にかけての破片がある。頸部は直線的で、日縁部は外反さ

せているようである。肩部の張りは大きいようである。

土師器甕は、器壁の厚いもので、口径は16cmを計る。口縁部は短 く、刻ヽさく開き、端部を九 く納めた

単純なものである。頸部のナデがやや強く、内側に稜を取る。休部はナデ肩で、最大径は口径よりやや

大きい程度である。体部内面は、指頭痕が残るが横刷毛調整している。外面は幅広 く、深い水平な叩き

痕が見られ、器壁に凹凸をつ くっている。

土師器杯は平底の口縁部の開きの大きいものがある。全形を知れるものは、口径■ .lCm、 器高 2.7Cm

のもので、底部はナデ調整している。

土師器皿は、口縁部に稜を持つものと単純なものとがある。前者は口縁部に段を持たせるように外反

させ、端部を内側にまき込む。日径■ .lcm～ 12cmの ものと16.8cmを 計るものがあり、後者は端部のまき込

みがなく、内弯させている。日縁部の単純な後者は、日径16cm、 器高 2,7Cmを 計るものがある。底部は

指頭圧痕が残る。

白磁坑は横断面逆台形状の高台を削り出したものである。

二)第 18期

柏原北AMl、 柏原北AM2の それぞれの上層のものをこの時期に当てる。灰釉陶器の坑、皿、壺、土

師器の杯、皿、白磁等がある。                                      ・

灰釉陶器の規で大型品の全形を知れるものは、口径13.4Cm、 器高 4.lcmを 計るものと口径15,6Cm、 器

高 5.lCmの ものとがある。前者は、弯曲の小さい体部と小さく外反させる日縁部を持つ。高台は高さ 1      ,

.2cmの高いものが付 く。後者は断面三角形状の低い高台で、体部は中程で弯曲し、端部を外反させて
い

る。高台部分だけを見ると、内面に弯曲するものはなく、外反気味の高いものが多
い。河ヽ型塊は口径10

.2cm、 器高 2.9cmの ものと9 Cm、  2.5Cmの ものとがある。高台はともに外面を垂直にした断面逆台形状の

ものである。体部は前者は大きく開き、日縁部を外反気味にしている。後者は開きが小さ
い。

灰釉陶器の皿は、高台は坑の小型のものと同様である。体部は口縁部を外反気味にするものと内弯気

味のものとがある。

土師器の杯は円筒状の底部を持つもので、底部外面に糸切 り痕を残す。

上師器の皿は、口縁部に段を持つものと単純なものとがある。粕原北A M2の上層からは、日縁部に段
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を持ち、端部にまき込みの見られるものと、内弯して終るものとがある。日縁部の単純なものは大小 2

類があるが、前期のものに比べ、日縁部はよく外傾し、底部の九味がなくなっている。

白磁は筑形品の日縁部片で、日縁端部に玉縁を作り出しているが、極めて小さく、玉縁下端に沈線を

引いて区別している。

ホ)第 19期

柏原北AM2上 面の土器溜 り、C M17(図 125)、 柏原北CBP6(図 120)等の出土遺物がある。山茶筑

の筑、土師器杯、皿、白磁、青磁等がある。

山茶筑の筑は、日径16.3cm、 器高 4.6cmの ものと16.4cm× 5,4cmの ものとがある。ともに体部は内弯

し、日縁端部を小さく外反させている。底部は底い台形状のもの、後者は逆三角形状の低いものである。

土師器の杯は、低い円筒状の高台部分で、底部外面の糸切痕はみられない。

土師器皿は大型のものはなく、最も大きいもので口径13Cmであり、 9 Cm前後のものが多い。日縁部に段

を持つものが 1点あるが、端部のまき込みはなく、斜上方に立つ。他は単純な日縁部で、内弯気味とな

る。底部は指頭痕があり、口縁部を 1～ 2度ナデして、不明瞭な稜が見られる。大きいものも同様の整

形である。

白磁は筑と壺形のものとがある。挽は口径15.3Cmで、径 5。 2cmの小さい削り出しの高台がつく。内面

に段を持つ。体部は内弯し、口縁端部は小さく外側にまき込み、工縁状にしている。壷と思われるもの

は、小さな平底を有するものである。

青磁は坑形品で、長方形断面の高台を持つ。

以上、10世紀前半から12世紀前半まで 5期に区分し、比較的良好な出土遺物のみられる溝状遺構、土城

を中心に、編年的に記述した。遺構を選択したため、すべての器種を説明できなかったが、後項で各遺

構の編年を行う時に補っていく。なお、別図に、これまでの説明に従って編年図を作成した。また、出

土遺物の個々の説明は上記を持ってかえることとし、特に観察表は作成しなかった。

第五項 瓦類 (図 152～ 164)

I。 瓦の出土状況

瓦類は、AMl、 DMl、 EM5等 から比較的多量に出土している。その他、E M12、 EM2、 EM

3、 E M18、 E M10、 FM5、 EBP6、 D P 171、 E P21、 E P32、 EP7等 から出上している。出

土地域の分布は、DMlか らE区にかけてに集中する。かつて、ほ場整備工事に伴う発掘調査で検出し

た瓦溜りはE区の西隣、月ヽ字殿町であって、井口遺跡における瓦の出土地域はこの附近に集中する。瓦は、

これら溝状遺構や旧河道を中心とし、その他土拡から若千のものが出土しているが、AT3や F T23な

どの住居跡からも出上しており、注意される。特に、F T23か らは、カマ ド部分から、比較的良好な状

況で出上している。その状況はカマ ドの焚口やその天丼部の構築材料とされていた可能性の極めて高い

ものであった。

H.平瓦 (図 152～ 164)

平瓦は、比較的遺存状況の良好なものでは、F T23出 土のもので、長さ37.5Cm、 幅は21.lcm以上、弧

深 2,9Cm以上を計り、E P32出上のものでは、一端が30.3cm、 他端が29Cm以下で、弧深は 6.4Cmである。

裏面の叩き痕には三通 りが見られる。一つは組日、二つは斜格子、三つ目は叩き痕を箆削りして消し去

るものである。その数量は、平瓦99点中紀目叩き27、 格子叩き23、 箆削り46、 不明 3で、およそ、 1:
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1:2の 割合 となっている。これらは、たとえば、 F T23の カマ ド構築材料 とみられるものでは、紀 目

叩き 2、 格子叩き 1、 箆削 り3と なり、他の諸遺構でも混在 して出土している。

m.丸瓦 (図 160～ 163)

出土地点が不明であるが、完形品の 1点では、長さ40.8Cm、 幅11.6cm～ 18,9cm、 弧深は5,3cmを 計る。

F T23出 土のものでは、長さは不明だが、幅が9.lcm～ 12cm以上、11.2cm～ 13.8cm以 上を計るものがあり、

ほぼ同規模のものといえる。丸瓦は20′ミあるが、このうちE区出土のものの中に玉縁を持つものがある。

玉縁と認められるものはこの 1点のみで、他は行基葺式のものであろう。

Ⅳ.軒丸瓦 (図 164)

軒丸瓦は、複弁八葉となるものがA～ Cの 3種類、複弁六葉のものがD類の 1種類、単弁八葉のもの

が E・ Fの 2類、その他に、A～ Fと は異なるが、詳細不明のものG類がある。濤状遺構等遺構からは、

A類がEM7、 B類がDMl及 び E M14、 E類がDMl、 F類が C M20及びDMlか ら出土している。

A類  直径は復原して19.8Cmを 計る。中房は直径 9。 lCmで圏線をめぐらせ、 1+6+12の 蓮珠を配

する。蓮珠には圏線がない。中房は蓮弁より高い。蓮弁は複弁の八葉で、間弁が弁高より高 く、弁の外

側で連続している。弁長 3.3Cm、 弁幅3.7cm～ 4.Ocmを 計る。外区と内区との間に圏線をめぐらせる。外

区の内縁には、復原数で38イ固の、比較的密に蓮珠を配している。蓮珠の外側にも圏線をめぐらせている。

外区外縁は幅、高さとも 1.5Cmで、複合した鋸歯文が配されている。色調は黒褐色を呈していて極めて

硬質である。九瓦部との接合法は不明であるが、瓦当裏面及び周縁に縄目の叩き痕がナデ調整で消され

た様子が観察できる。厚さは外区内縁で 2.lcmを 計る。 2点ある。

B類  外区は不明。中房は直径 7.7Cmで圏線をめぐらせる。 1+8+8の 蓮珠が配され、蓮珠には

圏線がめぐっている。弁は複弁入葉で、間弁は弁の外側で連続する。弁長 3.4Cm、 弁幅 3.9cmを 計る。

瓦当面は扁平ではなく、凸面を形成している。色調は灰白色を呈し、やや軟質である。九瓦との接合法

は、そのまJ離状況から、瓦当裏面の凹部に丸瓦をさし込む方法を取っているものと考えられる。凹部が

瓦当面の内区外端附近にあり、この部分に補強粘土が残っている。外区部分については不明だが、九瓦

の接合位置と他の例による接合方法とを参照するなら、外区内縁は無文となる幅になる。B類は 2点あ

る。

C類  復原で直径17.6Cmと なる。中房に圏線をめぐらせ、1+6+12の 蓮珠を配している。直径は

7.3cmを 計る。弁は、弁長3.2cm～ 3 4cm、 弁幅は3.8cm～ 3.4cmで、八葉を配する。問弁はA・ B類 と異

なり、独立している。間弁は弁高より高い。外区との間に界線をめぐらせ、外区内縁に蓮珠を密に配し

ている。外区外縁は無文で、幅 0.5Cm、 高さ 0.6Cmと低い。その高さは間弁と等しく、中房の蓮珠より

低い。灰白色を呈し、やや軟質である。瓦当裏面には布目が残る。布日は、九瓦部側底面直下には及ば

ず、この部分は箆切 り痕が認められる。いわゆる一本造りの技法であるが、九瓦部は模骨を全周するの

ではなく、半周よりやや多めに巻き、九瓦部側低面の不要部分を一部切 りとったと考えられる状況にあ

る。大津市桂木原瓦窯跡跡出土瓦では、この手法に近いものは方形瓦であるサソリ文のものに認められ

る。軒丸瓦では、模骨に巻 く丸瓦部の粘土は全周し、下半分の不要部分を切 り取っているため、切 り取

り痕は下半分の周縁に残ることになる。C類では、瓦当面裏の布目は、下半分の周縁にも残っており、

模骨は瓦当裏面の中央ではなく、下端に合せた下寄りに当てられ、その空隙のできた上半部に丸瓦部の

粘土を半周させていると考えられる。瓦当の厚味は外区内縁で 3.3cmと 厚 く、瓦当裏面と模骨との間に

さらに粘土を加えている様子が知れる。このタイプは 1点のみである。
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D tt  A～ C類 と異なり、複弁六葉のものである。瓦当面の直径は17.4cmで規模は大差ないが、中

房の直径が 4.8cmと 小さく、連珠も1+4と 少ない。弁は二重線で表現し、弁長 4.2cm～ 4.6Cmであるの

に対し、弁幅が4.2cm～ 5cmと 広 くなっている。複弁の二つの子葉の間には稜がはいらない。外区とは圏

線で区別されるが、内縁はなく、無文の外縁のみとなっている。外区、内縁とも扁平で極めて肉の薄い

もので、外縁の高さ 0.2Cm、 内縁で 0.3Cnを 計るにすぎない。瓦当の厚さは 2 cmである。九瓦部は瓦当

に喰い込ませている。D類 も1点のみ出土している。

E類  次のF類 とともに単弁のものであるが、この種のものは 1点のみ出土している。瓦当面の直

径は、復原で16Cm、 中房は直径 4.3Cmを 計る。中房の中央には、直径 2,7Cm、 高さ l Cmの半球状の大き

な蓮珠を置き、この周囲に15個の小さな蓮珠をめぐらせている。中央の大きな蓮珠は十字を刻んで4等

分され、十年の交点に 1個、四等分された各所に 1個ずつの蓮珠がみられる。蓮弁は入葉で、弁長 3.6

Cm、弁幅2.6cm、弁高0.5cm～ o.6cmで 、高い子葉を持つ。界線で外区と区別し、外区内縁に密に蓮珠をめぐ

らせる。内縁の幅は 0。 9Cmと 狭い。外縁には圏線がめぐり、幅 0.8cm、 高さ 0.3cmの規模となっている。

丸瓦部は瓦当に喰い込ませ、複弁のものにくらべてやや中央寄 りにくる。黒灰色を呈し、硬質である。

Ftt  E類 と全ったくモチーフは同じであるが、瓦当面の直径が18.2cmと 大きく、中房も 5。 5Cmでゃは
り大きい。しかし、中央の規模や形態、蓮弁の大きさ等 E類 と同様である。瓦当面や中房の大きさとと

もにE類 と異なる点は、外区内縁が幅 1.3Cmと 広 く、蓮珠が 3 Cmと 広い間隔を取って配されている点に

ある。外区外縁は幅 0。 9Cm、 高さ 0.5Cmで、ゃはり圏線がめぐる。暗灰色を呈し、E類に比べて軟質で

ある。厚味は21cmで、E類より薄い。九瓦部の接合法はE類 と同じである。 F類の出土量は最も多く、

5点 を数える。

G類  詳細は不明だが、外区内縁に蓮珠を持たない複弁のものと思われる。
以上、軒丸瓦は、複弁八葉のものが 3～ 4種、六葉のものが 1種、単弁八葉のものが 2種で、計 3類

6～ 7種のものが出上している。 A・ C類は川原寺系の系譜をひ くものであろうが、A類の外区外縁

の鋸歯文は複合したものとなっており、C類では無文となっている。中房の連珠も1+6+12と 変化し
ている。B類は川原寺系のものと思われるが、中房の蓮珠の数が 1+8+8と 変化している。 D類は特
異なモチーフで、びわ町満願寺遺跡出上の複弁六葉、同町下八木出上の複弁四葉のものと共通したモチ

ーフといえる。単弁のE・ F類は、井口遺跡出土瓦を特徴づけるもので、特異な中房を見るものは、秦

荘町蚊野・野々目遺跡、湖東町小入木遺跡等、湖東地方にその分布を見る。湖北地方の単弁の軒丸瓦は、

白鳳期に入る米原町三大寺遺跡、長浜市大東遺跡等で出土しているが、 これらは外区外縁に三重圏をめぐ
らせるものである。

V.軒平瓦 (図 164)

軒平瓦は四重弧文のものと※印の連続スタンプを押した特異なものとの 2種類がある。

a類  四重弧文で、いずれも段顎形式である。瓦当面の幅と牧の幅が等しくなっている中顎のもの

である。

b類  ※印を7回連続的にスタンプした特異なものである。スタンプは縦 3.5Cm、 横 4 Cmの もので

ある。無顎で、両側縁には桶巻造りを思わせる糸切痕が見られる。

以上が出土した瓦類である。他遺跡で類例を見ることのできるものもあるが、その時期を決定し得る

ものではない。軒丸瓦で見ると、自鳳期に位置するものより、形式的に変化したものである。湖北地方

の白鳳期としてほぼ確実な二大寺、大東両遺跡出土瓦と比較するなら、丸瓦に玉縁を持つものが 1点で
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あるが、出土していること、平瓦の叩き痕に縄日のものがあり、斜格子のものと1対 1の割合いになっ

ていること、単弁系のもので外区外縁に 3重圏がみられないこと、複弁系のものが出上していること等

々の相違がある。

次に、瓦の出上した遺構での伴出土器についてみてみると、まず、カマ ドの構築材としたF T23は 第

8期の住居跡である。住居跡の床面から瓦が出土しているAT3は 第 7期に位置付けたものである。A

Mlか らは、その下層から出土しているが、AMl下 層は第 4期から第■期までの上器類が出土してい

る。BMlは 、第 2期 とさかのぼるものもあるが、他はすべて第 4期～ 8期の間に納まる土器類である。

DMlは 旧河道であるが、ここでは比較的多量の軒瓦を出土しているが、同時に、第 2期～第 8期 T)土

器類も出土する。EM5は 瓦、土器、礫石等を多量に含んだ濤状遺構で、第 8期の上器類が出上してい

る。FM5で は、第 4～ 8期の上器類がある。以上の伴出土器類で見ると、第 9期以降の土器類をみる
ことが少なく、第 8期のものを最も新しいものとするものが多い。特に、F T23か らは廃材としての瓦

を利用したと考えられ、従って、出土瓦は少なくとも第 8期には廃棄されていたものと考えることがで

きる。形式的に白鳳期にさかのぼらないものと考えれば、瓦類は第 6,7期 におくことができる。すな
わち、 8世紀の第 1四半期頃にその年代を置くことが可能である。

第 六 項  鉄 製 品 (図 151)

鉄製品として刀子、鉄釘、鉄斧、鍬先、紡錘車、鉄鉦、その他がある。

AT3(2)、 FT6(4)よ り刀子が出上している。(2)は両端を欠くが断面三角形を呈し、残存長
6.4cmを はかる。14)は完形品で長さ16.2cm(刃部長10.5Cm)、 刃部最大幅 1.9Cmを はかる。刃部断面は

三角形、柄部は方形をなすが、柄部には木質が残り、刃部と柄部との境には留め金具が残る。

鉄釘はAT3(5)、 FT6(7)、 柏原北 C(6)よ り出上している。(5)は、残存長14.lcm、 幅 1.0
Cn～ 0。 8cmを はかり断面は方形を呈し、頭部はひとまわり大きい。(ωは頭部を欠くが、断面方形で、先

端が尖る。残存長は15.7cmである。

住居跡に伴うものではないが、鉄斧 (12)が出土した。鉄板の上方をたたいて薄くのばし、左右から

折 りかえして柄をさしこむ袋部をもつ袋斧であり、長さ■ .Ocm、 袋部幅 4.Om、 最大刃部幅 5,7cmを は

かる。刃先がやや広 くなっている形状より古墳時代に位置づけられるものかと思われる。

鍬先が柏原北C T3よ り出上しているが、いわゆる身・柄が木製でその先端にはめこむ風呂鍬にあたる

ものである。表面の鉄錆が著しく全体の形状は判然としないが、断面で観察する限り、Y字形を呈す。

残存長15.5Cm、 幅 3.4cmを はかる。

AT3か らは、紡錘車が 2点出土した。両′ミとも円板形のもので径が 3.8cmである。
F T12内 BPlよ り鉄錠が出土している。残存長 6.8Cmを はかり、一端は屈曲し、もう一端は尖る。

木質が付着している。

その他、用途不明の鉄製品として(8)、 (9)、 tゆ があげられる。(81は A地区包含層からの出土であるが、
L字形をなし、断面は長方形である。また、こ0は復原径10。 5Cm余 りをはかると思われる円板形の鉄製品

で、円形の透しが、少くとも5ヶ所に施されていると推定される。なお、縁辺部は斜めにカットされてい

る。

以上、鉄製品の時期的出土量は、古墳時代にさかのぼるものから平安時代に下る時期のものまで万遍

なく出上している。
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擾q152 区]153 区□154 図155

No 出土地点 口Pき No 出」ニチ也点 叩 き No 出土地点 叩 き No 出土地点 叩 き

AMl I 1 D P171 I 1 B I 1 D I

AMl I DMl I 2 B I 2 E I

3 A I EM2 I 3 B I 3 E I

AMl I EM5 I 4 B I 4 E I

5 AMl下 I EBP7 I 5 B I 5 E I

AMl I EM5 I 6 B I 6
Eおちこあ
Ⅲ

I

7 DMl I EM5 I 7 B I 7 E I

8 DMl I F T23 I D I 8 E I

9 DMl I 9 F T23 I D I

DMl I D I

D I

膠q156 膠]157 じ]158 区]159

No 出 主 JtW」点 叩 き hTo 出土地点 叩 き Nll 出土地点 叩 き No L土地点 叩 き

ユ E I 1 E T23 I 1 F T23 1 E ⅡI

E 2 DMl 2 F T23 E II

E 3 DMl 3 FM5 E

Eおちこ乃
III

4 DMl 4 F T23 E Ш

E 5 EM2 5 EBP6 ⅡI 5 E

E EM5 6 DMl E

7 A I 7 EM5 7 E P32 7 E M12 EI

E EM5 8 E

9 E EM5 9 E

F EM3 E

E EM5 H E

B E ⅡI

E

Eおちこみ
Ⅳ

ⅡI

表17.瓦類出土地点一覧表 (I:叩 き痕を消すもの、H:組 目叩き、Ⅲ :格子目叩き)
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第七項  その他 遺物 (図 151)

BT3、 E地区落ち込みよリフイゴの羽回 (14)が出上している。羽日は住居跡から鉄滓とともに出

土することが多く、集落内での鍛治場の存在が想定される。また、同じ落ち込みよリルツボの破片 (13)

も出上しているが、だ円形を呈する筑形のもので、口縁部に片口状のそそぎ口をつけるものと思われる。

胎土には砂・小石を多く含み、片日部内面には、鉄の溶解物 (黒褐色)が付着する。羽口ともども鍛治

場の存在を飽沸させる。

その他では、C地区で遺構検出過程で、動物文様のある石鈴帯が出土している。縦 3.5Cm、 横 3。 9Cm、

厚さ 0.8Cmで、裏面の4コ ーナーに 2個一対の貫通した小孔が穿たれている。表面レリーフは獅子かと

思われる動物文様を浮き彫りし、毛や顔、足等を線刻して表凱するものである。材質は軟玉らしく、中

国の遼寧省葉茂台の墳墓から類品が出上しているといわれる。
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図 153。 平瓦拓影 (2)
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第四章 遺構・遺物の変遷

第一節 遺

第一項 竪穴式住居跡

竪穴式住居跡については、オー章 オー節 オニ項  I)竪穴式住居跡の頂で、各住居跡の記述のまと

めとして、特に、カマ ドの形態、平面形、床面積について分類 を行った。前項で、土器類の編年的記述

を竪穴式住居跡の出土土器を以って行ったので、今ここで、その編年に従い、分類した住居跡の構造の

各部の変遷を見てみることにする。

I)カマ ドの構造

カマ ドの構造については、カマ ドが取 り付けられる位置、方向、煙り出しの傾斜角等によって 9類に

分類した。今、この 9類に、壁濤、主柱穴、支柱穴のいずれかを1以上有するものを区別して、15に再

分類してみた。この15分類に従って、各期の住居跡をひろってみたのが表18である。この表で明らかで

あるが、Al類は 3期から7期の間のものに見られ、これに壁濤等のいずれかの構造の加わるものもオ

4期からオ 7期の間のものに見られる。ただ、例外的にオ14期のもの (CT7)に Al類 カマ ドに壁濤

をめぐらしたものが存在する。A2類はオ13期に認められる。Bl類は支柱穴を持つものと持たないも

のとがあるが、ともにオ 5期の住居跡である。 B2類はォ 3期からオ 5期の間、B3類はォ 1期からオ

6期 までのものに見られ、壁濤と支柱穴を持つ F T12は オ 3期の住居跡である。Cl類は、各時期を通

じて最もポピュラーで、オ 1期からオ14期 までの住居跡に見られる。しかし、Cl類に壁溝の伴うCT

9はオ 2期の住居跡である。C2類ヵマ ドはオ 2期の住居跡に見られる。C3類カマ ドはオ 5期からオ

14期 まで、時期的に長時間用いられるが古い住居跡には見られない。しかし、壁濤のめぐるITlはオ

2期の住居跡である。D類はオ 1期 とオ14期の住居跡にある。これに壁濤をめぐらす F T16は オ 4期の

住居跡である。

以上のうち、D類構造のカマドを持つものについては、昭和52年度にほ場整備関係遺跡として実施し

た当遺跡のMTl住 居跡でも確認している。南北長355m～ 4.2m、東西長 3.lm～ 3.4mで、南東コーナ

ーに、竪穴の対角線とはややずれるが、壁面に対しては斜方向に取 り付 くカマ ドを持つものであった。

土師器甕 C、 須恵器杯 A、 蓋 Cが出上しており、平城宮跡 S D 650Aす なわちオ13期の住居跡であった。

D類カマ ドを持つ住居跡はGT6と IT3であるが、ともに遺物の出土状況は不良で、オ 1期の杯 Cが

ともに出上し、また、オ14期の須恵器杯 Aあ るいは皿等が混入し、時期決定が困難なものであるが、M

Tlの住居跡例からすれば、ともに新しい遺物の時期を選択した方がよく、また、考古学的にも妥当な

ところである。

さて、まず、カマ ド構造ではないが、壁濤、主・支柱穴等のいずれか 1つ以上の構造を伴うものは、

オ14期のCT7の例外的なものを除けば、オ 5期以前の住居跡に限られる。この点は、昭和52年度のほ

場整備関係の当遺跡の調査でも、PTlに 見られるようにオ 5期のものであって、特記すべき特徴とい

える。次にヵマ ドの構造であるが、前項では煙出しの有無、その傾斜角の相違等により9類に細分した
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が、B類構造においては、 1～ 3類のいずれもオ 6期以前の古い時期のものに見られ、オ 3期にはB2

とB3、 オ 5期にはBl～ 3が並存して見られる。従って、B類に関しては煙り出しの有無や方向等は

特に時期による変化はなかったと言い得る。C類に関しては、煙り出しの見られないCl類 と煙り出し

が竪穴外に長くのばして設けられ、かつ、その間の坑底が水平なC3類 とはオ 5期以降に併存する。従

ってC類の場合、煙り出しの有無、その傾斜角は、特にC3類が新しく工案された構造といえる。C2

類の場合、煙り出しがあって、カマド奥部から直ちに急角度で排煙する構造であるが、基本的にはA2

類の構造と同一である。A2類のBT9が オ13期 の住居跡であって、これも時期的な特徴とは言い難い。

煙り出しを竪穴外に設けるものはA2類 とC2・ C3類であるが、煙り出しをカマ ド奥部から直ちに急

角度に立ち上らせることは、B類 を除いて、他の煙り出しを持たないカマ ド構造 と同様のものであると

考えられることから、C2類はCl類に包括し得る性格のものと言える。従って、時期的な特徴は、煙

り出しの傾斜角が水平になる点にあることになる。以上の点からカマ ド構造を再分類すると (Al)、

(Bl～ 3)、 (A2・ Cl・ 2)、 (C3)、 (D)の 5類にまとめることができる。これを時期的

にまとめると、 (Al)はオ 3期からオ 7期、 (Bl～ 3)はオ 1期からオ 6期、 (A2、 Cl・ 2)

はオ 1期からオ14期、 (C3)はオ 5期からオ14期 となって、カマ ド構造の変遷を伺うことができる。

ただし、 (D)に 関しては、オ13・ 14期に多い構造であるが、カマ ドの位置、方向からだけではオ 4期

にも見られ、壁濤等他の構造との関連で異り、ここでは一応時期幅を持たせて考えておく。

H)平面形

竪穴式住居跡の平面に関しては、南北の長さを 100と して東西長の割り合いを算出し、±10単位で 6

類に分類した。このうち、±41～ 59の V類に該当するものはなく、また、±60以上のⅥ類はA T10と F

T19が該当するが時期は不明である。 100に近いほど正方形に近か くなるが、別表で明らかなように、

±20ま での I及びH類の方形プランに近いものはオ 1期からオ14期の各時期に認められるのに対し、土

21～ 30のⅢ類がオ I期からオ 5期まで、±31～ 40のⅣ類が IT3のオ14期 を例外としてオ 2期からオ 4

期までと長方形プランのものがオ 5期 までの古いものに採用されている。この平面形の特徴は、カマ ド

の構造とは特に関連しない。

Ⅲ)床面積

床面積については、 ±3m2以内でまとまるものを床面積の小さいものからI～Ⅷ類に細分し、竪穴の

一辺のみの知れるものを両辺長の相関表から可能性の高い部類に加えた。床面積の知れるものに限れば、

4.6mゼ ～7nど の I類はオ 9期からオ14期のものに限られる。H類以上はおよそオ 1期から存在するが、 8.

lm!～ 1l mどのⅢ類は第8期まで、18.1ば ～20.5∬のⅣ類、22.5mど～23.9m?の V類は第7期 まで、25.9m2以上の

Ⅵ～Ⅷ及びびⅧ以上かと思われるものは第5期 までの住居跡に見られる。8.lm!～ 1lm2の コ類は第1期から

第14期 まで普遍的に存在する。一辺から推察したものを加えると、第13～ 14期にⅢ～V類のものの存在が

考えられ、オ10期にⅥ～Ⅶ類の存在が推察できる。オ 8期以前のものについては、 I及びH類かと考え

られるものは存在しない。従って、床面積規模の大小には時期差が存在し、奈良時代後期に当るオ 9期以

降は 1類及びH類の極めて小規模なもののみとなる。またオ 8期以前にあっては、 I類は存在しないが、

H類からⅧあるいはⅧ類以上の大規模なものまでが混在する様子がうかがえる。ただ、床面積の細分は

平面形と同様極めて機械的、微視的なものであった。むしろ、各時期、各住居跡群単位の中で相対的に

区別すべきである。このことについては後に若千触れる。

床面積と竪穴の平面形との関係では、平面形の方形に近い 1・ II類は各規模のものに通有に見られる
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時  期 1 2 5 6 7

カ

マ

ド

の

形

態

A-1 ○ ● ○ ● ●

A-2 ○

B-1 ○ ●

B-2 ○ ○

B-3 O ○ ● ○ ○

C-1 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ O ○

C-2 ○

C-3 ● ○ ○ O ○ ○ ○ ○

D ● ○

平
　
　
面
　
　
形

I ○ ● ○ ● O ○ ○ ○ ○

● ● ● ○ ○ ●

○ ○ ○

Ⅳ ○ ○ ○ ○

床

面

面

積

I ○ ○ ○

● ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ⅡI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅳ ○ ○ ● ○ ●

V ○ ● ●

Ⅵ ○

Ⅶ ●

Ⅷ ○ ○ ● ●

表18.竪穴式住居跡カマ ド構造分類時期別一覧表 (0は壁濤等を有するもの)

表19.竪穴式住居跡床面積等分類時期別一覧表 (0は壁溝等を有するもの)
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時
期 住居跡

ド
態
マ力
形

平面
積
床面積 方 向

1

AT 13 B-3 I Ⅳ N8° 30′ E

FT 13 Ⅷ以上 N8° 30'E

Nl° 30′ E

GT 3 C-1 Ⅲ～ V N9° 30'W

6 D I N19° 30′ W

IT 4 C-3 N30° 30′ E

NO° 30′ E

2

AT l

2 Ⅲ～ V N4° 30′ W

BT 5 H～ (Vl N22° 30′ E

CT 9 C-1 N30°  W 0

FT 5 C-2 Ⅲ～ V N13°  W

Ⅷ以上 N9°  E

GT 2 C-1 N9° 30′ W

N23°   W

IT l C-3 Ⅳ ⅡI N 5°   W 0

3

AT 14 V～Ⅵ N3°  E

BT 4 B-2 I N16° 30′ E

6 B-3 I N31°   E

FT l Ⅳ N12° 30'E

4 H～ (Vl N4°  W

B-3 I V N3° 30'E 0 4

GT 5 H～ (Vl N31°   E

9 B-3 V～ Ⅵ N12° 30′ W

IT 5 A-1 Ⅵ～Ⅶ

4

AT 5 Ⅲ～ V N9° 30′ W

FT 11 C-1 N 2° 30'M「

D H Ⅶ N20° 30′ E 0

A-1 Ⅷ以上 N ll W 0△×

CT 7 Ⅵ N29°   W

C-1 Ⅵ～Ⅶ N27° 30′ W

Ⅵ～Ⅶ N7°  W

5

木白C T12 B-1 I Ⅵ N l° 30′ W

B-1 N l° 30′ W

B-1 Ⅷ N l° 30′ W ×

AT 6 B-3 Ⅳ N ll° 30′ W

11 B-2 Ⅲ ■1 N l° 30′ W

FT 7 Ⅵ～Ⅶ N15°  W

9 N2°  W

Ⅷ以上 N13° 30′ W

GT 8 C-1 I N29° 30'W

表■ 竪穴式住居跡構造分類時期別一覧表

表20.竪穴式住居跡構造分類時期別一覧表 (○壁濤、△主柱穴、×支柱穴 )

時

期 住居跡
ド
態
マ力
形

平面
積 床面積 方 向

GT 12 C-1 I N13° 30′ Ⅵ「

IT 12 C-3 N19° 30′ W

BT 2 B-3 Ⅵ～Ⅶ N6°  W

FT 2 V～Ⅶ N4°  E

N2° 30E

柏CT5 I Ⅳ N22° 30′ E O×

C-1 I II N 6° 30′ E

AT 3 A-1 Ⅳ N 7° 30′ W

CT 5 A-1 I V NO° 0×

FT 10 C-1 H～ (Vl N l° 30′ E

GT 4 D  ? N28°  W

IT 7 C-3 I N44° 30′ E

8

ホ白CT4 C-1 I N12° 30′ E

9 C-3 II～αIつ N9° 30′ E

AT 4 III～ V N9° 30′ W

FT 23 C-1 I N24° 30′ W

HT l D  ? 皿 ～ V N 2°   E

4 H～ (Vl N2°   E

9

柏 CT3 C-3 I I N9° 30′ Vヽ

BT l C-3 H～ (Vl N9° 30′ E

CT 7 A-1 Ⅳ NO°

CT l C-1 Ⅵ～Ⅶ N 2°   E

6 N 5°   E

I N2° 30'W

IT 6

CT ■ C-3 I N8° 30′ E

BT 8

IT 9 A-1 H～ (Vl N16°   W

BT 9 A-2 H～ (Vl N 6° 36′ W

CT 8 C-3 I N6° 36′ W

C-3 Ⅲ～ V N 6° 30′ W

BT 10 Ⅲ～ V N43°  W

BT N17° 30E

FT 8 C-3 I N12°   W

HT 2 I

C-3 I N7°  E

6 m～ v N24°   E

IT 2 C-1 I N13°   WV

3 D Ⅳ
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が、長方形プランのⅢ・Ⅳ類は、時期的に新しい小規模な I類には当然認められないが、■～Ⅳ類の比

較的床面積の小さいものに認められる。

カマ ド構造については、時期的に古い段階のA類や B類はⅢ類以上の大規模なものに採用されるのは

当然であり、また、規模に規制されていない。全期間通じて認められるCl類はH～ Ⅳ類の比較的小規

模なものに限られ、C3類 もI～Ⅲ類の小規模なものに限って認められる。D類はH・ Ⅲ・Ⅶ類のもの

に採用されている。このように、C類カマ ドは小規模住居に採用される傾向にあるといえる。

Ⅳ)壁濤、主柱穴、支柱穴

これらのいずれか 1つ以上を持つ住居跡がほぼオ 7期以前に限られることは I)カ マ ドの構造の項で指

摘した。これらの認められるものは極めて少ないが、平面形では I及びH類の方形に近いものに限られ、

長方形プランを持つものでは認められなかった。床面規模に関しては、オ 2期のCT9が H類小規模で

あるが、Ⅳ類 1、 V類 2、 Ⅶ類 1、 Ⅷ類 2と Ⅳ類以上の比較的大規模なものに認めることができる。カ

マ ド構造との関係では、壁濤は各類の中に認めることができるが、主・支柱穴に関してはC類にはなく、

A及びB類のものに限って見ることができる。

V)軸線方位

軸線方位については、軸線の取 り方によって誤差が生じるが、各時期を通じて極めて不統一である。

第二項 濤状遺構

濤状遺構のうち、現存条里畦畔 とほぼ一致するか

柏原北 A M2・ 3、 A Ml、 C M17、 C M19、 C M20、

時期 を考えてみる。

柏原北CMlは 、幅4.lm～6.7mの もので、 2度にわたる堆積が認められた。出土遺物は極めて少な

く、図化し得たものは須恵器の蓋 C、 土師器甕Aの各 1点ずつのみである。tt Cは 口径12.4Cmで、天丼

部と口縁部の境界を稜をもって区別している。口縁部の段はほとんどないが、極めて扁平なものとなっ

ている。日縁部は小さく、丸味を持っている。甕Aは 「く」の字の頸部で、回縁部は中程の器壁がやや

厚くなっているが、単純に開く。体部はややナデ肩である。調整は不明。蓋 Cはオ10期頃のものと思わ

れる。埋土中よりの出土遺物であり、濤の埋没時期の上限を示すものと考える。

柏原北AM2・ 3は幅 4.lm～6.7mで、やはり2度にわたる堆積が認められる。下層は砂礫層で、灰

釉陶器の筑が少数ながら出土している。底部を欠失している 1点は、彎曲した体部に外反する日縁端部

を持つ。底部片は、高台の外面に稜を残し、内面は直線的で、三日月高台の面影を残すものである。上

層には比較的多量の遺物が包含されていた。奈良時代の土器が混入するが、ほとんど灰釉陶器と土師器

である。灰釉陶器はれ・皿類で、幼 は口縁部の外弯が小さい。高台部分は、三日月高台の面形を残す下

層出土のものに類したものが若千含まれるが、ほとんど高台内面の彎由は認められない。横断面台形状

のもの、三角形状のものがあり、外面を垂直におろしている。土師器は小型の皿類で、日縁部に段を持

ち、その端部にまき込みの残るものである。当濤状遺構では、上層の堆積後、その上面に土器溜りが形

成されていた。灰釉陶器、山茶塊、土師器皿等がある。灰釉陶器は横断面正三角形状の低い高台が付き、

休部は中程で稜を取って彎曲するが、その上下は直線的である。日縁端部は外反する。小型の筑は体部

はれに似て中程に稜を持ち、高台は台形状のものが付 く。土師器皿は、日縁部外面に一段の段があり、端

部のまき込みがなくなっている。以上の 3層にわたる出土遺物は、およそ、下層より、猿投窯跡で鳴呼

また、並行する東西方向のものは、柏原北CMl、

KMk LMlの 8条である。まず、各濤状遺構の
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82号窯式、百代寺窯式、東山G105号窯式に相当するものと考えられ、オ17期、18期、19期にそれぞれ当

ることができる。

AMlは 幅 1.6m～ 2.9mで、ここでも大別して 2度にわたる堆積を認めることができる。下層からは

須恵器、土師器、上層からは灰釉陶器が出上している。下層の須恵器は杯 A・ B・ C、 蓋 C、 皿がある。

オ 2期からオ 7期 までのものが見られるが、濤底の礫層からは、日径15.2Cm、 器高 4.7Cm、
日径指数26

の杯 Aが出上している。休部は外反して大きく開き、高台は体部直下より内側に付き、横断面長方形の

高いもので、外方によくふんばる。端部の肥厚が認められず、オ 4期頃のものと考えられる。濤底
から

の出土で、濤の開削時期のものと考えてよかろう。下層で最も新し
いものに杯Aで、体部直下に、肩平

で低い高台の付 くもの、蓋 Cで、口縁部が屈曲し、その端部を小さくつまみ出した程度のもの等があり、

オ11期に相当すると考えられるものであっ。

上層からは灰釉陶器の規、皿、壺が出土している。坑は、いずれも鸞曲して開く休部を持っ
ていて深

みがあり、端部を小さく外反させている。高台部はその内面に彎曲を残し、三日月高台となるも
のと外

面に稜を残し、端面を尖 り気味にし、内面に彎曲がほとんど見られないものとがある。前者
は鳴呼82号

窯式、後者は百代寺窯式に入ろう。従って、上層にはオ17期 と18期の遺物が包含されて
いることになる。

C M17は 幅 3.6m～ 4mの もので、 2度にわたる流水が考えられる。出土遺物は少なく、山茶坑 、土師

器皿、青磁、白磁等がある。土師器の皿は小型のものは端部をナデ、底部に手ずくねの痕跡を良く残す

もの。大型のものは口縁部に段が残るが、端部にまき込みはな
い。山茶坑は三角形状の低い高台のつ

くものである。オ19期のものとしてよかろう。

KMlは 幅 1.6mで、濤側壁に木杭の認められるものである。出土遺物は極めて少ないが、出上した

灰釉陶器は、小型の塊形品と考えられるもので、その低い高台は内面に鸞曲を残し、外面も稜を取って

彎曲する。オ17期頃のものと考えている。

LMlは 幅 3m程で、木杭が残る。ここでも出土遺物は少ないが、灰釉陶器の筑の底部片を見ると、

高台内面の彎曲はなくなっており、細長いものとなっている。オ18期頃のものであろう。

C M19は 幅0.8m～ 1.6mで、埋土は単純である。遺物は少ないが上師器の小皿が出土している。 1′ミ

は日縁部に段を持ち、端部をつまみ上げたもの、他は、口縁端部をナデたものである。口縁端部のまき

込みが痕跡程度で、オ19期に入ろう。

C M20は 幅 3.2mで、やはり埋土は単純である。須恵器杯 B、 皿、灰釉陶器皿、壺、土師器皿等があ

る。杯 Bは平底で、底部の九味はなく、体部との境界も明瞭である。皿も杯 Bと 同様で、休部の開きは

大きい。灰釉陶器の皿は高台の付 くもの。体部はわずかに彎曲して端部を大きく外反させて
いる。高台

は内面を鸞曲させ、端部に面を取り、付け根に箆押えの沈線がめぐる。壷は長頸のもので、外反した
口

縁端部を上下に肥厚させる。土師器の皿は深みのあるもの。その他陶器が出上している。陶器を除けば、

平城宮跡 S D 650Aや黒笹90号窯に類品があり、10世紀前半、オ15期に入るものである。

以上の出土土器の年代観からすれば、次のような同時存在関係を伺うことができよう。
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時 期
北

１

原

Ｍ

和

Ｃ
不H力
^ヨ

B

AM2,3 AMl C M17 C M19 C V120 KMl Lh/11

第 4期

;

第 9期 |
第10期

第11期

第15期
■

■

第17期
■

■

第18期
■

■

第19期
■

■

■

■

表21.濤状遺構変遷表

AMlは 、極めて長期間使用され、一時埋没後にほぼ同じ場所で水路が掘削されている。柏原北 CM
lはオ 9期にAMlと 同時存在するが短期間で埋没し、後オ18期に、北23mの位置に新たに柏原北AM
2・ 3が掘削され、オ19期 まで利用されている。柏原北 A・ C両地区はオ 1住居跡群に入り、調査範囲内

ではオ 5期からオ 9期 までの竪穴式住居跡が確認されている。その後掘立柱建物に変るが、柏原CHl

はCMlを 切って構築されており、濤の埋没後のものである。従って、竪穴式住居群の廃絶とほぼ同時

に薄の開削があり、後、掘立柱建物の構築に伴い柏原北AM2・ 3に付け変えられた可能性が強い。 C
M20は オ15期頃に開削されているが、井口A～ C地区の法 2住居跡群内では、特にC地区ではオ14期 ま

で竪穴式住居が構築されている。従って、ここでも竪穴式住居の廃絶とともに濤の開削が実施されてい

る。しかしこの濤も短期間で終り、オ17・ 18期の空白期間をおいて、南25m及 び30mの位置に C M17、

C M19が開削される。オ17・ 18の空白期間は、C M19に 近接して、C M19と ほぼ並行したCHlの構築

があり、掘立柱建物による集落の存在した期間であると考えることができる。KMlと LMlと は80m

の距離をおくが、KMlは た17期、LMlは オ18期 と考えられ、水路の付け変えを考えることができる。
この附近にはKHl及 びLHlが 存在するが、各々濤との関係は不明である。

このように住居群 との関係が想定できるが、これら濤状遺構のいくつかが現在条里と重複した位置に

あり、条里水田との関係を暗示している。そこで、同時存在するものの距離を算定すると次のようにな

る。

オ 9期 粕原北 CMl← 203m→ AMl

オ17期 柏原耳ヒAM2・ 3← 180m→ AMl← 1081m→ KMl  '

オ18期     〃   ← 180m→ AMl← 1161m→ LMl

オ19期     〃   ← 180m→ AMl← 231m→ c M17
〃    ← 180m→ AMl← 240m→ c M19

算定された距離を現存条里区画数で害↓ると次のようになる。

汝 9期  101.5m

オ17期   90m 108.lm
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オ18期   90m  lo5.5m

汝19期   90n  l17.5m

90m     120  m

地表観察できる条里畦畔とほぼ重複するものはAMlの みであり、延長線上にあるが条里畦畔の残っ

ていないものは粕原北 CMl、 C M17、 KMlで ある。これらの間では 101.5m、  lo8。 lm、  117.5m

の数値が得られる。概数 110m前後で、ほぼ条里畦畔にのるものと考えてよい。AMlは 第 2住居群の

南端を画し、第 4期～第11期 まで、竪穴式住居群とともに利用され、その竪穴式住居群の廃絶後一時使

用されず、第17期の掘立柱建物の構築後、再び改4多されて利用されている。また、柏原北 CMlは竪穴

式住居群 と一部重複する可能性が残され、廃絶後、やはり第17期の掘立柱建物の築造とともに、位置を

柏原北AM2・ 3にかえて利用されている。KMl、 LMlも ともに第17期あるいは第16期に掘立柱建

物を伴って薄が掘られている。このように見てくると、現在条里畦畔のAMlに 重複する部分及びその

附近の条里景観は第 4期 までさかのぼらせ得るし、また、柏原北CMl附 近は第10期頃に出来上ってい

ると考えることができる。一方KMl及 びその附近の場合は、第17期以降となる。この時期以降は、柏

原北 CMlの 柏原北 A M2・ 3への付け変え、AMlの 改修、 C M17の 開削、あるいはKMlの LMlへ の

付け変え等が実施されながら、現存条里水田の原型の整備、開発がなされていった時期とすることがで

きる。掘立柱建物群の造営は、濤の開削及びこれに伴う条里水田の開発と無関係ではないと考えて良か

ろう。

第二項 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は、竪穴式住居跡と切 り合い関係のあるものではすべて後出である。また前項の条里制

と関係が深いと考えた濤状遺構とは、柏原北 CMlを 同CHlが切 り込んでいることを除けば、全 く重

複しない。さらに、第1住居跡群は柏原北 A M2・ 3を 以って北を界し、第2住居跡群は、南はA Mlで界され、

北は唯一 CHlを 除いてC M17で界されている。第9住居跡群の場合も同様である。このように見ると、

掘立柱建物跡は、柏原北AM2・ 3、 AMl、 C M17、 KMl、 LMlと 極めて密接な関係を伺 うこと

ができる。従って、その大半が第17期から第19期の構築と考えられる。従って、KHlは KMlの 示す

第17期、LMlは LMlの 示す第18期のものとすることも可能である。また、C M17の北根1に出るCH

lは、その北にC M20があって、この濤が一時期第 2住居跡群の北を界するものであったとすると、C

Hlは C M20の示す第15期のものと考えることができる。従って、第 2住居跡群では、CHl以 外の第

15期以降の掘立柱建物の存在を考えねばならない。南端を界するAMlが 第17～ 19期 までの遺物を出土

しており、第15～ 19期の 5期の建物の存在する可能性が高い。さらに、唯一濤を切 り込む柏原北CHl

は、粕原北AM2・ 3と 第 1住居跡群の掘立柱建物跡との関係を考えさせてくれるものであるが、柏原

北AM2・ 3か らは第17～ 19期の遺物が出土しており、第 1住居卵群の掘立柱建物は 3期に区別し得る

可能性が強い。第 3住居跡群から第 8住居跡群の間ではこうしたことは考えにくいので、まず、第 1・

2住居跡群における掘立柱建物跡の編年作業から開始することとする。

まず第 1住居跡群では(柏原北CHlと 同CH4と が柱通りをN2° 30′ ～ 6° Wに持ち、極めて濤

状遺構の方向に近似している。柏原北 CHlと 同AM2・ 3と はほぼ並行するが、柏原北CHlは 同C

Mlを切っており、従って柏原北AM2・ 3と の関連性を考えることができる。他の 2基は、柏原北 C

H2が N ll° W、 同CH3が N7° 30′ Eの方向にある。後述する第 2住居跡群で、BH2→ BH3の
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関係があり、柱通りが N3° Wか ら N6° Wへ変化しており、このことからすれば、柏原北 CHl→ 同
CH4→ 同CH3と 西へ柱通りの移行順序に編年することができる。柏原北CH3は N7° 30′ Eと 他
の 3基 と異り、大きく東へ振れるものがある。柏原北CMlと の関係を考えてオ10期 を上限と想定でき
る。

オ 2住居跡群では、BH2→ BH3の 関係があり、オ 1住居跡群とは柏原北CHl→ 同CH4の 関係
と並行する。BH2と 近似した方位に柱通 りを持つものはAH2、 AH3で 、BH3に 近いものはAH

6である。また、オ15期 と想定したCHlに はBH4が 近い。BH6は N12° 30'Wでオ 1住居跡群と

同様と考えれば、柏原北CH2と 並行すると考えることができる。他の 5基は柱通りを東へ振るもので

ある。BH5・ 7は N4° 30′ ～ 5° 30′ Eに 、AHlは N2° Eの方向にある。また、BHlは N8°

30' Eの方向にあって柏原北 CH3に 近い。lllk次磁北に近かくなることを考えれば、BHl→ BH5・

7→ AHlの 順序を考えることができる。AHlが 磁北に近か く、汝15期のものが西に振って磁北に近
いことから、井14期におけば、BH5。 7はオ13期、BHlは オ12期 と考えられる。従って、柏原北 C

H3は汀13期 とすることができる。BH5が 切 り込むBT8は オ12期のもので矛盾はない。以上からす
れば、オ 1。 2住居跡群では、次のように編年できる。

第12期 柏原北 CH3・ BHl

第13期  BH5・ BH7

第14期  AHl

第15期 BH4・ CHl

第16期  柏原北 CHl・ AH2・ AH

第17期 柏原北 CH4・ AH6・ BH

第18期 本白原司ヒCH2・ BH6

つ
υ
　
　
　
つ
υ

・ BH2

残 るAH4は N21° W、 A■ 5は N23° Wの方向にあるもので、ともにオ 5期の竪穴式住居跡を切 り

込んでいる。柱通 りの振 りからすれば、AH4は オ18期 と考えているCHl、 AH5は オ17期 と考えて

いるKHlに 近い。

同様の操作をオ 3～ 8住居跡群に及ぼせば次のようになる。竪穴式住居跡との切 り合いも矛盾しない。

第12期  FHl、 GH2

第13期  FH4、 IH3

第14期 EHl、 FH3、 IH2、 HHl

第15期

第16期

第17期

第18期  GH3、 IH4、 IH5            
イ

IHlは N20° 30′ Eと 大きく東へ振れるものである。

以上掘立柱建物群をオ12期からオ18期 までの 7期 に編年した。AH5や AH4の ように東あるいは西

に大きく振れるものについては、KHlや LHlの 想定からオ17～ 18期あるいはオ19期求めることが可

能で、計 8期に区分できそうである。

このようにまとめて、前項で分類した掘立柱建物の構造的変遷について次に記述することとする。な

お、竪穴式住居跡等他の遺構との関連については後項で扱う。
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前項では、方位、規模、平面形態、柱間、柱間規模等について微祝的に細分した。方位につ
いては編

年の基準にしたもので、構造的には除外できる。編年を保留したAH4、 AH5は ここでも保留する。

まず関数を同じくするものについて比較する。

2間 ×2間のものはAHl、 BH2、 BH3が あり、柏原北 CH4も加えることができそうである。

いずれも平面形態は90～ 100で正方形に近い。柱間寸法はAHl・ 柏原北CH4が 大寸法で、他は小寸

法である。規模はAHlが 大きく 22.09m2、 BH2が 10.23∬ 、BH3が 9.61m2、 柏原北CH4が推定

17.64m2である。束柱はBH2を 除いて他のものにある。柱穴掘り方はAHl、 BH2が 方形、BH3、

柏原北CH4が 円形である。このことから、 2間×2間の建物では、平面規模が大→小への変化が見ら

れる。柱間寸法や束柱の有無は時期的な差に関係がない。

2間 ×3間あるいは 3間 ×3間のものでは、平面形態が90～ 100で正方形に近いものにBH7、 FH

4、 次で80～ 88が GH2、 GH3、 72が BH4、 62～ 66が BH5、 柏原北 CHl、 AH2、 AH3、 柏

原北 CH2、 55が IH2である。オ16期の柏原北CHl、 AH2、 AH3に 比較的整った平面形態が認

められるが、他の時期では各種が混在する。柱間寸法では、オ13。 14・ 15期のものに見られ、オ16。 18

期のものには見られない。ただし、オ13期にはFH4の 大寸法のものもある。規模については、各住居

跡群単位で見ると、オ 1住居跡群の25.2m2→ 38,l m2、 第 2住居跡群の15.6m2～ 17.8m2→ 21.06m2→ 31.64

∬～38mど 、オ 5住居跡群の20∬→22.3m2と 大型化の傾向にある。

2間× 5間あるいは 3間 ×5間の場合、平面形態は各時期、各住居跡群に関係なく、各種のものが混

在する。規模については、オ 1住居跡群は 1棟のみで比較できないが、オ 2住居跡群では66m2→ 55。 lm2

→ 49,35m2と 縮少化の傾にある。オ 3住居跡群では32.lm2→ 34。 2m2、 ォ 8住居跡群では25.2m2→42.5∬

～48.4∬ と逆に大型化する傾向にある。

以上のように、柱間寸法や平面形態は時期差や住居跡群に関係なく、各種のものが採用される。一方、

住居跡規模に関しては、各住居跡単位で、 2間 ×2間のものは縮少化、3間×2間 あるいは 3間 ×3間の

ものでは大型化、 5間 × 2間あるいは 5間× 3間のものでは、オ 2住居跡群では縮少化、オ 3・ 8住居

跡群では大型化する傾向にあることが指摘できる。このことは、各住居跡単位に一定のまとまりがある

ことを示していると考えられよう。次に、各時期毎に柱間によりまとめておきたい。

時 期 2間 × 2間 2間 × 3間 。3間 × 3間 2間 × 5間 。3間 × 5間

第12期 GH2 柚原北CH3・ BHl・ FHl

第13期 (BH5)。 (BH7)・ FH4 IH3

第14期 AHl IH2 (EHl)。 (FH3)

第15期 BH4 CHl

第16期 BH2 柏原北 CHl。 (AH2)。 (A軍 3)

第17期 柏原北CH4・ BH3 AH6

第18期 BH6 柏原北CH2・ GH3 (IH4)。 (IH5)

()は柱間小寸法

表22.掘立柱建物跡時期別一覧表

各時期の棟数が極めて少ないため、一単位の構成を求めることはむ
つかしいが、オ 1住居跡群でオ17

期に2間 ×3間 と2間 ×2間 と思われるものがある。オ 2住居跡群では、オ15期に
3間 ×2間 と5間 × 2間
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と思われるもの、オ17期に 2間×2間 と5間 ×3間のものとが共存する。それぞれ住居と倉庫の組合せ

と考えられるが、汀13期でオ 2住居跡群に 3間 ×2間のものが 2棟、オ14期でオ 3住居跡群に 5間× 2

間のものが 2棟、オ16期にオ 2住居跡群で 3間 ×2間のものが 2棟、オ18期 にオ 8住居跡群で 5間 × 2

間のものが 2棟と複数のものが存在しており、各住居跡群とも住居、倉庫各々の複数棟の組合せが考え

られるところである。

第四項 墓跡、その他遺構

I)そ の他土拡

前項で、比較的良好な状態で遺物を出土している土拡の説明を行ったが、ここではそれらを出土遺物

から時期 を決定してお く。

柏原北 CBP6  埋上の上層から羽釜、下層から須恵器杯 Aが出土 している。杯 Aは底部 と休部の

境界が明瞭で、低 く、端面を窪ませた高台が休部直下より内側に付 く。体部は直線的である。上層の羽

釜は、内傾する口縁部の端部 を内側に突帯状に肥厚させる。羽の部分は水平にやや長いものとなってい

る。

柏原北CBP4  同BP6と 同じ構造を持つもので、灰釉陶器の筑が出上している。渉略期のもの

である。柏原北CBP6の 羽釜はオ18期のものに比べて古式であり、法17期における。従ってこれら2

基の土欺は掘立柱建物群に伴う遺構 とすることができる。

柏原北 C B P10  須恵器杯 A、 土師器杯が出土している。杯 Aは 日径14cm～ 15,3cm、器高3.5cm～ 3.9

cm、 日径指数20.9～ 25。 7で、浅い大型品である。体部は中程より上方に稜あるいは沈線がめぐって口縁

部を区別し、底部との境界は九味があって稜 も不明瞭である。高台は体部直下より内側に付 く。いずれ

も低いもので、横断面長方形を呈するもの、端部をわずかに外側へ肥厚させるもの、肥厚せず端面を窪

ませるもの等がある。土師器の杯は口縁部を外反させ、端部を内側にまき込むようにするもので、内面

に日縁部を除いて暗文が残る。これらは、AT3の 出土遺物に類し、オ 7期におけるものであり、並行

する柏原北CT5。 10に伴う土拡と考えられる。

A P13  すでに説明したように、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器のセットがあり、折戸53号窯式、

平城宮跡 S D 650Bに相当するもので、オ14期の土拡である。A地区は汀 2住居跡群の範囲内にあり、

竪穴式住居跡群はオ14期 まで存在する。従って、その終末期に出来た土拡である。

B P 207  土師器の小皿で、体部外面のほぼ全体を横ナデし、底部を未調整で残すもので、従って
体部と底部との境界が比較的明瞭なものである。底部を穿孔するものがある。口径は復原したものも含

めて、8.5Cm～ 10。 2cm、 高さ1.2cm～ 1.9cmの もので、オ19期に類品が多い。従って、集落の終焉後の上拡

である。

CP 215  土師器杯を身とし、灰釉の皿を蓋として出上している。皿は細長 く高い高台を付け、やや
彎曲する口縁部でその端部を外反させている。杯は、体部下方で稜を取って彎曲させ、直線的で端部が

九 く肥厚する口縁部を持つ。底部は未調整である。灰釉陶器は高台の内側の彎曲がなく、高いもので、

百代寺窯式に見られ、オ18期のものと考えられる。従って掘立柱建物に伴うもので、蔵骨器に使用され

たものではないかと考えられる。

C P 150  土師器の小皿で、日径 6.8Cm、 器高 1.8cmで、底部を上底風にくぼませたもの。室町期
の小皿で、集落廃絶後の上拡でぁる。
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C P 169  口径■ .5Cm、 器高 2.4Cmのやや大型の皿。日縁端部附近のみナデ調整し、以下は指頭痕

が残る。柏原北AM2・ 3上面の上器溜 りの出土品に類品があり、オ19期頃かと思われる。

C P51  羽釜が出上している。大きく内傾した口縁部と短い羽部を持つ。日縁部は端部に向って器

壁に厚みが増す。体部は良く膨って、内外面を横刷毛調整している。オ19期のC M19の中に類品がある。

集落終末期の上法である。

C B P20  須恵器杯 A・ B、 皿が出土している。杯 Aは 日縁端部を小さく外反させ、高台は体部直

下附近に付く。体部と底部との境界は甘い。高台は極めて低いが、まだ踏んばりを残す。端部は肥厚せ

ず、端面に凹みを残すものがある。杯 Bは底部と休部の境界が明瞭で、平底で丸味はない。皿は、日縁

部を大きく外傾させるもので、平底である。BT8に 類品があり、オ12期の土拡である。

FBPl  土師器の高杯と刀子が出土している。

GBP6  須恵器杯 B、 蓋A・ B、 壷、皿、土師器甕 A・ C、 鉢、杯が出土している。

蓋Aは天丼部に丸味があり、日縁部を稜を取って区別するものと天丼部が平坦く、日縁部の稜の甘い

ものとがある。蓋 Bは宝珠形のツマミを持ち、口縁部は水平にひらき、かえりは垂直につまみ出してい

る。杯 Bは底部に丸味を残すものと、大型で平底のものとがある。皿は平底で、口縁部は大きく外傾し、

端部をわずかに外反させている。

土師器の甕 Aは心持ち内鸞気味の単純な口縁部をもつ小型のものである。体部はナデ肩で、最大径が

下半分にきて下膨れする。大型のものは「く」の字形の頸部と口縁端部を上方に肥厚させ、外側に面を

とるものである。小型のものは体部内面を横刷毛、大型のものは外面を縦刷毛、内面を横刷毛で調整し

ている。甕Aに はこの他に口縁部を受口風にするものがある。大小あり、小型のものは受口部を外傾さ

せ、体部はあまり膨らない。大型のものは外反する日縁端部を垂直に立たせる。

甕Cはゆる,かに鸞曲する日縁部で、その端部つまんで横ナデし、尖り気味に終らせる。

甕類に上記のもの以外に、大きく外反する日縁部と下膨れする体部を持つものがある。体部の外面を

縦、内面の頸部附近を横刷毛調整するが、指頭による削り痕が内面によく残っている。

杯は、口径 18.8Cm、 器高 6.2Cmの 大型のもので、外面は口縁部附近を除いて箆削りし、内面を箆磨き

する。口縁端部にまき込みがみられる。

鉢は日縁端部を小さく外反させ、口径より大きい体部を持つ。

これら土器類にはオ 2期に含めるべきもの、オ 5期のもの、オ 9期のもの等が混在する。従って、竪

穴式住居群との並行関係を求めることができよう。

その他多数の土城が存在し、各々若千の遺物を出上しているが、その実測図を掲載するのにとどめ、

各々の説明は省略したい。

第二節 遺

第一項  須 恵 器

須恵器は供膳形態である杯・蓋・皿類を中心とし、他に高杯・平瓶・壺・甕類・鉢等があるが量的には

極めて少ない。杯・蓋・皿類を除く、他の器種を竪穴式住居跡出上のものに限って時期別に見ると表23

のようになる。
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時 期 高杯 平瓶 鉢 一霊 甕 慇

第 1期

第 2期 ○ ○ ○

第 3期 ○

第 4期 ○ ○

第 5。期 ○ O ○

第 6期

第 7期 ○ ○

第 8期 ○

第 9期 ○

第 10期 ○

第 11期 ○

第 12期 ○

第 13期 ○ ○

第 14期 ○

表23.竪穴式住居跡出土須恵器各種出土一覧表

時 期 a b C d

第 4期

第 5期 2 1

第 6期 2 1 5 1

第 7期 1 8

第 8期 1 3 6

第 9期 1 4

第 10期 l
９
一 6

第 11期 3

第 12期 13

第 13期 1 1

第 14期 Ｏ
υ 6

表23.竪穴式住居跡出土須恵器各種出土一覧表     表24.竪穴式住居跡出土須恵器蓋 C時期
別出土数一覧表

この表から明らかなように、オ 8期以降の住居跡では貯蔵形態の壺・甕類のみで、わずかにオ13期に

鉢を見るにすぎない。オ 7期までの器種のバラエティーの豊さは、杯類にも見られる。杯はA・ BoC
・D・ E・ Fの 6類の形態が見られ、杯Bがオ 1期以降不扁的に見られ、杯Aはオ 3期以降、杯Cはオ

1～ 3期の間に見られる。これらとは別に杯D～ Fの形態を異にする杯類が存在するが、杯 Dがオ 4期

とオ 6期、杯Eがオ 2期、杯 Fがオ 3期に見られ、量的には極めて少ないものであるが、オ 6期までの

特殊な器種である。このように、オ 6。 7期を境に、須恵器の器種構成に変化が見られる。これをオ 1

次の変化とすると、オ2次 はオ13期頃であろう。すなわち、従来の須恵器の杯、皿類に加え、灰釉陶器

を中心とする筑・皿類が出現するのである。汀18期では、たとえば、BT9の出上遺物を見ると、須恵
器杯A4点、皿 2点、杯 B2点であるのに対し、灰釉陶器の筑 2点、皿 2点、黒色土器の筑 1点で、須

恵器とそれ以外の供膳形態の割合が 6:5と ほぼ合半している。この傾向はオ14期にも続く。オ15期以

降は竪穴式住居跡は存在しないが、濤状遺構や土拡等の出土遺物で見る限り、須恵器の杯、皿類は皆無

に近かく、わずかに壷形土器に見られるにすぎない。従って、オ13。 14期頃をオ 2次の変化期と見るこ

とができるのである。

このように、須恵器類は、ォ 6。 7期 を境に器種を単純化し、オ18・ 14期を境に、供膳形態をも灰釉

陶器に譲ることになる。

次に、杯・皿・蓋の須恵器の中で最も不扁的に存在するものについて、その変遷を見ておくことにす

る。まず、蓋類はA～ D類のものがあり、D類はォ12期にわずか 1点を見るにすぎないものである。蓋

A類はォ1～ 4期まで、蓋Bはォ1～ 5期まで、蓋Cはオ 5期以降オ14期まで見られる。従って、蓋A

・Bはオ4期まで共伴し、蓋BoCは汀 5期にのみ共伴する。蓋Aは、オ1～ 4期 までの間で、いずれの

時期にも、日径に大月、の 2類がある。これに伴う杯Cについては汝1～ 3期までで、オ4期のものから
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は出土していない。あるいは、オ 3期の杯 F、 オ 4期の杯 D等受部風の作 りのあるものともセットにな

る可能性が強い。蓋 Bは 、オ 1～ 5期の間に出られるが、回径規模10Cm前後の小型のものは法 1～ 3期

のものに限られ、汀 4期以降は、12Cm前後及び16.4cm～ 18.6cmの 中型。大型に限られる。蓋 Bは杯 A～ C

とセットになるが、特にオ 1・ 2期は杯 BoCと のセットであり、オ 3期は杯Aが出乳するが、その規

模から見て、蓋 Bと のセットは考えられない。汀 4期に入って量的に増加する杯 Aは大半が大型のC類

であるが、この期を境に蓋 Bも 大型イとしており、蓋 Bは この段階で杯 A・ Bと セットになる。オ 4期に

は杯 Cは出上していない。蓋 Cはオ 5期以降普通に見られるものであるが、日径規模に a。 19cm～ 21.2cm、

b。 17.3cm～ 18.4cm、 c.14.6cm～ 16.6cm、 d。 1lcm～ 13cmの 4類がある。これを時期別に見ると表24の

ようになる。

この表からa類の極めて大型のものはオ 4～ オ 7期に限られ、 c類はオ 6期以降、 d類はォ 8期以降

に一般的になる。セットとしては各時期でも大 。中・小の 3類が存在するが、オ 7期頃を境に相対的に

小規模化している。これは、次に見る杯類、特に杯 Aの 回径の縮少化と関連する現象である。

次に杯類であるが、第 1期以降普偏的に見る杯B類は、特に口径規模で a～ cの 3類に区分し、日径指

数から得られる深さでは各時期通じた共通性を見出し難かったが、各時期毎に見れば、最高 4類まで区

別できた。これは回径規模に関係なく、口径指数から求められたもので、 1～ 4類 とした。各時期毎の

比較であって、 1～ 4類の口径↓旨数を示せないが、 1類は、最も浅い皿に近いもの、 2・ 3と 深 くなり、

4は坑型のものである。これをまた時期毎に示すと表25の ようになる。

時 期

口径指数 口 径

1 2 Ｏ
υ 4 a b C

第 1期 2 2 2 2 5

第 2期 ９
， 2

つ
０ 4 1

第 3期 3 3 2 1 6 1

第 4期 2 1 1 1 6 1

第 5期 1 1 1

第 6期 1 2 1 3

第 7期 1 1 2 1 2 1

第 8期 2 2 ? 1 2

第 9期 1 4

第10期 1 1

第11期 1 1

第12期 2 2 3

第13期 1
９

〉

第14期 ? l

時 期 a b-1 b-2 b-3 C-1 c-2 c-3 c-4 d

第 1期

第 2期

第 3期 1

第 4期 1 1 3

第 5期 2

第 6期 2 1

第 7期 1 1

第 8期 1

第 9期 1

第10期 6 2 2 1

第■期 1 1 1 2

第12期 4 2 4 2

第13期
Ｏ
υ 1

第14期

表26.竪穴式住居跡出土須恵器杯 A時期別出土数一覧表25。 竪穴式住居跡出土須恵器     表26.竪穴式住居跡出土須恵器 /1■ A時期別出土数一覧
杯 B時期別出土数一覧表

すなわち、口径に対して深さのある 3類や坑型の 4類はオ 7期 まで確実に認められ、オ 9期 り降 は 2

種の深浅を持たなくなる。これをさらに口径についてみると、日径は a.8.5cm～ 9。 9cm、 b。 10,3cm～ 12

.7cm、 c。 13.2cm～ 15。 9cmに 分けると、オ1。 2期に大型の c類 を欠 くが、オ3～ 8期 までは a～ c類の各種
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図166。 須恵器杯 B法量分布図 (縦 :器高、横 :口径 )
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図167.須恵器皿法量分布図 (縦 :
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図168.須 恵器蓋 B.C口 径比較図

(須恵器蓋 C)

ェ

Ｔ

５

Ｉ

Ｔ

ｌ

Ｇ

Ｔ

‐３

Ｇ

Ｔ

‐２

Ｇ

Ｔ

９

Ｇ

Ｔ

８

Ｇ

Ｔ

Ｈ

Ｇ

Ｔ

ｌ０

Ｇ

Ｔ

７

Ｇ

Ｔ

５

Ｇ

Ｔ

２

Ｇ

Ｔ

３

Ｆ

Ｔ

‐２

Ｆ

Ｔ

Ｈ

Ｆ

Ｔ

２５

Ｆ

Ｔ

５

Ｆ

Ｔ

‐４

Ｆ

Ｔ

４

Ｆ

Ｈ

４

Ｆ

Ｈ

ｌ

Ｆ

Ｔ

ｌＯ

内

Ｐ

Ｂ

Ｔ

８

Ａ

Ｔ

２

Ａ

Ｔ

ｌ

柏

Ｃ

７

Ｃ

Ｔ

７

Ｉ

Ｔ

ｌ

Ｉ

Ｔ

Ю

Ｉ

Ｔ

９

Ｈ

Ｔ

６

Ｈ

Ｔ

５

Ｈ

Ｔ

４

Ｈ

Ｔ

２

Ｈ

Ｔ

ｌ

Ｇ

Ｔ

‐２

Ｇ

Ｔ

８

Ｇ

Ｔ

４

Ｆ

Ｔ

‐６

Ｆ

Ｔ

６

Ｆ

Ｔ

ｌ０

Ｃ

Ｔ

‐３

Ｃ

Ｔ

ｌｌ

Ｃ

Ｔ

６

Ｃ

Ｔ

ｌ

Ｃ

Ｔ

５

Ｂ

Ｔ

Ю

Ｂ

Ｔ

８

Ｂ

Ｔ

ｌ

Ｂ

Ｔ

９

Ｂ

Ｔ

２

Ａ

Ｔ

３

Ａ

Ｔ

４

Ａ

Ｔ

‐３

柏

Ｃ

９

柏

Ｃ

５

柏

Ｃ

３

柏

Ｃ

７

|

|

-268-



がおおよそそろう。しかるに、オ 9期以降は、中型のb類のみであって、オ13期の c類 も日径13.3Cmで

あって極めてb類に近いものとなっている。日径の月ヽさいa類は、およそ、オ 1期にあっては 1及び 3

類、オ 2期にあっては 2・ 3類、オ 3期にあっては 3類、オ4期では 1・ 3類、オ 7期では 3・ 4類に

あり、従って、日径規模 a～ c類に口径指数の 1～ 4類が加わり、オ 7期 までの杯 B類は多様な形態を

有することになり、オ 8及至 9期以降に単純化する傾向にあることがうかがえる。

杯Aはオ 3期から出現する。杯Aは (口径及び口径指数から、 a、 b-1～ 3、 c-1～ 4、 dの 9

類に分類した。これを今また各時期別に示すと表26の ようになる。

a→ dは 口径の小→大、各々の 1→ 3・ 4は深いものから浅いものへの順序を示す。従って、ォ 3期

には口径が大きくて、極めて深いものと極めて浅いものがあらわれるが、オ4期以降オ7期までは、口

径は比較的大きく、しかも口径に比べて極めて浅いものとなっている。オ 8期以降はb-2類及び c―
2類が主流を占め、 b-3、 c-3の比較的演いものが加わる。すなわち、オ 8期以降口径の小さいも
のが現われ、大小ともに浅いものが小数ながら加わり、セット関係としては画一化する。この傾向は、

先に見た蓋 Cと 対応するもので、蓋 Cにおけるd類、すなわち、極めて小規模なものがオ 8期 より急激

に増加することと杯 Aの b類のオ 8期からの増加と一致する現象といえるのである。

最後に皿類であるが、オ 7期 までは、皿としての形態としてではなく、杯 Bの 1類の系統の中に納ま

るものである。杯 Bの 1類は、ォ 5期 より口径を大きくし、その反面深さを浅くし、ォ 7期では極めて

皿状に近かくなる傾向にある。杯 Bと 区別し得る皿状品は汀 9期の中に確実に見ることができる。すな

わち、杯 Aや Bと の比較の問題であって、系統的には杯 Bの 1類の変化としてとらえることができる。

以上、須恵器類の器種構成の変遷を個別にたどってきた。構成器種としての高杯、平瓶、蕗 、あるい

は杯の D～ F等はオ 7期頃までに存在し、汀 8期以降では、杯、蓋、皿と壺、甕類に単純化される。個々

のものの変化では、蓋 C類が、日径規模に大中小の 3類が各時期に認められるが、た 7期 までは a類の

ものが存在し、 d類のものがほとんど存在しないのに対し、オ 8期以降は a類がなく、規模の小さいd

類が主流を占る。杯 Bでは、オ 7期 までは、分類した口径規模 a～ c、 深さ 1～ 4の各類が存在するの

に対し、オ 8期 を境に、 a類の 1及び 2類に限られ、形態の単純化傾向を見せる。杯 Aも 蓋 Cの傾向に

対応し、オ 8期以降に b類、特に 2類が多量に出現し、また、b-2及 び C-2類 を主流とし、 b-3、

c-3の浅いものとのセットが出来上 り、画一化する。皿類についても、オ 7期は杯 Bの 1類の範囲に

あって、杯 Aと の形態差がなく、少なくともオ 9期以降に、杯 Aま たBと 区別できる皿としての形状を

そなえるようになる。このように、須恵器類はオ 7期以前とオ 8期以降との間に一つの画期を見ること

ができる。オ 2の画期は、先述したように、オ13・ 14期頃にあるが、次項で再述する。

第 二項  土 師 器

須恵器が、オ 1期からオ 7期 までの間、比較的豊富な器種構成が見られるといっても、量的には極め

て少なく、その主要な用途を供膳形態の杯・蓋においている。これに対して土師器は、貯蔵形態の甕 A、

煮沸形態の甕 BoC、 鍋、供膳形態の鉢、高杯、皿、杯と多岐にわたる用途に用いられている。

まず、各器に見る変遷をたどってみる。甕 Aは 、日径規模で a.loCm～ 14.6cm、 b。 14.7cm～ 17.8cm、 c.

20.2cm～ 29.5cmの大中小の3類がある。a、 bの小型及び中型には、体部外面を縦刷毛、内面を横扁1毛、底

部外面を箆削りして調整するいわゆる近江型の調整技法を示すものがある。多くは単純に外反する日縁

部を持つが、その端部の整形時に外反する等の若千の変化を示すものがある。汀 3期には確実に存在す
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る。オ 1期のものも内面の調整が磨減していて不明であるが、近江型として良
いもので、オ 1期以降オ

8期 までの間で出上している。これに対して、外面に刷毛目を残すが、内面には残さず、指ナデ
や箆削

り等の調整を施すものがある。これには日縁部に種々の特徴がある。直口で、
口縁部が長がく、端部を

内彎させるもので、甕というより壺形のもの、日縁部が外鸞し、胴都径もほぼ等
しい口径を持つもの、

口縁部が短かく、あまり外反しないもの等々である。オ 1・ 2期は不明であるが、オ 3期以降オ
7期の

ものに見られ、近江型のものと共伴する。さらに、小中型のものには、
口縁部を受口風に曲げ、体部を

強く横ナデし、器壁に凹凸を生じさせるもの、外面に横あるいは斜めに粗
い叩き痕を残すもの等がある。

オ6。 9・ 16。 12・ 13期の住居跡から出土している。これは、小型のものと中
。大型のものとで口縁部

の形態が異る。小型のものでは、オ 6期 のものがオ 9期 のものに比
べて鸞曲が明瞭で、オ12期には端

部をつまみ出すように、断面三角形の突帯風に、内側に肥厚させて
いる。中型のものは大型の甕 Aを説

明する時に扱うとして、オ 9期以降、甕 Aは この種のものが、出土量は全体的に少なくなるが、主流を

占める点注意されるところである。甕 Aの大型品では、近江型の整形技法や形態を取るも
のは出土して

Vぇない。大型品にも幾つかの形態があるが、その中で、一つには、
「く」の字形に口縁部を外反させ、

口縁端部を上方あるいは下方に肥厚させて、外面に面を作 り出すも
のがある。外面を縦、内面を斜方向

に刷毛調整しているものが大半である。また、口縁部に刷毛目を残すものも見られ
る。この種のものは

オ1期からオ 8期の出土品の中に見ることができる。小・中型の近江型の甕Aと 同じ変
遷をたどる。な

お、この種の日縁部に類似して、日縁部を大きく外反させ、頸部に強
いナデを施して口縁部下方に稜を

生じさせるものがオ 5期の大型品、オ 7期の小型品に見られる。別種のものであろう。大型品には
この

種のものの他に、先述のように受口風の口縁部を持つものがある。小型品のように、
日縁端部を内彎さ

せ、その端部をつまみ出すようにして尖り気味に終らせるもので、外面に叩き痕
がある。つまみ出しが

より大きいものがオ13期にあり、日縁部は単純であるが、体部外面に叩き痕
のあるものがオ17期の柏原

北AM2か ら出上している。オ7期以降の甕Aは大中小型品ともこの種のものに占められることとなる。

以上のように、甕 Aはオ17期までに確実に見られる。小
・中型品に近江型が存在し、オ1～ 8期の間で

出土する。大型品は日縁端部を肥厚させて面を取り、刷毛調
査するものがこれに時期的に相応し、甕A

の組合せを形成している。また、オ 8期 までは、大中小型品とも、他
の特徴を持ったものが附随的に出

土するが、オ 9期以降では、いわゆる北陸系のロク
ロ土師器の特徴を有するものが占める。従って、甕

Aではオ 8。 9期の境に一つの面期を見ることができる。なお、北陸系類品
のものは、体部下半分が

不明であり、甕Aと したものの中に長胴化しているものの存在を考慮
すべきである。

次に甕Bは出土数が極めて少ない。オ 3・ 5。 7期の中に確実に存在す
る。すべて近江型の形態、調

整技法を有するものである。甕Cと したものの中に、存在する可能
性もあるが、体部の膨りが甕 Aに似

て大きいものは甕Bと したが、他はすべて甕 Cに一括して
いる。

甕 cはォ 1期からオ 9期にまでみられ、オ10期以降は姿を消す。甕
Cは そのほとんどが近江型の形態、

調整技法を持つものである。ただし、オ 3期のものの中に、底部ま
で刑毛目調整を残すものがある。 6

世紀段階のものに見られる特徴である。このことはともか く、実
測図として掲載し得ないが、底部片の

ほとんどは箆削りを認めることができる。近江型以外の特徴を持
つものは、オ 3期 とオ 6期に見られる

が、各 1点 を数えるにすぎない。このように近江型の甕 Cは甕
A・ Bに比べ長期間存在するようである

が、オ8'9期 のものでは、内彎した口縁端部を内外に肥厚させ、あ
るいは、短い口縁部を屈曲させる等

の変化を見せており、従来の近江型の特徴と異るものとな
っている。また、単純に外反する口縁部の端
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部をわずかにつまみ上げるものや全ったく単純なものとなっている。これらを近江型の範囲に加えるか

どうか判断し得ないが、甕 Cの最終末の形態として理解し得よう。このように、甕 Cは、若千の異形品

を加えながらも近江型を主流としてオ 1～ 9期 までの間に存在し、オ10期以降姿を消す。オ10期以降甕

形品の煮沸容器が存在しなくなることになるが、これにかわるものとして、先に指摘した北陸系類品の

甕 Aの存在である。オ 9期の北陸系の甕 Aは胴部の最大径が口径をうわまわるが、オ12・ 13期のもので

は日径が大きくなっている。これらを長胴の甕 Cと するのに難くない。ともかく、甕 Cに おいても、近

江型の終焉としてオ 8・ 9期頃に画期をおくことができる。また北陸系の甕 Cに長胴のものを認めると

しても、オ13期 までである点にも注意される。

鍋は量的には少数であって、住居跡からはオ 1・ 2・ 4・ 5。 6・ 8。 10期から出土している。鍋に

も近江型が存在する。調整技法が甕類と同様であって、日縁部は単純に外反している。オ 1・ 2・ 5期

のものが確実である。オ 6・ 8・ 10期のものは、日縁部の外反度が近江型のものより小さく、端部を上

方に肥厚させる。内外面の整形は近江型と同様である。口縁部の相違で見れば、オ 4期のものも近江型

に加えることができる。口縁端部を上方に肥厚させる鍋は北陸に類品を見出すことができる。このこと

は、鍋がオ11期以降に出土していないが、その出現が甕Aの北陸系類品の出現の時期 と同様である点注

意される。

鉢も量的に極めて少ない。オ 2・ 4・ 5。 6期にわずかに見られる。オ 4期のものは、外面を口縁部

を除いて全面箆削りし、内面も口縁部を除いて刷毛目調整している。近江型の鉢 と考えてよかろう。各

期毎に日縁部の形状に変化が見られるが、すでに述べているので再述はしない。

高杯も、オ 2・ 3・ 7期に確実なものが見られるが、土師器の中で最も少ない器種である。オ 8期以

降では出上していない。

杯、これには坑形品も含めているが、まず、オ 1～ 8期 までの段階、オ 9～ 13期 までの段階、オコ囲

以降の段階の 3段階に区別ができる。すなわち、オ 8期 までの杯類には、形能的には、口径指数 15前後

の浅いものと30前後の坑形の深いもの、及び、20前後の中間のものとがあり、日径に見る大小も1lCm程

のもの、15Cm前後のもの、20cm前後のものがある。小型のものは概して浅 く、中型のもの、大型のもの

には各種の深さがある。流形の深いものはオ 7・ 8期に見られないが、形態には各種のものが併存して

いるのである。この状況がオ 9期～オ13期の段階で、出土品を見ないという状況に一変するのである。

この変化は、須恵器の項で見たように、須恵器の杯 Bと 皿との形態分化と極めて密接な関連があるよう

である。すなわち、須恵器の皿は、杯 Bと 明確に区別し、皿としての形態、しいては用途を明瞭にする

のはオ 9期以降であって、オ 8期 までの段階では、杯 Bの中の浅深の相違はあっても、オ 9期以降のよ

うな皿としての形態は持たない。このオ 9期以降の杯 Bと 皿との形態、機態分化と土師器の杯の消滅と

が期を―にしているのである。オ 8期 まで、須恵器の皿としての機能は土師器杯 (この場合坑形品は除

くべきかもしれない)に あり、須恵器の皿が出現して以降、土師器杯の皿としての機能は須恵器に移行

したと考えることができるのである。土師器杯のオ 3段階はォ14期以降である。オ14期に再び土師器の

杯が出乳する。オ14期には須恵器の皿は存在するが、オ15期以降には極めて少なく、灰釉陶器の坑、皿

とともに、土師器の杯、皿類が増加する。もっとも、土師器の杯類は、オ14期に、底部に箆おこし痕を

残すものが出現するが、オ15～ 17期には杯類は極めて少なく、オ18・ 19期に、新たに底部に糸切 り痕を

残すものや高い高台を付けるものが出土する。しかし、それらの量も極めて少なく、土師器の大半は皿類

に残ることとなる。このように、土師器杯はオ 8。 9期の境、オ14期頃の二つの画期を見ることができ
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る。

以上、土師器の各器種についてその変遷を見てきた。甕A・ B・ C、 杯に特徴的に見るように、オ 8

・ 9期の境及びオ14期頃に大きな画期を見ることができるのである。この画期は、すでに述べたように、

須恵器類にも認め得るところであり、単に須恵器あるいは土師器、また、個別の器種に限られた現象で

はなく、この二つの画期に、何等かの社会的な変化のあることを暗示するものである。

第二項 施釉陶器 、黒色土器 、磁器 、山茶坑

灰釉陶器、黒色土器はオ13期から出現し、緑釉陶器はオ14期から出土する。これらは坑皿類、灰釉陶

器の小型の壺形品、黒色土器の小型の甕類に限られ、大型の壺・甕類は維然須恵器に限られている。オ

13年 19期までの間で、灰釉、緑釉、黒色土器の比率は、灰釉陶器 100に対して、黒色土器2以下、緑釉

陶器 1以下の割合いであって、緑釉陶器、黒色土器の占る割合いは極めて少ない。これは、湖北地方の

特徴であって、湖南地方とのきわ立った相違である。

山茶筑はオ19期に出土する。また、白磁の筑形品がオ17期から、青磁が激19期に出上している。灰釉

陶器 100に対して 0.5以下である。

以上のように、須恵器、土師器にオ 8・ 9期の境とオ14期頃の 2つの画期を認めることが出来たが

さらに、集落の集焉とも関係するが、オ19期にオ 3の画期を求めることが可能である。
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第五章 総 括

オ四章では、各遺構の構造、特に、竪穴式住居跡と掘立柱建物を中心に、その構造的変遷 と出
土遺物、

特に須恵器と土師器について、その器種構成を中心に変遷を見てきた。その結果、竪穴式住居跡で、汝

8期頃を境として、バラエティーに富んでいたカマド構造がほぼ C類に統一され、平面形態も長方形プ

ランがなくなり、ほぼ正方形のプランとなり、床面積も10m2前後の極めて小さ
いものへと変化する。こ

の傾向は、竪穴式住居跡の出土遺物を中心とした土器類の変遷と全ったく一致するものである。

掘立柱建物跡はオ12期から出凱し、オ12～ 14期の間で竪穴式住居跡と並存する状況にある。 2問 × 5

間あるいは 3間 ×5間の住居形式を取るものが各時期に 1～ 3棟あり、これに倉庫跡と思われる 2間 ×

2間、 2間あるいは 3間×3間のものが 1～ 3棟ずつ存在する。確実に住居と倉庫とが一単位になる状

況にはないが、オ■期以前にさかのぼる掘立柱の倉庫跡が確認できない現状では、掘立柱形式
の住居と

倉庫とは一体 とみなければならない。竪穴式住居から掘立柱建物
への過渡期がオ12～ 14期あることにな

る。この間で、注意すべきは、掘立柱建物の規模と倉庫を持つことである。すなわち、
この間での竪穴

式住居跡の規模は極めて縮少し、最小規模とした4.6m2～ 7静の I類及び 8.1∬～■m2の H類のみであり、

一辺の規模から最大に計算したとしても22.5∬～23.9m2の V類まである。これに対し、掘立柱建物では、

オ12期のものが32m2と 66m2、 ォ買劇のものが25.2m2、 オ14期のものが28.7m2～ 34.2m2である。オ12期
の66

m2(BHl)は 例外としても、いずれも30m2前後の規模を持つ。汀 8期頃までの竪穴式住居跡は、その

規模が I～Ⅷ類までの間で格差があったわけだが、この格差が、オ12～ 14期の間では、規模だけ
ではな

く、掘立柱建物と竪穴式住居という構造上の格差として顕現するのである。今のところ、オ 8'9期 に

さかのぼる掘立柱建物を指摘し得ないが、AH4や KHl、 LHl等極端に東西に軸線をふる建物が古

くなる可能性がある。やはり、現状では古式の掘立柱建物を指摘し得な
いが、竪穴式住居跡規模の縮少

するオ 8。 9期頃に初現のある可能性を考え、従って、竪穴式住居跡の構造上の画期だけではなく、竪

穴式住居隊と掘立柱建物という顕現した住居形式の相違の発現という村落構造上の大きな画期に発展し

得る現像というべきである。この現象が、オ 8。 9期の境で、土器様式や住居構造に大きな変革を持た

らしたものと言い得るのである。このことにさらに補強し得る点は、倉庫跡の存在である。竪穴式住居

跡に伴う倉庫跡は不明であるが、少なくとも調査対象範囲内において、各住居跡群の中には存在しな
い。

しかるに、オ乾期の掘立柱建物の出現と同時に倉庫跡も出現する。住居形式の格差がさらに倉庫の保持

というさらに大きな格差となって現われてぃるのである。倉庫は住居跡と同様に、各住居跡群に分散的

に分布しており、集中性はない。いわば個人所有的な有り方を示すのであるが、掘立柱建物の想定される

初現期にさかのぼって同様に倉庫跡が存在していたかどうか不明といわざるを得ないが、倉庫形式のA

H4が極端に軸線を西によっており、KHlや LHl等 と同様に古式のものと考えるなら、掘立柱建物

の初現期に早 くも個人所有的な倉庫が存在していたことになる。このことはともかく、掘立柱建物の出

現と期を―にする倉庫跡の存在は、村落構造の変画を示す重要な点であろう。

こうした竪穴式住居跡と掘立柱建物との対峰関係はオ14期 を最後に姿を消す。すなわち、住居形式が

オ15期以降掘立柱建物にかわる。法15期以降の掘立柱建物は多くを検出していないが、 2間 × 5間の住

居形式と2間 × 2間、 2間 ×3間の倉庫と思われるものとがある。オ15期以降では、倉庫跡の規模に大
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きな格差がある。第14期以前の倉庫跡は、FH4に 32.83m2と 例外的に大きいものがあるが、 2問× 2

間、 3間 ×2間 を問わず、15,6だ ～ 22.09m2程度である。これに対し、第15期以降では、 2間 × 2間の

9.61E12～ 17.64∬ に対し、 2間 × 3間の 22.31m2～ 38.71m2と 極めて大きい格差が見られる。この倉庫

の規模の差を住居形式や土器類の変化で示される第 2の画期の重要なポイントと考える。このことと極

めて密接に関連すると考えられるものが、既存条里に一致または近い位置にある溝状遺構である。AM

lは第17期に改修され、柏原北CMlは 掘立柱建物の出現に応じて柏原北AM2・ 3に新たに付けかえ

ている。 C M20は 第15期、KMlは 第17期に新たに設けられた水路である。第14期以前にあっては、住

居分布範囲に対して、わずか柏原北CMl及 びAMlの 2条 を認め得るのみであるが、第15期以降には、

柏原北 AM2・ 3、 AMl、 KMl、 C M20と新たに開削され、また、 C M20は 第19期に C M17や CM

9に 、KMlは 第18期に LMlに 付け替え、AMlは 改修が繰 りかえされる等、水路の新設や改修が加

えられている。このことは、遺跡周辺に広がる条里水田の開発と密接に関連するもので、第15期以降に

生産面積の拡大、生産性の向上が計られたであろうことが推察されるのである。このことと第15期以降

の倉庫に見る現象とをオーバーラップさせて考えることが可能である。

以上のように、住居構造や出土土器類の変遷で見られた2つの画期は、それぞれ、村落構造の大きな

変革期を示すものと考えられるのである。

に

国道 365号線バイパスエ事に伴う発掘調査は、昭和53年度から昭和56年度にかけて、約 4年間を要し

た。その間に蓄積した資料は膨大なものである。本書は一応正報告書の体裁はとっているが、蓄積した

資料を十分に消化しきったものとはなっていない。本書では、竪穴式住居跡、掘立柱建物跡、濤状遺構

を中心にとりあげ、各々を構造的に分類し、その変遷を通して、各遺構の相互関連に着目する方法を取

った。従って、出土遺物については、これらの変遷をたどる補助的手段としたため、個々の遺物の観察

記録や検討等を省略した形になった。従って、土器類等の産地同定や流通の問題追求等は行なっていな

い。また、全体的にも他遺跡の類例との比較検討を行なわず、できるだけ発掘調査から得られた成果の

範囲内で資料操作を行なうことをッふ掛けたため、県内しいては日本歴史上の位置付けをも省略している。

このように、種々の事項を省略したもので、とうてい正報告書の域に達っしていないことをおわびした

vヽ 。ただ、最も省略した形となった遺物類については、測図可能なものを出来るだけ掲載した。今後と

も整理調査を継続して実施する必要のあることを申し述べておわりにかえたい。

り
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